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3適合性の宣言
適合性の宣言

以下で示される  Zebra プリ ンタは :

Stripe™ シ リーズ

S4M

製造元

Zebra Technologies Corporation
333 Corporate Woods Parkway

Vernon Hills, Illinois 60061-3109 U.S.A.

FCC 法規の所定の技術基準に準拠しているこ とを宣言いたします。

家庭用、 事務所、 商業用、 および工業用

ただし、 本宣言にあたっては、 次を条件と します。 (1) この機器に対して

未承認の変更を加えないこ と。
(2) 所定の手順に従って保守および操作を適切に行う こ と。
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準拠情報

FCC 準拠に関する声明

このデバイ スは Part 15 規則に準拠し ています。 動作は以下の 2 条件に従っていなけ
ればな り ません。

1. 当該デバイ スによ って有害な干渉が発生する こ と はない。

2. 当該デバイ スは、 予想外の動作を引き起こす可能性のあ る干渉も含め、 すべての
干渉を受け入れなければな ら ない。

Zebra Technologies Corporation によ り 明示的に承認されていない変更や改造は、 ユー
ザーが設備を稼動する権限を失 う 可能性があ るので、 注意し て く ださい。 仕様に準
拠するため、 このプ リ ン タにはシール ド付き通信ケーブルを使用する必要があ り ま
す。

データ ・ ケーブルに対する FCC 規則

Zebra プ リ ン タは、 完全にシール ド された 2 m (6.5 フ ィ ー ト ) のデータ ・ ケーブルを
使用し た Class B 装置に関する  FCC 規則 Part 15 に準拠し ています。 シール ド されて
いないケーブルを使用する と、 Class B の限度を超え る ノ イ ズが放射されるおそれが
あ り ます。 

カナダの DOC 準拠に関する声明

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.
（この ク ラ ス  B デジ タル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠し ています。） 

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
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対象読者

本書ユーザー ・ ガイ ド は、 プ リ ン タの操作または問題の解決を行 う 必要があ る読者
を対象に書かれています。

本書の構成

本書ユーザー ・ ガイ ド は以下のよ う に構成されています。

項 説明

「はじめに」 （15 ページ） この項では、 用紙と リ ボンをセ ッ ト する際に
使用する操作コ ン ト ロールおよび主要コ ン
ポーネン ト の場所を示し ます。 また、 プ リ ン
タのその他の機能について も説明し ます。

「プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ
プ」 （23 ページ）

この項では、 プ リ ン タにサプラ イ品をセ ッ ト
し、 設定を開始する前に完了する必要のあ る
タ ス ク と、 考慮する必要のあ る事項について
説明し ます。

「操作」 （37 ページ） この項では、 用紙のセ ッ ト 手順およびプ リ ン
タのキ ャ リ ブレー ト 手順について説明し ま
す。

「設定」 （65 ページ） この項では、 プ リ ン タ構成の設定について説
明し、 コ ン ト ロール ・ パネルを使用し てプ リ
ン タ ・ パラ メ ータ を表示または変更する方法
を示し ます。

「定期的な メ ンテナン ス」 （91 ペー
ジ）

この項では、 定期的な ク リ ーニングおよび メ
ンテナン スの手順について説明し ます。

「 ト ラブルシューテ ィ ン
グ」 （103 ページ）

この項では、 ト ラブルシューテ ィ ングが必要
なエラーについて説明し ます。 各種診断テス
ト も含まれています。

「仕様」 （131 ページ） この項では、 プ リ ン タの機能および仕様につ
いて説明し ます。
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連絡先

インターネッ ト を利用した技術サポートは、 年中無休、 24 時間受け付け可能です。

Web サイ ト : www.zebra.com
電子メール ・ バッ ク技術ライブラ リ : 

電子メール ・ アドレス : emb@zebra.com 
サブジェク ト ・ ラ イン : Emaillist 

セルフサービス ・ ナレッジ ・ベース : www.zebra.com/knowledgebase
オンライン ・ ケース登録 : www.zebra.com/techrequest   

連絡先の部門 南アメ リカ / 北アメ リカ
ヨーロッパ、 アフリカ、 

中東、 インド
アジア太平洋

地域本部 Zebra Technologies International, LLC
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, IL 60061-3109
U.S.A.
電話 : +1 847 793 2600
フ リーダイヤル : +1 800 423 0422
F: +1 847 913 8766

Zebra Technologies Europe Limited
Dukes Meadow
Millboard Road
Bourne End
Buckinghamshire, SL8 5XF
英国

電話 : +44 (0) 1628 556000
F: +44 (0) 1628 556001

Zebra Technologies Asia 
Pacific Pte. Ltd.
120 Robinson Road
#06-01 Parakou Building
Singapore 068913
電話 : + 65 6858 0722
F: +65 6885 0838

技術サポート
Zebra 機器およびソフ ト ウェア

の操作の質問については、 流

通業者にお問い合わせくださ

い。 さらに援助が必要な場合

は、 弊社までご連絡ください。

モデル番号と シ リ アル番号を
ご用意ください。

電話 : +1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
F: +1 847 913 2578
ハードウェア : ts1@zebra.com 
ソフ ト ウェア : ts3@zebra.com 
Kiosk プリ ンタ :
電話 : +1 866 322 5202
電子メール : kiosksupport@zebra.com

電話 : +44 (0) 1628 556039
F: +44 (0) 1628 556003
電子メール : Tseurope@zebra.com 

電話 : +65 6858 0722
F: +65 6885 0838
電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

修理サービス部門
バックツーベースサービスと

修理について。

電話 : +1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
F: +1 847 821 1797
電子メール : repair@zebra.com 
米国で修理を依頼するには、

www.zebra.com/repair を参照してく

ださい。

電話 : +44 (0) 1772 693069
F: +44 (0) 1772 693046 
新しい要求 : ukrma@zebra.com 
ステータス更新 :
repairupdate@zebra.com 

電話 : +65 6858 0722
F: +65 6885 0838
電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

技術トレーニング部門
Zebra 製品ト レーニング ・

コースについて。

電話 : +1 847 793 6868
電話 : +1 847 793 6864
F: +1 847 913 2578
電子メール : ttamerica@zebra.com 

電話 : +44 (0) 1628 556000
F: +44 (0) 1628 556001
電子メール : 
Eurtraining@zebra.com 

電話 : + 65 6858 0722
F: +65 6885 0838
電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

照会部門
製品文献、 流通業者および販

売会社に関する情報について。

電話 : +1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
電子メール : inquiry4@zebra.com 

電話 : +44 (0) 1628 556037
F: +44 (0) 1628 556005
電子メール : mseurope@zebra.com 

電子メール : 中国 : 
GCmarketing@zebra.com
その他の地域 :
APACChannelmarketing@zebra.com

カスタマ ・サービス部門 （米国）
社内販売部門 （英国）
プリ ンタ本体、 パーツ、 用紙、

リボンに関するお問い合わせ

は、 最寄の販売代理店または

弊社までご連絡ください。

電話 : +1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
電子メール : clientcare@zebra.com 

電話 : +44 (0) 1628 556032
F: +44 (0) 1628 556001
電子メール : cseurope@zebra.com 

電話 : +65 6858 0722 
F: +65 6885 0836 
電子メール : 中国 : 
order-csr@zebra.com
その他の地域 :
csasiapacific@zebra.com 

キー : T: 電話
F: ファ クシ ミ リ
E: 電子メール
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文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則が使用されます。

代替色  ( オン ラ イ ンのみ ) 相互参照には、 このガイ ド の別の項にジ ャ ンプするため
のホ ッ ト ・ リ ン クが含まれています。 このガイ ド を .pdf 形式でオン ラ イ ン表示し て
いる場合に、 相互参照 ( 青いテキス ト ) を ク リ ッ クする と、 参照先に直接ジ ャ ンプし
ます。 

LCD デ ィ スプレ イの例  プ リ ン タの液晶デ ィ スプレ イ  (LCD) のテキス ト は 
Bubbledot ICG フ ォ ン ト で表示されます。

コマン ド ラ イ ンの例  コマン ド ラ イ ンの例は Courier New フ ォ ン ト で表示されま
す。 た と えば、 bin デ ィ レ ク ト リ に含まれる イ ン ス ト ール後のス ク リ プ ト にア ク セ
スするには、 ZTools を入力し ます。

フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ   フ ァ イル名とデ ィ レ ク ト リ は Courier New フ ォ ン ト で表
示されます。 た と えば、 Zebra<version number>.tar  フ ァ イルや /root 
デ ィ レ ク ト リ などのよ う に表示されます。

絵記号の意味  

注意 • 静電気放電の危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 電気シ ョ ッ ク を受ける危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 過剰な温度の上昇によ って火傷を負 う危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 特定の操作を実行し なかった場合、 または特定の操作を避けなかった場合、 身体に
負傷を及ぼす危険がある こ と を警告し ます。

注意 • ( 絵記号な し ) 特定の操作を実行し なかった場合、 または特定の操作を避けられな
かった場合、 ハー ド ウ ェ アに損傷を及ぼす危険がある こ と を警告し ます。

重要 • タ ス ク を完了するために重要な情報を通知し ます。

注記 •  本文の要点を強調または補足する中立的情報または肯定的情報を示し ます。

例 • テキス ト の内容を明確にするための例やシナ リ オを提供し ます。
13290L-074 改訂 A S4M ユーザー ・ ガイ ド 2009/6/12
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図の見出し   見出し は、 ラ ベル付けと 説明が必要な情報が図に含ま れている と き に
使用さ れま す。 ラ ベルと 説明を 含む表が、 図の後に表示さ れま す。 図 1 は例を示し
ま す。

 図 1 • 見出し付きのサンプル図

1 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ン

2 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ン

POWER ALERT

MENU

CANCEL FEED

PAUSE

ENTER

2

1
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外観図

図 2 はプ リ ン タの外観を示し ます。

 図 2 • プ リ ン タの外観

1 コ ン ト ロール ・ パネル

2 用紙ア ク セス用ド ア

3 エレ ク ト ロニ ク ス ・ カバー

4 電源ス イ ッチ (O = オフ、 I = オン )
5 AC 電源コネ ク タ

1

2

前面

背面

4

5

3
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コ ント ロール・ パネル

プ リ ン タのすべての操作ボタ ン と イ ンジケータは、 コ ン ト ロール ・ パネル上にあ り
ます ( 図 3)。

• コ ン ト ロール ・ パネル液晶デ ィ スプレ イ  (LCD) には、 動作状態およびプ リ ン タ ・
パラ メ ータが表示されます。

• コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ンは、 プ リ ン タ動作の制御と パラ メ ータの設定に使
用し ます。 

• コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプ (LED) は、 プ リ ン タの動作状態を示すほか、 ア
ク テ ィ ブな コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ンを示し ます。

 図 3 • コ ン ト ロール ・ パネルのボタ ン と ラ ンプの位置

1 ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ

2 電源ラ ンプ

3 LCD
4 ENTER ( 入力 ) ボタ ン

5 MENU ( メ ニュー ) ボタ ン

6 上方向ボタ ン

7 CANCEL ( キ ャ ンセル ) または
左方向ボタ ン

8 FEED ( フ ィ ード ) または右方向ボタ ン

9 PAUSE ( 一時停止 ) または下方向ボタ ン

POWER ALERT

MENU

CANCEL FEED

PAUSE

ENTER

3

5

6
7

8
9

2 1

4
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コ ン ト ロール ・ パネル LCD

コ ン ト ロール ・ パネル LCD は、 プ リ ン タのモード に応じ て さ まざまな機能を持ちま
す。

• 動作モード の場合、 LCD にはプ リ ン タの状態が表示されます。 コ ン ト ロール ・
パネル ・ ラ ンプ と の併用で表示される場合も あ り ます ( 「コ ン ト ロール ・ パネ
ル ・ ラ ンプ」 （20 ページ） を参照 )。 プ リ ン タがデータ を受信する と、 コ ン ト ロー
ル ・ パネルには DATA と い う 文字が表示され、 ド ッ ト の点滅が繰 り 返されます。

• 一時停止モード の場合、 プ リ ン タは一時的に印字を中断し ます。

• セ ッ ト ア ッ プ ・ モード の場合、 コ ン ト ロール ・ パネル LCD を使用し て、 プ リ ン
タ ・ パラ メ ータの表示や変更が行えます ( 「コ ン ト ロール ・ パネルパラ メ ー
タ」 （74 ページ） を参照 )。

• エラー ・ モード の場合、 LCD にア ラー ト またはエラー ・ メ ッ セージが表示され
る こ と があ り ます ( 「LCD エラー ・ メ ッ セージ」 （105 ページ） を参照 )。

コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン

プ リ ン タのコ ン ト ロール ・ パネルには、 6 つの基本操作ボタ ンがあ り ます。 プ リ ン タ
がセ ッ ト ア ッ プ ・ モード の場合、 これらのボタ ンのい く つかはナビゲーシ ョ ン ・
キーと し て も機能し ます。 ボタ ンの現在の機能については、 そのボタ ンに隣接する
ラ ンプの点灯状態によ って示されます ( 図 4 を参照 )。 

 図 4 • 有効なコ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ンの例

表 1 に各ボタ ンの機能を示し ます。 MENU ( メ ニュー ) ボタ ン、 PAUSE ( 一時停止 ) ボ
タ ン、 および FEED ( フ ィ ード ) ボタ ンは、 プ リ ン タが通常動作モード の場合に有効
です。

1 FEED ( フ ィ ード ) が有効

2 右方向が有効

FEED FEED1
2
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表 1 • コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン

ボタ ン 外観 機能 / 説明

MENU 
( メ ニュー )

セ ッ ト ア ッ プ ・ モード の開始および終了を行います。

ENTER 
( 入力 )

セ ッ ト ア ッ プ ・ モード でパラ メ ータやオプシ ョ ンの選択が必要な
場合、 ENTER ( 入力 ) を押し て項目を選択し ます。 このボタ ンは、
必要時のみ有効にな り ます。

キャ ンセル キャ ンセル機能は一時停止モード でのみ有効と な り ます。 CANCEL 
( キャ ンセル ) ボタ ンを 1 回押すと、 以下のよ う に動作し ます。

• 現在印刷中のラベル ・ フ ォーマ ッ ト がキ ャ ンセルされます。

• 印刷中のラベル ・ フ ォーマ ッ ト がない場合、 次に印刷される ラ
ベル ・ フ ォーマ ッ ト がキ ャ ンセルされます。

• 印刷待機中のラベル ・ フ ォーマ ッ ト がない場合、 CANCEL ( キャ

ンセル ) は無視されます。 
プ リ ン タのラベル ・ フ ォーマ ッ ト ・ メ モ リ 全体を消去するには、
CANCEL ( キャ ンセル ) を押し続けます。

FEED 
( フ ィ ー ド )

白紙のラベルを送 り ます。 
• プ リ ン タがア イ ド ルまたは一時停止の状態にあ る場合、 ラベル

は直ちにフ ィ ード されます。 
• プ リ ン タが印刷中の場合、 印刷終了後にラベルがフ ィ ード され

ます。

PAUSE 
( 一時停止 )

印刷処理の停止および再開を行います。 また、 エラー ・ メ ッ セー
ジを解除し て LCD を ク リ ア し ます。 プ リ ン タが一時停止状態にな
る と、 PAUSE ラ ンプが点滅し ます。 
• プ リ ン タがア イ ド ル状態の場合、 直ちに一時停止モード に移行

し ます。

• プ リ ン タが印刷中の場合、 現在のラベルの印刷終了後にプ リ ン
タが一時停止し ます。 

左方向 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード において、 LCD を前のパラ メ ータにス ク
ロールし ます。

右方向 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード において、 LCD を次のパラ メ ータにス ク
ロールし ます。

上方向 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード において、 値を大き く し ます。 または、 次
のオプシ ョ ンにス ク ロールし ます。

下方向 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード において、 値を小さ く し ます。 または、 前
のオプシ ョ ンにス ク ロールし ます。

MENU

ENTER

CANCEL

FEED

PAUSE
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コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプ

表 2 に、 プ リ ン タの状態を コ ン ト ロール ・ パネル上に表示する ラ ンプを示し ます。

表 2 • コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプ

ラ ンプ 外観 機能 / 説明

POWER ( 電源 ) プ リ ン タの電源がオンであ る こ と を示し ます。

ALERT ( ア ラー ト ) エラーまたはア ラー ト 状態が発生する と、 ALERT ( ア ラー
ト ) ラ ンプが点滅し ます。

PAUSE ( 一時停止 ) 
(PAUSE ( 一時停止 ) 
ボタ ンの一部 )

プ リ ン タが一時停止モード にな る と点滅し ます。 ただし、
セ ッ ト ア ッ プ ・ モード で下方向ボタ ンが有効な場合には点
滅し ません。

FEED ( フ ィ ード ) 
(FEED ( フ ィ ー ド ) 
ボタ ンの一部 )

プ リ ン タの通常動作中に点灯し、 プ リ ン タ  が白紙ラベルを
フ ィ ード可能であ る こ と を示し ます。

CANCEL ( キ ャ ン
セル ) (CANCEL 
( キャ ンセル ) ボタ ン
の一部 )

ラベル ・ フ ォーマ ッ ト のキ ャ ンセルが可能であ る場合に点
灯し ます。

POWER

ALERT

PAUSE

FEED

CANCEL
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プリ ンタ 用紙セッ ト 部
図 5 は、 プ リ ン タの用紙セ ッ ト 部の概略を示し ます。 装着されているオプシ ョ ン
によ っては、 プ リ ン タの外観が若干異なる場合があ り ます。

 図 5 • 用紙セ ッ ト 部

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ル *
3 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル *
4 用紙サプラ イ ・ ハンガー

5 用紙サプラ イ ・ ガイ ド

6 折 り 畳み用紙ス ロ ッ ト

7 ダンサー ・ アセンブ リ

8 用紙ガイ ド

9 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッチ

10 剥離解除レバー **
11 剥離アセンブ リ **

* 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに存在し ます。

** 剥離オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに存在し ます。

79

4
5

3

2
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1

11

6



は じ めに
プ リ ン タ言語モー ド

22

13290L-074 改訂 A S4M ユーザー ・ ガイ ド 2009/6/12

プリ ンタ 言語モード

お客様からのプ リ ン タのご注文内容に基づき、 以下のプ リ ン タ言語のいずれかで動
作またはその言語に対応し たコマン ド が使用でき る フ ァーム ウ ェ アが工場で導入さ
れた状態で届け られます。

• Zebra プロ グ ラ ミ ング言語 (ZPL®)

• Eltron® プロ グ ラ ミ ング言語 (EPL)

• Datamax® プロ グ ラ ミ ング言語 (APL-D™)

• Intermec® プ リ ン タ言語 (APL-I™)

フ ァームウ ェ アのダウンロー ド

随時、 ご使用のプリ ンタ に S4M ファ ームウ ェ アをダウ ンロ ード し て、 プリ ンタ 言語
を別の言語に変更する こ と ができ ま す。 新のファ ームウ ェ ア・ バージョ ンおよ びそ
れら のダウ ンロ ード 手順については、 http://www.zebra.com/firmware をご覧く ださ い。

新規コマン ド または変更されたコマン ド

変更またはこのプ リ ン タ専用に追加された ZPL II コマン ド については、 「ZPL II のコ
マン ド」 （137 ページ） をご覧 く ださい。

その他のプ リ ン タ言語情報

以下のマニュ アルには、 各種のプ リ ン タ言語モード に関する個別情報が記載されて
います。 お客様のプ リ ン タに付属の CD にこれらのマニュ アルのコ ピーが収録されて
います。 また、 http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ます。

• ZPL II® プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド

• EPL2™ プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド

• APL-D™ リ フ ァ レン ス ・ ガイ ド

• APL-I™ リ フ ァ レン ス ・ ガイ ド

注記 • ご使用のプ リ ン タにおいてプ リ ン タ言語を別の言語に変更する と、 エラー ・ メ ッ
セージが LCD に表示され、 コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプがエラー ・ モード の表示を
する場合があ り ます。 これらのエ ラー ・ メ ッ セージやラ ンプ表示は無視し て もかまいま
せん。 フ ァーム ウ ェ アのダウ ン ロード が完了し た ら、 プ リ ン タ を再起動し、 プ リ ン タ ・
デフ ォル ト 値を ロード し て、 プ リ ン タ を動作モード に戻し て く だ さい。

http://www.zebra.com/firmware
http://www.zebra.com/manuals
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のあ る タ ス ク と、 考慮する必要のあ る事項について説明し ます。
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始める前に

プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プまたは使用を始める前に、 このチェ ッ ク リ ス ト を確認し、
問題を解決し て く ださい。

Printer の開梱と 点検 :プ リ ン タ を開梱し、 損傷がないか点検し ま し たか ? まだの
場合には、 「プ リ ン タの梱包からの取 り 出しおよび点検」 （25 ページ） を参照し て
く ださい。

設置場所の選択 :プ リ ン タの設置に適し た場所を選択し ま し たか ? まだの場合に
は、 「プ リ ン タ設置場所の選択」 （26 ページ） を参照し て く ださい。

データ ・ ソ ースへの接続 :プ リ ン タ をデータ ・ ソース  ( 通常はコ ンピ ュータ ) に
接続する方法を決定し ま し たか ? 詳細については、 「データ通信イ ン ターフ ェ イ
ス」 （27 ページ） を参照し て く ださい。

電源コ ード の接続 :プ リ ン タに適し た電源コード があ り ますか ? 確かでない場合
には、 「電源コード仕様」 （31 ページ） を参照し て く ださい。 電源コード を取 り 付
け、 プ リ ン タ を電源に接続するには、 「プ リ ン タ  を電源に接続する」 （30 ページ） 
を参照し て く ださい。

用紙の選択 :アプ リ ケーシ ョ ンに適し た用紙があ り ますか ? 確かでない場合に
は、 「用紙のタ イプ」 （32 ページ） を参照し て く ださい。

リ ボンの選択 : リ ボンを使用する必要があ り ますか ? 必要な場合、 適切な リ ボン
があ り ますか ? 確かでない場合には、 「 リ ボンの概要」 （34 ページ） を参照し て く
ださい。
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プリ ンタ の取り 扱い

この項では、 プ リ ン タ を扱 う 方法について説明し ます。

プ リ ン タの梱包からの取り出しおよび点検

プ リ ン タ を受け取った ら、 ただちに梱包から取 り 出し、 輸送中の損傷がないかを点
検し て く ださい。 

• 梱包材はすべて保管し ておいて く だ さい。

• すべての外装表面に損傷がないかを確認し ます。

• 用紙ア ク セス用ド アを上げ、 用紙セ ッ ト 部のコ ンポーネン ト に損傷がないかど う
か点検し ます。

点検によ って、 輸送中に発生し た損傷が見つかった場合には、 次の手順に従って く
ださい。

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出し ます。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管し ておき ます。

• 寄の正規 Zebra 販売代理店にお知らせ く ださい。

プ リ ン タの保管

プ リ ン タ をすぐに使用し ない場合は、 元の梱包材料を使用し てプ リ ン タ を梱包し直
し て く ださい。 プ リ ン タは表 3 に示す条件下で保管でき ます。

プ リ ン タの輸送

プ リ ン タ を輸送する場合は、 以下の手順に従って く だ さい。

• プ リ ン タ をオフ  (O) にし て、 すべてのケーブルを取 り 外し ます。

• プ リ ン タ  内部からすべての用紙、 リ ボン、 または固定されていない物を取 り 外
し ます。

• 印字ヘッ ド を閉じ ます。

• プ リ ン タは、 輸送中の損傷を避けるために、 元の段ボール箱またはその他の適切
な段ボール箱に注意し て梱包し て く だ さい。 元の梱包材料がないか、 破損し てい
る場合は、 Zebra から発送用段ボール箱を購入でき ます。

重要 • Zebra Technologies Corporation では、 機器の輸送中に発生し た損傷に対し て
は責任を負わず、 保証のも と での修理も行いません。

表 3 • 保管時の温度および湿度

温度 相対湿度

-40° ～ 60°C (-40° ～ 140°F) 5 ～ 85% ( 非結露 )
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プリ ンタ 設置場所の選択

プ リ ン タに適し た場所を選択する際は、 次の点を考慮し て く ださい。

設置面の選択

プ リ ン タおよび必要に応じ てその他の機器 ( コ ンピ ュータなど ) を設置するのに十分
な広さ と強度を備えた、 安定し た水平な面を選択し ます。 た と えば、 テーブル、 カ
ウ ン ター、 机、 カー ト などを選択でき ます。 プ リ ン タの重量と寸法については、 「一
般的な仕様」 （132 ページ） を参照し て く ださい。

適切な動作条件の確保

このプ リ ン タは、 倉庫や生産現場を含め、 幅広い環境および電気条件で動作する よ
う に設計されています。 必要条件の詳細については、 「一般的な仕様」 （132 ページ）
を参照し て く ださい。

表 4 は、 プ リ ン タ動作時の温度および相対湿度の要件を示し ます。

適切なスペースの確保

プ リ ン タの周囲には、 用紙ア ク セス用ド アを開 く ための十分なスペースが必要です。
また、 換気と冷却が適切に行われる よ う に、 プ リ ン タの各面には空間を設けて く だ
さい。

データ ・ ソースの提供

データ ・ ソース  ( コ ンピ ュータなど ) から離れた場所にプ リ ン タ を設置する場合、 選
択し た設置場所からデータ ・ ソースに適切に接続でき る よ う にする必要があ り ます。
各種の通信イ ン ターフ ェ イ ス と その制限については、 「データ通信イ ン ターフ ェ イ
ス」 （27 ページ） を参照し て く だ さい。

電源の提供

コード の抜き差しが容易な場所にあ る電源コ ンセン ト の近 く にプ リ ン タ を設置し て
く ださい。

表 4 • 動作時の温度および湿度

モー ド 温度 相対湿度

熱転写 5 ° ～ 40°C (40° ～ 105°F) 20 ～ 85% ( 結露なき こ と )

感熱 0° ～ 40°C (32° ～ 105°F) 20 ～ 85% （非結露）

注意 •  プ リ ン タの背後や下に詰め物やク ッ シ ョ ン材を置かないで く だ さい。 空気の流れ
が遮断され、 プ リ ン タの過熱を引き起こすおそれがあ り ます。
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データ 通信イ ンタ ーフ ェ イ ス

表 5 に、 プ リ ン タ を コ ンピ ュータに接続する と きに使用するデータ通信イ ン ター
フ ェ イ スについての基本情報を示し ます。 使用可能なデータ通信イ ン ターフ ェ イ ス
を使用し て、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト をプ リ ン タに送信でき ます。 プ リ ン タ と コ ン
ピ ュータの両方、 またはローカル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワーク  (LAN) でサポー ト されて
いる イ ン ターフ ェ イ ス を選択し ます。

表 5 • データ 通信イ ンタ ーフ ェ イ スの特性

イ ン ターフ ェ イス
標準またはプ リ ン タの
オプシ ョ ン

特性

RS-232 シ リ アル 標準 • 大ケーブル長 = 15.24 m (50 フ ィ ー ト )
• ホス ト ・ コ ンピ ュータに合わせて、 プ リ

ン タのパラ メ ータの変更が必要になる場
合があ り ます。

• 標準のモデム ・ ケーブルを使用する場合、
ヌル ・ モデム ・ アダプタ を使用し てプ リ
ン タに接続する必要があ り ます。

IEEE 1284 双方向パラ レル 標準 • 大ケーブル長 = 3 m (10 フ ィ ー ト )
• 推奨ケーブル長 = 1.83 m (6 フ ィ ー ト )
• プ リ ン タ上のこのポー ト は、 イーサネ ッ

ト ・ プ リ ン ト ・ サーバ ( イ ン ス ト ールされ
ている場合 ) が占有またはカバーし ます。

• ホス ト ・ コ ンピ ュータに合わせてプ リ ン
タのパラ メ ータ を変更する必要はあ り ま
せん。

USB 標準 • 大ケーブル長 = 5 m (16.4 フ ィ ー ト )
• ホス ト ・ コ ンピ ュータに合わせてプ リ ン

タのパラ メ ータ を変更する必要はあ り ま
せん。

内蔵有線イーサネ ッ ト ・
プ リ ン ト ・ サーバ

オプシ ョ ン • LAN 上の任意のコ ンピ ュータからプ リ ン
タに印刷でき ます。

• ZPL モード の場合、 プ リ ン タの Web ペー
ジからプ リ ン タ と通信でき ます。

• コ ンピ ュータにイーサネ ッ ト ・ ボード を
設置し てお く 必要があ り ます。

• プ リ ン タは LAN を使用する よ う に構成す
る必要があ り ます。

ワ イヤレ ス ・ イーサネ ッ
ト ・ プ リ ン ト ・ サーバ

オプシ ョ ン • ワ イヤレ ス ・ ローカル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト
ワーク  (WLAN) 上の任意のコ ンピ ュータ
からプ リ ン タに印刷でき ます。

• ZPL モード の場合、 プ リ ン タの Web ペー
ジからプ リ ン タ と通信でき ます。

• プ リ ン タは WLAN を使用する よ う に構成
する必要があ り ます。
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データ ・ ケーブルとワイヤレス ・ ケーブル

用途に適し たデータ ・ ケーブルやワ イヤレ ス ・ カード がそれぞれ必要です。

データ ・ ケーブル  イーサネ ッ ト ・ ケーブルはシール ド不要ですが、 他のデータ ・
ケーブルはすべて、 完全にシール ド され、 金属または金属で被覆されたコネ ク タ ・
シェルを備えている必要があ り ます。 シール ド されていないデータ ・ ケーブルを使
用する と、 規制制限を超え る不要輻射ノ イ ズが放散されるおそれがあ り ます。

ケーブルにおける電気ノ イ ズの影響を 小にするには ：

• データ ・ ケーブルをでき るだけ短 く し ます。

• データ ・ ケーブル と電源コード を一緒にし てきつ く 束ねないよ う にし て く ださ
い。

• データ ・ ケーブルを電源ワ イヤ導線に結び付けないこ と。

ワイ ヤレス・ カ ード   サポー ト されている ワ イヤレ ス ・ カード の詳細については、
『ZebraNet ワ イヤレ ス ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 お客様のプ リ ン タ
に付属の CD にマニ ュ アルのコ ピーが収録されています。 また、
http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ます。

コ ンピ ュータ またはネ ッ ト ワークへのプ リ ン タの接続

表 6 に、 プ リ ン タ と コ ンピ ュータに対応する各種データ ・ ケーブルの接続方法を示
し ます。 コ ンピ ュータ背面のコネ ク タは、 この項のサンプル ・ コ ンピ ュータ と異な
る位置にあ る こ と があ り ます。

注意 • データ通信ケーブルを接続する前に、 プ リ ン タの電源がオフ  (O) になっている こ と
を確認し て く だ さい。 電源オン (I) の状態でデータ通信ケーブルを接続する と、 プ リ ン タ
を損傷するおそれがあ り ます。

表 6 • コ ンピュ ータ またはネッ ト ワーク へのプリ ンタ の接続

イ ン ターフ ェ イス 接続と設定

RS-232 シ リ アル ホス ト ・ コ ンピ ュータに合わせて、 ボー ・ レー ト 、
データ ・ ビ ッ ト 数およびス ト ッ プ ・ ビ ッ ト 数、 パ
リ テ ィ 、 および XON/XOFF または DTR のコ ン ト
ロールを設定する必要があ り ます。 これらのパラ
メ ータの表示および変更方法については、 「コ ン ト
ロール ・ パネルパラ メ ータ」 （74 ページ） を参照し
て く ださい。

IEEE 1284 双方向パラ レル これ以外の設定は不要です。 プ リ ン タ上のこのポー
ト は、 イーサネ ッ ト ・ プ リ ン ト ・ サーバ ( イ ン ス
ト ールされている場合 ) が占有またはカバーし ま
す。
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USB これ以外の設定は不要です。

注意 • USB ケーブルは、 プ リ ン タの有線イーサネ ッ
ト ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ コネク タ に接続し ないよ う に
注意し て く だ さい。 接続する と コネク タが破損し ます。

内蔵有線イーサネ ッ ト ・
プ リ ン ト ・ サーバ

設定手順については、 『ZebraNet 10/100 プ リ ン ト ・
サーバ ・ ユーザーおよび リ フ ァ レン ス ・ ガイ ド』
を参照し て く ださい。 お客様のプ リ ン タに付属の 
CD にマニュ アルのコ ピーが収録されています。 ま
た、 http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ま
す。 

注記 • この接続を使用するには、 このポー ト に 
USB コネ ク タ を誤って差し込まないよ う 工場
出荷時に取 り 付け られたプラ グを取 り 外す必
要があ り ます。

ワ イヤレ ス ・ イーサネ ッ ト ・
プ リ ン ト ・ サーバ

設定手順は、 『ZebraNet ワ イヤレ ス ・ ユーザー ・ ガ
イ ド』 を参照し て く ださい。 お客様のプ リ ン タに付
属の CD にマニュ アルのコ ピーが収録されていま
す。 また、 http://www.zebra.com/manuals から も利用
でき ます。

表 6 • コ ンピュ ータ またはネッ ト ワーク へのプリ ンタ の接続 ( 続き )

イ ン ターフ ェ イス 接続と設定
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プリ ンタ  を電源に接続する

AC 電源コード の一端には、 プ リ ン タ背面の AC 電源コネ ク タに差し込む 3 ピンの メ
ス ・ コネ ク タが付いています。 プ リ ン タに電源ケーブルが付属し ていない場合は、
「電源コード仕様」 （31 ページ） を参照し て く ださい。

プ リ ン タ を電源に接続するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タの電源ス イ ッチをオフ  (O) にし ます。

2. 電源コード をプ リ ン タ後部の AC 電源コネ ク タ  (1) に差し込みます。

3. 電源コード のも う 一方の端をプ リ ン タ近 く の電源コ ンセン ト に差し込みます。

4. プ リ ン タ をオン (I) にし ます。

コ ン ト ロール ・ パネル LCD と ラ イ ト が点灯し、 プ リ ン タが起動中であ る こ と を
示し ています。

注意 • 使用者と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用に適し た 3 芯の認
可電源コー ド を必ず使用し て く だ さい。 このコー ドは、 IEC 320 メ ス ・ コネク タ を使用
し、 その地域に適し た 3 芯のアース付きプ ラグ構成である こ とが必要です。

1
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電源コー ド仕様

お客様の注文内容に応じ て、 プ リ ン タに電源コード が付属する場合と付属し ない場
合があ り ます。 電源コード が付属し ていない場合や付属のコード がご使用の要件に
適し ていない場合には、 図 6 と以下のガイ ド ラ イ ンを参照し て く ださい。

• コード全長が 3 m (9.8 フ ィ ー ト ) 以下であ る こ と。

• コード の定格が 10 A、 250 V 以上であ る こ と。

• 安全を確保し、 電磁気の干渉を低減するために、 シャーシにグ ラ ン ド  ( アース ) 
が接続されている こ と。

 図 6 • 電源コ ード 仕様

 図 7 • 国際安全規格の認定マーク

注意 • 人体と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用に適し た 3 芯の認可
電源コー ド を必ず使用し て く だ さい。 このコー ドは、 IEC 320 メ ス ・ コネク タ を使用し、
その地域に適し た 3 芯のアース付きプ ラグ構成である こ とが必要です。

1 使用する国に適し た AC 電源プラ グ。 図 7 に示
す国際安全規格の認定マークの う ち、 少な く と
も  1 つが刻印されている必要があ り ます。

2 使用する国で認定されたケーブル (3 芯 HAR 
ケーブルなど )

3 IEC 320 コネ ク タ。 図 7 に示す国際安全規格の
認定マークの う ち、 少な く と も  1 つが刻印され
ている必要があ り ます。

4 長さ   3 m (9.8 フ ィ ー ト )。 定格 10 アンペア、
250 VAC。

3
1

2

4
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用紙のタ イ プ

プ リ ン タではさ まざまな タ イプの用紙を使用でき ます。

• 標準の用紙 - 大半の標準用紙では、 裏面粘着式で個々のラベルまたは一連のラベ
ルを ラ イナーに貼 り 付け られます。

• タ グ ・ ス ト ッ ク  - タ グは通常、 厚手用紙で作られています。 タ グ ・ ス ト ッ ク には
粘着テープやラ イナーはな く 、 通常はタ グ間に ミ シン目が入っています。

表 7 では、 ロール用紙と折 り 畳み用紙を説明し ています。 ロール用紙はプ リ ン タ内部
にセ ッ ト されますが、 折 り 畳み用紙はプ リ ン タの内側または外側にセ ッ ト されます。

重要 • Zebra では、 高品質の印刷を継続し て行え る よ う に、 Zebra 製のサプラ イ用品
を使用する こ と を強 く お勧めし ます。 プ リ ン タの印刷能力を向上させ、 印刷ヘッ ド
の寿命を長持ち させるために特別に設計された、 広範囲の紙製、 ポ リ プロ ピ レン
製、 ポ リ エステル製、 およびビニール製の用紙が用意されています。 サプラ イ品の
購入については、 http://www.zebra.com/support をご覧 く ださい。
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表 7 • ロール用紙と 折り 畳み用紙

用紙タ イプ 外観 説明

単票ロール用紙 ロール用紙は芯に巻かれてお り 、 芯の直径と し ては 25 
～ 76 mm (1 ～ 3 イ ンチ ) があ り ます。 個々のラベルは、
次の 1 つ以上の方法で区切られています。

• 透過式用紙は、 ギ ャ ッ プ、 穴、 切れ込みでラベルを
区切 り ます。 

• 黒マーク用紙には用紙裏面に黒マーク があ らかじめ
印刷され、 ラベルの分離位置を示し ています。 

• ミ シン目の入った用紙には ミ シン目があ り 、 ラベル
やタ グを簡単に切 り 離せます。 用紙には、 黒マーク
など、 ラベルやタ グの分離位置を示すその他のマー
ク があ り ます。

単票折 り 畳み用紙 折 り 畳み用紙は、 ジグザク に折られた用紙です。 折 り
畳み用紙は、 単票ロール用紙と同様にラベルを分離し
ています。 ラベルの分離位置が折 り 目または折 り 目付
近にかかる こ と があ り ます。

連続ロール用紙 ロール用紙は芯に巻かれてお り 、 芯の直径と し ては 25 
～ 76 mm (1 ～ 3 イ ンチ ) があ り ます。

連続ロール用紙には、 ラベル分離位置を示す切れ目、
穴、 切れ込み、 黒マークはあ り ません。 このため、 イ
メ ージを ラベル上の任意の場所に印刷でき ます。 カ ッ
ターを使用し て ラベルを切 り 離せます。 
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リ ボンの概要

リ ボン と は、 熱転写処理の際に用紙に転写される ワ ッ ク ス、 レジン またはワ ッ ク
ス ・ レジンで片面がコーテ ィ ング された薄いフ ィ ルムの こ と です。 リ ボンを使用す
る必要があ るかど う か、 および リ ボンの幅はどの く らいかは、 用紙によ って決ま り
ます。 

リ ボンが使用される場合、 リ ボンは、 使用する用紙の幅以上のものを使用する必要
があ り ます。 リ ボンの幅が用紙の幅よ り も狭い と、 印字ヘッ ド が完全に保護されず、
印字ヘッ ド の寿命を短 く するおそれがあ り ます。

リ ボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合は リ ボンが必要です。 一方、 感熱用紙では リ ボンは不要
です。 感熱用紙と熱転写用紙のいずれであ るかを判断するには、 用紙のス ク ラ ッチ ・
テス ト を実行し て く ださい。

用紙スク ラ ッ チ ・ テス ト は、 次の手順に従います。

1. 用紙の印刷面を指の爪で素早 く こす り ます。

2. 用紙に黒いスジが現れるかど う か確認し ます。

リ ボンのコーテ ィ ング面

リ ボンのコーテ ィ ング面は、 ロールの内側の場合と外側の場合があ り ます ( 図 8)。 こ
のプ リ ン タでは、 外側にコーテ ィ ング された リ ボン しか使用でき ません。 特定の リ
ボンでコーデ ィ ングが内側か外側か明確でない場合は、 粘着性テス ト または リ ボン
のス ク ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーデ ィ ング されている側を確認し て く ださい。

 図 8 • 外側がコ ーティ ングさ れたリ ボンと 内側がコ ーティ ングさ れたリ ボン

注記 • こ の項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

黒いスジの状態 用紙のタ イプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リ ボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リ ボンは不要です。

外側 内側
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粘着性テス ト

ラベルを使用でき る場合、 粘着性のテス ト を実行し て、 リ ボンのコーテ ィ ング面を
判別し ます。 この方法は、 すでに装着されている リ ボンに対し て非常に有効です。

粘着性テス ト は、 次の手順に従います。

1. ラベルを ラ イナーから剥がし ます。

2. ラベルの粘着面の端を リ ボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リ ボンから剥がし ます。

4. 結果を観察し ます。 リ ボンのイ ン ク の小片がラベルに付いているかど う か確認し
て く ださい。

リボンのスク ラ ッ チ ・ テス ト

ラベルを使用できない場合、 リ ボンのス ク ラ ッチ ・ テス ト を実行し ます。

リ ボンのスク ラ ッ チ ・ テス ト は、 次の手順に従います。

1. リ ボンを少し ロールから引き出し ます。

2. リ ボンの引き出し た部分を、 リ ボンの外側が用紙と接する よ う に用紙に置き ま
す。

3. リ ボンの引き出し た部分の内側を指の爪で こす り ます。

4. リ ボンを用紙から外し ます。

5. 結果を観察し ます。 用紙に リ ボンの跡が付いたかど う か確認し て く ださい。

リ ボンのイ ン クの状態 操作 ...

ラベルに付いている リ ボンの外側がコーテ ィ ング されています。 この
プ リ ン タには使用でき ません。

ラベルに付かなかった リ ボンの内側がコーテ ィ ング されています。 この
プ リ ン タには使用でき ません。 結果を検証するに
は、 リ ボンの外側の表面でテス ト を繰 り 返し ます。

リ ボンの跡 操作 ...

用紙に リ ボンの跡が付いている リ ボンの外側がコーテ ィ ング されていま
す。

用紙に リ ボンの跡が付いていない リ ボンの内側がコーテ ィ ング されていま
す。 このプ リ ン タには使用でき ません。 結
果を検証するには、 リ ボンの外側の表面で
テス ト を繰 り 返し ます。
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3
操作
この項では、 用紙のセ ッ ト 手順およびプ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト 手順について説明
し ます。

注記 • プ リ ン タ を操作する前に、 「プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ」 （23 ページ） のタ ス ク を完
了し、 問題を解決し て く だ さい。
2009/6/12 S4M ユーザー ・ ガイ ド 13290L-074 改訂 A

目次

印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38
印字モー ド の説明と プ リ ン タの要件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38
用紙経路. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38
ロール紙の使い始め. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
プ リ ン タへの用紙の挿入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40

切り取り モー ド における用紙のセ ッ ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42
剥離モー ド における用紙のセ ッ ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45
カ ッ ター ・ モー ド における用紙のセ ッ ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 50
リ ボンの装着 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53

使用済みリ ボンの取り外し  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 57
プ リ ン タのキャ リ ブレー ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59

自動キャ リ ブレー ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
マニュアル ・ キャ リ ブレー ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59

用紙センサーの選択または調整. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
透過式センサーの選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
反射式センサーの調整 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60

印刷ヘ ッ ド 圧力の調整 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62



操作
印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン

38
印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン

こ のプリ ンタ は、 ラ ベルの剥離に異なる 印字モード と オプショ ンを使用でき ます ( 表 8)。 
使用する用紙および選択可能なプ リ ン タ ・ オプシ ョ ンに適合し た印字モード を使用
し て く ださい。 用紙タ イプの詳細については、 「用紙のタ イプ」 （32 ページ） を参照
し て く ださい。 印字モード の選択については、 「ラベル取 り 外し方法の選
択」 （77 ページ） を参照し て く だ さい。

印字モー ドの説明と プ リ ン タの要件

用紙経路

表 9 に、 ロール紙を使用し て印字モード と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ンを組み合わせた と
きの用紙経路を示し ます。 折 り 畳み用紙は、 ロール紙と同じ印字モード と プ リ ン タ ・
オプシ ョ ンを使用し ます。 

表 8 • 印字モード と プリ ンタ ・ オプショ ン

印字モー ド
使用するケース /
プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン条件

プ リ ン タの動作

切 り 取 り モード
( デフ ォル ト 設定 )

ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ンで使用
されます。 このモード は、 任意のプ リ
ン タ ・ オプシ ョ ン と ほ と んどの用紙
タ イプで使用でき ます。

プ リ ン タは、 指定された ラベル ・
フ ォーマ ッ ト で印刷し ます。 プ リ ン タ
のオペレータは、 印刷後、 印刷され
た ラベルを切 り 取る こ と ができ ます。

剥離 プ リ ン タに剥離- オプシ ョ ンが装着さ
れている場合のみ使用されます。

プ リ ン タは、 印刷中に台紙から ラベ
ルを剥離し、 ラベルが取 り 除かれる
まで一時停止し ます。 ラ イナーはプ リ
ン タの前面で巻取 り を行います。

カ ッ ター プ リ ン タにはカ ッ ター ・ オプシ ョ ン
があ り 、 ラベルを切 り 離す場合に使
用し ます。

プ リ ン タは、 ラベルを印刷し てから、
ラベルをカ ッ ト し ます。

表 9 • さ まざまなプリ ンタ ・ オプショ ンによる印字モード の用紙経路

印字モー ド
プ リ ン タ ・
オプシ ョ ン

用紙経路

切 り 取 り モード どのプ リ ン タ ・ オ
プシ ョ ンでも、 切
り 取 り モード を使
用でき ます。

赤の実線 = 用紙、 青の点線 = 台紙のみ
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ロール紙の使い始め

露出し た用紙は取 り 扱い時や保存中に汚れる こ と があ り ます。 ロール紙の使い始め
には、 ラベルまたはタ グの 1 回転分と ラ イナーを切 り 取 り 、 破棄し て く ださい。

剥離 剥離、 ラ イナー巻
き取 り 、 巻き取 り

カ ッ ター カ ッ ター ( オプ
シ ョ ンのキ ャ ッ
チ ・ ト レー付きで
表示 )

表 9 • さ まざまなプリ ンタ ・ オプショ ンによる印字モード の用紙経路 ( 続き )

印字モー ド
プ リ ン タ ・
オプシ ョ ン

用紙経路

赤の実線 = 用紙、 青の点線 = 台紙のみ

ラベル タグ ・ ス ト ッ ク

接着剤やテープで固定された ラベル
をすべて取 り 除き ます。

露出し たタ グをすべて切 り 取 り ます。
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プ リ ン タへの用紙の挿入

こ こ では、 ロール用紙や折 り 畳み用紙をプ リ ン タに挿入する方法を示し ます。 折 り
畳み用紙はロール用紙と同様の方法でセ ッ ト し ますが、 用紙をプ リ ン タの外に置 く
点が異な り ます。

ロール用紙

ロール用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を降ろ し ます。

2. 用紙のロールを用紙サプラ イ ・ ハンガーにセ ッ ト し ます。 ロールを一番奥まで押
し ます。

3. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を持ち上げてス ラ イ ド させ、 ロールの端に軽 く 触れる よ う
にし ます。

4. 使用する印字モード に対応し た用紙セ ッ ト 手順を実行し ます。
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折り畳み用紙

折り畳み用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を降ろ し ます。

2. 折 り 畳み用紙をプ リ ン タ背面の折 り 畳み用紙ス ロ ッ ト に通し ます。

3. 用紙を用紙サプラ イ ・ ハンガーに掛けます。

4. 用紙サプラ イ ・ ガイ ド を起こ し てス ラ イ ド させ、 用紙の端に軽 く 触れる よ う にし
ます。

5. 使用する印字モード に対応し た用紙セ ッ ト 手順を実行し ます。
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切り取り モー ド における用紙のセ ッ ト

図 9 は、 切 り 取 り モード における ロール用紙と折 り 畳み用紙のセ ッ ト 状態を示し ま
す。 切 り 取 り モード は、 デフ ォル ト の印刷モード です。 

 図 9 • 切り 取り モード

切り取り モー ド において用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ を切 り 取 り モード に設定し ます。 手順については、 「ラベル取 り 外し方
法の選択」 （77 ページ） を参照し て く ださい。

2. プ リ ン タに用紙を挿入し ます。 手順については、 「プ リ ン タへの用紙の挿
入」 （40 ページ） を参照し て く ださい。

ロール用紙

折り畳み用紙

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ 5 ダンサー

2 透過式センサー 6 用紙ガイ ド

3 用紙サプラ イ ・ ガイ ド 7 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・
ラ ッチ

4 用紙サプラ イ ・ ハンガー 8 印刷済みラベル

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1
2

5678

4
3

1
2

5678

4
3
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3. 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。 
印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

4. 用紙ガイ ド を引き出し ます。

5. 用紙をダンサー ・ アセンブ リ  (1) の下に挿入し、 透過式センサー  (2)  の溝を通し
た後、 リ ボンセンサー (3) の下を通し ます。

123
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6. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、 用紙の
端に軽 く 触れる よ う にし ます。

7. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

8. プ リ ン タプ リ ン タが一時停止し ている （PAUSE （一時停止） ラ ンプが点滅し て
いる） 場合は、 PAUSE （一時停止） を押し て印刷機能を有効にし ます。

1

2
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剥離モー ド における用紙のセ ッ ト

この項は、 剥離オプシ ョ ンが装着されている場合のみに適用されます ( 図 10)。

剥離アセンブ リ を構成する ローラーのい く つかは、 適切な ローラー圧力を確保する
ためにバネで加圧されています。 剥離アセンブ リ の開閉には、 剥離解除レバーを使
用し、 右手で操作し て く ださい。 このよ う にする こ と で、 指がローラーに触れるの
を防止でき ます。

 図 10 • 剥離モード

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまた
はアセンブ リの上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

4
5

6

789

10

11

12

1
2

3

1 剥離レバー 7 ダンサー

2 切 り 取 り / 剥離バー 8 用紙ガイ ド

3 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ 9 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッチ

4 透過式センサー 10 ラベル ・ ラ イナー

5 用紙サプラ イ ・ ガイ ド 11 剥離アセンブ リ

6 用紙サプラ イ ・ ハンガー 12 ラベル
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剥離モー ド において用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

2. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

3. 用紙ガイ ド を引き出し ます。

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。
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4. 用紙をダンサー ・ アセンブ リ  (1) の下に挿入し、 透過式センサー  (2 標準の透過
式センサー ) の溝を通し た後、 リ ボンセンサー (3) の下を通し ます。

5. 剥離機構解除レバーを押し下げ、 剥離アセンブ リ を開き ます。

6. 用紙の約 500 mm (18 イ ンチ ) をプ リ ン タの前面から挿入し ます。

123
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7. 露出し た ラベルを剥がし、 ラ イナーだけを残し ます。 

8. 切 り 取 り / 剥離バー (1) と剥離アセンブ リ  (2) の間にラ イナーを挿入し ます。 ラ イ
ナーの端部が確実にプ リ ン タの外に垂れる よ う にし て く ださい。

9. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、 用紙の
端に軽 く 触れる よ う にし ます。

1

2

1

2
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10. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

11.

12. プ リ ン タ を剥離モード に設定し ます。 手順については、 「ラベル取 り 外し方法の
選択」 （77 ページ） を参照し て く ださい。

13. プ リ ン タプ リ ン タが一時停止し ている （PAUSE （一時停止） ラ ンプが点滅し て
いる） 場合は、 PAUSE （一時停止） を押し て印刷機能を有効にし ます。 剥離が自
動的に開始されます。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ るには、 剥離解除レバーを使用し、 右手で操作し て く だ
さい。 閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまたはアセンブ リ
の上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

剥離機構解除レバーを使用し て、 剥離アセンブ リ を閉じ ます。
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カ ッ ター ・ モー ド における用紙のセ ッ ト

図 11 に、 カッ タ ー・ モード でセッ ト さ れたロ ール用紙と 折り 畳み用紙が表示さ れます。

 図 11 • カ ッ タ ー・ モード

カ ッ ター ・ モー ド において用紙をセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ を巻き取 り モード に設定し ます。 手順については、 「ラベル取 り 外し方
法の選択」 （77 ページ） を参照し て く ださい。

2. プ リ ン タへ用紙を挿入し ます。 手順については、 「プ リ ン タへの用紙の挿
入」 （40 ページ） を参照し て く ださい。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ 6 用紙ガイ ド

2 透過式センサー 7 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・
ラ ッチ

3 用紙サプラ イ ・ ガイ ド 8 カ ッ ター

4 用紙サプラ イ ・ ハンガー 9 印刷済みラベル

5 ダンサー

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1
2

5678

4
3

9
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3. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。 印刷ヘッ
ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

4. 用紙ガイ ド を引き出し ます。

5.
注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し ないよ う に
注意し て く だ さい。

用紙をダンサー ・ アセンブ リ  (1) の下に挿入し、 透過式センサー  (2 標準の透過
式センサー ) の溝を通し た後、 印字ヘッ ド オープン ・ センサー (3) の下に挿入
し、 カ ッ ターを (4) 通し ます。

4 123
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6. 用紙を透過式センサー (1) の奥まで押し ます。 用紙ガイ ド  (2) を動かし、 用紙の
端に軽 く 触れる よ う にし ます。

7. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

8. プ リ ン タが一時停止し ている （PAUSE （一時停止） ラ ンプが点滅し ている） 場
合は、 PAUSE （一時停止） を押し て印刷機能を有効にし ます。

1

2
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リボンの装着

このプ リ ン タの リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルは、 二重テンシ ョ ン方式を採用し て
います。 ほ と んどの場合、 ス ピン ド ルは標準位置で使用する必要があ り ます。 低テン
シ ョ ン位置は、 幅の狭い リ ボンを使用する場合や標準のテンシ ョ ンでは リ ボンの動
きに支障があ る場合にしか使用し ないで く だ さい。

印刷ヘッ ド の磨耗を防ぐため、 用紙よ り も広い幅の リ ボンを必ず使用し て く ださい。 
感熱印刷の場合は、 プ リ ン タに リ ボンを装着し ないで く ださい。

 図 12 • リ ボン経路

注記 • こ の項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ル

3 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル

4 テンシ ョ ン ・ ブレード

1

432
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リ ボンをセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルを標準テンシ ョ ン または低テンシ ョ ンに設定し ま
す。

• リ ボン・ サプラ イ ・ ス ピンド ルを標準位置に設定する には、 ス ピンド ルのエ
ンド ・ キャ ッ プを引き 出し 、 カチッ と 止ま る ま で伸ばし ま す ( 図 13 を参照 )。 
ほと んどのアプリ ケーショ ンでこ の設定が使用さ れま す。

• リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ルを低テンシ ョ ン位置に設定するには、 エン
ド ・ キ ャ ッ プを押し込み、 カチッ と止ま る まで縮めます ( 図 13 を参照 )。 こ
の設定は、 幅の狭い リ ボンを使用する場合や標準テンシ ョ ンで リ ボンの動き
に支障があ る場合に使用し て く だ さい。

 図 13 • リ ボン・ スピンド ル藍 W 準テンショ ンと 低テンショ ン

2. 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。 
印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 開いた印刷
ヘ ッ ド付近で作業を行 う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1 標準位置
( ス ピン ド ルのエン ド ・ キ ャ ッ プを伸ばし た状態 )

2 低テンシ ョ ン位置
( ス ピン ド ルのエン ド ・ キ ャ ッ プを縮めた状態 )

1 2
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3. 先端部分を時計回 り に引き出し て リ ボンの向き を定めます。

4. リ ボンを リ ボン ・ サプラ イ ・ ス ピン ド ル (1) にセ ッ ト し、 完全に押し込みます。

5. リ ボンの端を引っ張って、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ  (1) の下を通し、 プ リ ン タの
前面に引き出し ます。

1

1
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6. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

7. リ ボンを リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル (1) に時計回 り に巻きつけます。

1
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使用済みリボンの取り外し

リ ボンのロールを交換する場合や、 熱転写モード から ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モー
ド に切 り 替え る場合には、 必ず使用済み リ ボンを リ ボン巻き取 り ス ピン ド ルから取
り 外し て く ださい。

使用済みのリボンを取り外すには、 次の手順を実行し ます。

1.
注意 • リボンはリボン巻き取り スピン ドルの真上では切らないで く だ さい。 真上で切
る と、 スピン ドルが傷つ く こ とがあ り ます。

リ ボンがまだ残っている場合は、 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル (1) の前で リ ボン
を切 り 離し ます。

1
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2. リ ボンを緩めるには、 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル (1) のテンシ ョ ン ・ ブレード に
リ ボンを押し付けます。 それ と同時に、 リ ボン巻き取 り ス ピン ド ルの リ リ ース ・
ノ ブを逆時計回 り に回転させます (2)。
テンシ ョ ン ・ ブレード が リ ボン巻き取 り ス ピン ド ル内に引っ込み、 リ ボンが緩み
ます。

3. 使用済み リ ボンを リ ボン巻き取 り ス ピン ド ルから ス ラ イ ド させて取 り 出し、 廃棄
し ます。

1

2

13290L-074 改訂 A S4M ユーザー ・ ガイ ド 2009/6/12



59操作
プ リ ン タのキャ リ ブレー ト

2009/6/12 S4M ユーザー ・ ガイ ド 13290L-074 改訂 A

プ リ ン タのキャ リ ブレー ト

プ リ ン タは自動キ ャ リ ブレー ト を設定する こ と も、 手動でキ ャ リ ブレー ト する こ と
もでき ます。

自動キャ リ ブレー ト

コ ン ト ロール ・ パネル設定が電源投入時に自動キ ャ リ ブレー ト を行 う 場合、 または
印刷ヘッ ド が閉じ ている場合。 自動キ ャ リ ブレー ト 中、 プ リ ン タはラベルの長さお
よびセンサー設定を判断し ます。 自動キ ャ リ ブレー ト の結果はプ リ ン タの メ モ リ に
保存され、 プ リ ン タの電源をオフにし て も維持されます。 これらのパラ メ ータは、
次のキ ャ リ ブレー ト が実行される まで有効のま まです。

マニュアル ・ キャ リ ブレー ト

用紙および リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレー ト を行ってセンサーの感度を リ セ ッ ト
する と、 用紙および リ ボンがよ り 正確に検出されます。 リ ボン または用紙のタ イプ
を変更し た場合、 このキ ャ リ ブレー ト を行 う と、 プ リ ン タの動作が改善される こ と
があ り ます。

詳細は、 「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ）
を参照し て く ださい。
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用紙センサーの選択または調整

このプ リ ン タは、 透過式と反射式の 2 種類の用紙センサーを使用し ています。

透過式センサーの選択

標準の透過式センサー ( 図 14) は固定位置にあ り 、 コ ン ト ロール ・ パネルから調整で
き ます。 このセンサーの操作の詳細については、 「用紙センサーの選択」 （77 ページ）
を参照し て く ださい。

 図 14 • 透過式センサー

反射式センサーの調整

反射式センサーは、 ほ と んどの用紙タ イプに適合し ます。 単票用紙を使用する場合、
反射式センサーはラベルの開始位置を示すイ ンジケータ  ( 切れ込み、 穴、 黒マーク、
またはダ イ カ ッ ト ・ ラベル間の切れ目 ) を検出し ます。 このセンサーは、 連続用紙と
単票用紙の両方において、 用紙切れ状態の検出に使用されます。 このセンサーを使
用し ている と きに、 キ ャ リ ブレー ト に問題があ る場合は、 透過式センサーを使用し
て く ださい ( 「用紙センサーの選択」 （77 ページ） を参照 )。

次の手順で反射式センサーを配置し ます。

• 切れ込み、 穴、 または黒マーク など ラベル ・ タ イプ場合には、 それらの真下に置
く

• ラベル間で切れ目があ る場合、 用紙幅にそった位置に置 く

• 連続用紙にはその用紙用の位置

赤 く 点灯する用紙を透かし て見る よ う にする と、 センサーを配置しやす く な り ます。

1 標準透過式センサー

1
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 図 15 • 反射式センサーの調整

反射式センサーを調整するには、 次の手順を実行し ます。

1. 図 15 を参照し て く だ さい。 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し ます。 

2. 印刷ヘッ ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

3. 反射式センサーの配置レバーの位置を確認し ます。

4. 反射式センサーが切れ目や穴の調整をする まで、 用紙幅にそって反射式センサー
の配置レバーを動かし ます。

5. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 反射式センサー

3 反射式センサーの配置レバー

4 印刷ヘッ ド ・ リ リ ース ・ ラ ッチ

1

2

3

4
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印刷ヘ ッ ド圧力の調整

片側の印刷が薄すぎ る場合や厚い用紙を使用する場合、 または印刷中、 用紙が左右
にずれる場合は、 印刷ヘッ ド の圧力調整が必要と なる こ と があ り ます。

図 16 を参照し て く だ さい。 圧力調整ダ イヤルには、 4 段階で増加する設定値が刻ま
れています。 小のブロ ッ ク  ( 反時計回 り に 後まで回し た位置 ) がレベル 1 で、
大のブロ ッ ク  ( 時計回 り に 後まで回し た位置 ) がレベル 4 です。 

 図 16 • 印刷ヘッ ド 圧力の調整ダイ ヤル

印刷ヘ ッ ドの圧力を設定するには、 次の手順を実行し ます。

1. 使用する用紙の初期ダ イヤル値を選択する場合は、 表 10 を使用し て く ださい。

1 外側ダ イヤル

2 内側ダ イヤル

1 2

表 10 • 印刷ヘッ ド 圧力

用紙幅 内側ダイヤル 外側ダイヤル

25.40 mm (1 イ ンチ ) 3 1

51 mm (2 イ ンチ ) 4 1

76 mm (3 イ ンチ ) 3 2

89 mm 以上 (3.5 イ ンチ以上 ) 3 3
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2. 必要に応じ て、 印刷ヘッ ド調整ダ イヤルを以下のよ う に調整し ます。

用紙の状態 ... 操作 ...

良好な印字品質を得るために
圧力を高める必要があ る

両方のダ イヤル値を 1 レベル上げます。

印刷中に左へ移動する 外側ダ イヤルの設定値を 1 レベル上げるか、
内側ダ イヤルの設定値を 1 レベル下げます。

印刷中に右へ移動する 内側ダ イヤルの設定値を 1 レベル上げるか、
外側ダ イヤルの設定値を 1 レベル下げます。

ラベル左側の印刷が薄すぎ る 内側のダ イヤル設定を 1 レベル上げます。 

ラベル右側の印刷が薄すぎ る 外側のダ イヤル設定を 1 レベル上げます。 
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4
設定
この項では、 プ リ ン タ構成の設定について説明し、 コ ン ト ロール ・ パネルを使用し
てプ リ ン タ ・ パラ メ ータ を表示または変更する方法を示し ます。
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セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド

用紙と リ ボンをセ ッ ト し、 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST) が完了する と、 コ ン
ト ロール ・ パネルに 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 と表示されます。 こ こから、 コ ン ト ロール ・ パ
ネルの LCD と ボタ ンを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのプ リ ン タ ・ パラ メ ータ を設定
する こ と ができ ます。 初期のプ リ ン タ ・ デフ ォル ト 設定に戻す必要があ る場合には、
「FEED ( フ ィ ード ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト 」 （127 ページ） を参照
し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ドの開始

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. MENU ( メ ニュー ) を押し ます。

2. 左方向ボタ ン または右方向ボタ ンを使用し てパラ メ ータ を ス ク ロールし ます。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ドの終了

セ ッ ト ア ッ プ ・ モード はいつでも終了でき ます。 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了する
際、 実施し た変更の保存または破棄を選択でき ます。 また、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード
に戻る こ と もでき ます。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド を終了するには、 次の手順を実行し ます。

1. MENU ( メ ニュー ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ｾｯﾃｲﾃﾞｰﾀ _ ﾎｿﾞﾝ」 と い う メ ッ セージが表示され、 ENTER ( 入力 ) 
ボタ ンが有効にな り ます。

重要 • 印刷条件によ っては、 印字速度や濃度などの印刷パラ メ ータの調整が必要と
な る場合があ り ます。 以下のよ う な例が挙げられます。

• 高速で印刷する場合

• 用紙を剥離する場合

• 薄型ラベル、 小型ラベル、 合成ラベル、 コーテ ィ ング ・ ラベルなどを使用する
場合

印字品質はこれらの例以外にも さ まざま要因に左右されるため、 テス ト を実行し
て、 アプ リ ケーシ ョ ンに 適なプ リ ン タ設定と用紙の組み合わせを決定し て く だ さ
い。 この組み合わせが適切でない と、 印字品質や印字速度が損なわれた り 、 必要な
印字モード でプ リ ン タが正し く 機能し ない可能性があ り ます。
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2. セ ッ ト ア ッ プ ・ モード開始以降に実施し た変更の処理方法に応じ て次のよ う に操
作し ます。

処理方法 操作 ...

変更を保存する a. 必要に応じ て、 上方向ボタ ン または下方向ボタ
ンを押し て 「ｼﾞｯｺｳ」 を選択し ます。

b. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タは変更を保存し、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モー
ド を終了し ます。

変更を破棄する a. 上方向ボタ ン または下方向ボタ ンを押し て
「ﾁｭｳｼ」 を選択し ます。

b. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タは変更を破棄し、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モー
ド を終了し ます。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モード
に戻る

以下のボタ ンのいずれかを押し ます。

• MENU ( メ ニュー ) を押すと 、 同じパラ メ ータに
戻 り ます。 

• 左方向ボタ ンを押すと、 前のパラ メ ータに移動し
ます。

• 右方向ボタ ンを押すと、 次のパラ メ ータに移動し
ます。
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パラ メ ータのパスワー ド保護

このプ リ ン タには、 4 つのパス ワード ・ レベルが用意されています。 コ ン ト ロール ・
パネル上でセ ッ ト ア ッ プ ・ モード を開始する と、 パス ワード で保護されていないパ
ラ メ ータのみ表示されます。 他のパラ メ ータ を表示するには、 「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」
のプロ ンプ ト で適切なパス ワード を入力する必要があ り ます。 パス ワード を正し く
入力し た後は、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了する まで、 パス ワード の再入力は必要
あ り ません。

パス ワード の入力が求められた ら、 表示されている レベルまたはそれ以上のレベル
のパス ワード を入力し て く ださい。 上位レベルのパス ワード を入力する場合、 その
レベルのパラ メ ータ と それ以下のレベルの全パラ メ ータの保護が解除されます ( た
と えば、 レベル 4 の保護を解除する と、 レベル 1、 2、 3 の保護も解除されます )。

パス ワード ・ レベルおよびデフ ォル ト のパス ワード を表 11 に示し ます。 任意のレベ
ルのパス ワード を変更するには、 ^KP ZPL II コマン ド を使用し ます。

パスワー ドの入力を求められた場合、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タに 「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ X」 と表示された ら、 ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」 と 「0000」 の番号が表示されます。

2. 表示されている レベルまたはそれ以上のレベルのパス ワード  (4 桁 ) を入力し て
く ださい。

• 左方向ボタ ンおよび右方向ボタ ンを使用し て、 選択する桁の位置を変更し ま
す。

• 上方向ボタ ンおよび下方向ボタ ンを使用し て、 選択し た桁の値を変更し ま
す。

3. パス ワード の入力が終了し た ら、 ENTER ( 入力 ) を押し ます。

入力し たパス ワード が有効であれば、 追加のパラ メ ータが表示されます。

表 11 • パスワー ド ・ レベルおよびデフ ォル ト

パスワード ・
レベル

制御される機能 デフ ォル ト のパスワー ド

4 すべての機能 ( センサー調整、 そ
の他取 り 扱いに注意を要するパラ
メ ータ を含む )

高度な使用専用です。 『 メ ンテ
ナン ス ・ マニュ アル』 を参照し
て く だ さい。 または、 技術サ
ポー ト に連絡し て く ださい。

3 イ ン ス ト ール と設定。 プ リ ン タ  
Web ページ ・ イ ン ターフ ェ イ ス も
このパス ワード を使用し ます。

1234

2 ラベル設定操作 ( 用紙タ イプ、 ラ
ベル剥離方法、 ラベルの長さ )

0000 ( 保護されていません )

1 濃度、 切 り 取 り 位置、 Y 印字基点 0000 ( 保護されていません )
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注記 • 「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」 のプロ ンプ ト でパス ワー ド を入力し た と き、 初に表示さ
れるパラ メ ータは、 右方向ボタ ン または左方向ボ タ ンのいずれを使用し て
「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」 プロ ンプ ト に到達し たかによ って部分的に決定されます。

• 右方向ボタ ンを使用し た場合、 初に表示されるパラ メ ータは、 プ リ ン タが入力
を求めたパス ワード ・ レベルに基づき ます ( 表 12 を参照 )。

• 左方向ボタ ンを使用し た場合、 初に表示されるパラ メ ータは、 プ リ ン タが入力
を求めたパス ワード ・ レベルには関わらず、 プロ ンプ ト で入力し たパス ワード ・
レベルに基づき ます ( 表 13 を参照 )。

表 12 • 右方向ボタ ンを使用し て 「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」 プロンプ ト が表示された場合

入力を求めら れた
詳細設定レ ベル

入力し た
パスワード ・ レ ベル

初に表示さ れるパスワード

1 1、 2、 3、 または 4 ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ ( レベル 1 の 上位 )
2 2、 3、 または 4 ﾖｳｼ _ ﾀｲﾌﾟ ( レベル 2 の 上位 )
3 3 または 4 ｲﾝｻﾂ ( レベル 3 の 上位 )
4 4 ﾗﾍﾞﾙ _ ﾚﾍﾞﾙ ( レベル 4 の 上位 )

表 13 • 左方向ボタ ンを使用し て 「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」 プロンプ ト が表示された場合

入力を求めら れた
詳細設定レ ベル

入力し たパスワード ・
レベル

初に表示さ れるパスワード

1 1 Y ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ (ZPL、EPL、APL-D) 
( レベル 1 の 下位 )
ｻﾕｳ _ ﾁｮｳｾｲ (APL-I) 
( レベル 1 の 下位 )

1, 2 2 ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ 
( レベル 2 の 下位 )

1, 2, 3 3 ｹﾞﾝｺﾞ 
( レベル 3 の 下位 )

1、 2、 3、 または 4 4 ｹﾞﾝｺﾞ 
( レベル 4 の 下位、 「ｹﾞﾝｺﾞ」 パ
ラ メ ータはレベル 3 およびレベル 
4 の両方に表示されます )
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設定ラベルの印刷

用紙と リ ボン ( 必要に応じ て ) をセ ッ ト し た ら、 プ リ ン タの現在の設定の記録と し て
プ リ ン タ設定ラベル と ネ ッ ト ワーク設定ラベルを印刷し ます。 印刷に関する問題解
決に使用し ますので、 これらのラベルは保管し ておいて く ださい。 これらのラベル
印刷オプシ ョ ンは、 パス ワード ・ レベル 3 に属し ます。

設定ラベルには、 設定 メ モ リ に保存されているプ リ ン タ設定が一覧表示されます。 
ネ ッ ト ワーク設定ラベルには、 プ リ ン ト ・ サーバの設定が一覧表示されます。 正し
い設定の一覧を出力するために、 プ リ ン タ をネ ッ ト ワーク に接続し た後でネ ッ ト
ワーク設定ラベルを印刷し て く ださい。

プ リ ン タ設定ラベルやネ ッ ト ワーク設定ラベルを印刷するには、 次の手順を実行し
ます。

1. コ ン ト ロール ・ パネルの MENU ( メ ニュー ) を押し ます。

プ リ ン タはセ ッ ト ア ッ プ ・ モード に切 り 替わ り 、 「ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ」 と表示されます。

2. 左方向ボタ ンを押し ます。

いずれかのレベルにパス ワード が設定されている場合、 プ リ ン タには
「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」 と レベル番号が表示され、ENTER ( 入力 ) ボタ ンが有効にな
り ます。 パス ワード が設定されていない場合は、 プ リ ン タには 「ｹﾞﾝｺﾞ」 と表示
されます。

3. プ リ ン タの表示内容に応じ て、 以下のよ う に操作し ます。

注記 • セ ッ ト ア ッ プ ・ モード を開始し た と きにプ リ ン タが一時停止状態の場合には、
セ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了し、 印刷を再開し た後、 これらのラベルが印刷されます。

プ リ ン タの表示内容 操作 ...

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 1

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 2

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 3

a. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 0000」 が表示されます。

b. 左方向ボタ ン と右方向ボタ ンを使用し て、レベル 3 
または 4 のパス ワード を入力し ます。

c. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ｹﾞﾝｺﾞ」 が表示されます。

d. 左方向ボタ ン または右方向ボタ ンを使用し てパラ
メ ータ を ス ク ロールし、 「ｲﾝｻﾂ」 を探し ます。

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 4 このパラ メ ータ を操作する際にはパス ワード を入力す
る必要はあ り ません。 左方向ボタ ン または右方向ボタ
ンを使用し てパラ メ ータ を ス ク ロールし、 「ｲﾝｻﾂ」 を
探し ます。

ｹﾞﾝｺﾞ 左方向ボタ ン または右方向ボタ ンを使用し てパラ メ ー
タ を ス ク ロールし、 「ｲﾝｻﾂ」 を探し ます。
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4. 印刷する ラベルのタ イプを選択し ます。

印刷内容 操作 ...

プ リ ン タ設定ラベル a. 「ｾｯﾃｲ」 が表示される までス ク ロールし ます。

b. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タ設定ラベルが印刷されます ( 図 17 を参
照 )。

 図 17 • プ リ ン タ設定ラベルのサンプル
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ネ ッ ト ワーク設定ラベル a. 「NETWORK ( ﾈｯﾄﾜｰｸ )」が表示される までス ク
ロールし ます。

b. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

ネッ ト ワ ーク 設定ラ ベルが印刷さ れま す (図 18)。 
アス タ リ ス ク は、 有線ま たはワ イ ヤレス ・ プリ ン
ト ・ サーバがアク ティ ブかどう かを示し ま す。

 図 18 • ネ ッ ト ワーク設定ラベルのサンプル

印刷内容 操作 ...
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表示言語の選択
「ｹﾞﾝｺﾞ」 パラ メ ータはパス ワード ・ レベル 3 および 4 に含まれるため、 表示された
言語を読むこ と ができ ない場合にこのパラ メ ータ を操作し て、 慣れ親しんだ言語を
容易に選択する こ と ができ ます。

表示言語を変更するには、 次の手順を実行し ます。

1. コ ン ト ロール ・ パネルの MENU ( メ ニュー ) を押し ます。

プ リ ン タはセ ッ ト ア ッ プ ・ モード に切 り 替わ り ます。

2. 左方向ボタ ンを押し ます。

パス ワード がレベル 3 または 4 に設定されている場合、 プ リ ン タには
「ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ」 と レベル番号が表示され、ENTER ( 入力 ) ボタ ンが有効にな
り ます。 パス ワード がレベル 3 または 4 に設定されていない場合は、 プ リ ン タ  に
は 「ｹﾞﾝｺﾞ」 と表示されます。

3. プ リ ン タの表示内容に応じ て、 以下のよ う に操作し ます。

4. 上方向ボタ ンおよび下方向ボタ ンを使用し て、 選択する言語が表示される までス
ク ロールし ます。

5. MENU ( メ ニュー ) を押し ます。

プ リ ン タから変更の確認が求められます。

6. 必要に応じ て、 上方向ボタ ン または下方向ボタ ンを押し て 「ｼﾞｯｺｳ」 を選択し ま
す。

7. ENTER ( 入力 ) を押し、 選択し た言語を確定し ます。

プ リ ン タの表示内容 操作 ...

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 1*

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 2*

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 3*

ｼｮｳｻｲ _ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 4*

a. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 0000*」 が表示されま
す。

b. 左方向ボタ ン と右方向ボタ ンを使用し て、 レベ
ル 3 または 4 のパス ワード を入力し ます。

c. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ｹﾞﾝｺﾞ *」 が表示されます。

ｹﾞﾝｺﾞ * 次の手順に進みます。

* は 後に選択し た言語で表示されます。
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コ ン ト ロール ・ パネルパラ メ ータ

プ リ ン タ設定を調整するには、 コ ン ト ロール ・ パネルの LCD デ ィ スプレ イ を使用し
ます。

以下の状況で、 その他のパラ メ ータが表示されます。

• 有線プ リ ン ト ・ サーバがプ リ ン タに接続された と き。 詳細については、
『ZebraNet 10/100 プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザーおよび リ フ ァ レン ス ・ ガイ ド』 を
参照し て く ださい。

• ワ イヤレ ス ・ プ リ ン ト ・ サーバがプ リ ン タに接続された と き。 詳細については、
『ZebraNet ワ イヤレ ス ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

お客様のプ リ ン タに付属の CD にこれらのマニュ アルのコ ピーが収録されています。
また、 http://www.zebra.com/manuals から も利用でき ます。

パスワー ド ・ レベル 1 および 2 のパラ メ ータ

表 14 は、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード の開始後、 右方向ボタ ンを押し た と きに表示される
順番にパラ メ ータ を示し ます。 このプロセスでは、 右方向ボタ ンを押すと次のパラ
メ ータに進み、 左方向ボタ ンを押すと前のパラ メ ータに戻って循環し ます。
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表 14 • プ リ ン タパラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 1 および 2 ( １ / ５  ページ )

パラ メ ータ 説明

ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ
(ZPL、 APL-D、
APL-I モード )
ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ
(EPL モード のみ )

印字濃度の調整

適な濃度設定は、 リ ボンのタ イプ、 ラベル、 印刷ヘッ ド の状態な
ど、 さ まざまな要因に左右されます。 一貫し た高品質の印刷を行 う
には、 濃度を調整し て く ださい。

重要 • 濃度は、 良好な印字品質が得られる 低値に設定し て
く だ さい。 濃度の設定が高すぎる と、 イ ン クがにじんだ り 、
リ ボンが焼け付いて し ま った り 、 印刷ヘッ ド の磨耗を早めて
し ま う 場合があ り ます。

注記 • こ のプ リ ン タは、 濃度設定を即座に適用および保存し ま
す。 変更を保存せずにセ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了し て も、 以
前の値には戻 り ません。

印刷が薄すぎ る場合、 または印刷領域内に欠けが見られる場合に
は、 濃度を高 く し ます。 印刷が濃すぎ る場合、 または印刷領域がに
じんでいる場合には、 濃度を低 く し ます。 濃度の設定は、 ド ラ イバ
またはソ フ ト ウ ェ アの設定によ って変更でき る場合も あ り ます。

 「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス ト 」 （124 ページ） を使用し て、
適な濃度を決定する こ と がき ます。 濃度の設定は直ちに有効にな

る ため、 現在印刷中のラベルで結果を確認でき ます。

範囲 (ZPL、 APL-D、 APL-I):  0.0 ～ +30.0
デフ ォル ト 値 (ZPL、 APL-D、 APL-I): +10.0
範囲 (EPL): 7
デフ ォル ト 値 (EPL): 0 ～ 15

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向ボタ ンを押すと値が増加し ます。

• 下方向ボタ ンを押すと値が減少し ます。

ｷﾘﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ 切 り 取 り 位置の調整

このパラ メ ータは、 印刷後に切 り 取 り - / 剥離- バーの上に く る ラベ
ルの位置を指定し ます。

注記 • こ のプ リ ン タは、 切 り 取 り 設定を即座に適用および保存
し ます。 変更を保存せずにセ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了し て も、
以前の値には戻 り ません。

範囲 (ZPL、 EPL、 APL-I):  -120 ～ +120
デフ ォル ト 値 (ZPL、 EPL、 APL-I): 0
範囲 (APL-D): 0 ～ 2537 m (+00 ～ +999 イ ンチ )
デフ ォル ト 値 (APL-D): +128 イ ンチ

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向ボタ ンを押すと値が増加し ます。

• 下方向ボタ ンを押すと値が減少し ます。
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Y ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ
(ZPL、 EPL、 APL-D モード )
ｼﾞｮｳｹﾞ _ ﾁｮｳｾｲ
(APL-I モード のみ )

Y 印字基点の調整

Y 印字基点は、 ラベルの縦方向の印字位置を調整し ます。 正の数を
指定する と、 ラベルの Y 印字基点が下の方向に調整され （印刷
ヘッ ド から遠ざかる）、 負の値を指定する と、 ラベルの Y 印字基点
が上の方向に調整されます （印刷ヘッ ド に近づ く ）。

範囲 (ZPL、 EPL):  -120 ～ +120
範囲 (APL-I):  -10 ～ +4000
範囲 (APL-D): -0.64 ～ 0.64 イ ンチ

デフ ォル ト 値 ： 0

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

X ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ
(ZPL、 EPL、 APL-D モード )
ｻﾕｳ _ ﾁｮｳｾｲ
(APL-I モード のみ )

ラベルの X 印字基点の調整

X 印字基点は、 ラベルの横方向の印字位置を調整し ます。 正の値を
設定する と、 イ メ ージの左端がラベルの中央方向に移動し、 負の数
を設定する と、 イ メ ージの左端がラベルの左端に移動し ます。

範囲 (ZPL、 EPL、 APL-D):  -120 ～ +120
範囲 (APL-I):  -9999 ～ +9999
デフ ォル ト 値 ： 0

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

ﾖｳｼ _ ﾀｲﾌﾟ 用紙タ イプの設定

使用する用紙のタ イプをプ リ ン タに指定し ます。

選択肢 ： 
• ｷﾞｬｯﾌﾟ / ｷﾚｺﾐ — 単票ウ ェブ用紙、 単票折 り 畳み- 用紙、 および

タ グ ・ ス ト ッ クに使用されます。 
• ﾚﾝｿﾞｸｼ — ラベル間が分割されていない用紙に使用し ます。

• ﾊﾝｼｬｼｷ — 単票黒マーク用紙に使用されます。

デフ ォル ト 値 : ギ ャ ッ プ / ノ ッチ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

表 14 • プ リ ン タパラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 1 および 2 ( ２ / ５  ページ )

パラ メ ータ 説明
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ｾﾝｻｰ _ ｾﾚｸﾄ 用紙センサーの選択

正しい結果が得られる方を選択し ます。 ほ と んどの用紙で反射式セ
ンサーが使用でき ます。

• ﾊﾝｼｬｷ — 黒マーク用紙およびその他の用紙タ イプのほ と んど
に使用でき ます。

• ﾄｳｶｼｷ — 反射式センサーで正し く 動作し ない場合に選択し ま
す。 黒マーク用紙以外のすべての用紙に使用でき ます。
穴または切 り 込みのあ る用紙で透過式センサーを使用する場
合、 穴または切 り 込みがセンサーの間を通 り 、 センサーが正し
く 検知でき る こ と を確認し て く ださい。 穴または切 り 込みがセ
ンサーの間を通ら ない場合には、 反射式センサーを使用し て く
ださい。

デ フ ォ ル ト値 : ﾊﾝｼｬｷ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾄﾘﾊｽﾞｼ ラベル取 り 外し方法の選択

ラベルの取 り 外しは、 印字モード と一致する必要があ り ます ( 「印
字モード と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン」 （38 ページ） を参照 )。 ハード
ウ ェ ア構成でサポー ト される ラベル取 り 外しモード を選択し て く だ
さい。 表示されている選択肢の中には、 オプシ ョ ンのプ リ ン タ機能
用のものも含まれています。

選択肢 ： ｷﾘﾄﾘ、 ﾊｸﾘ、 ｶｯﾀｰ _ ﾓｰﾄﾞ、 ﾏｷﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ、 ﾁｴﾝ _ ｶｯﾄ

デ フ ォ ル ト値 : ｷﾘﾄﾘ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ｲﾝｼﾞ _ ｿｸﾄﾞ 印字速度の調整

ラベル印刷の速度を調整し ます (1 秒あた り のイ ンチ数を整数で指
定し ます )。 印字速度を遅 く する と、 印字品質は通常、 向上し ます。 
印字速度の変更は、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了し た時点で有効に
な り ます。

範囲 :  50.8 ～ 152.4 MM/SEC
デフ ォル ト 値 (ZPL、 APL-I): 50.8 MM/SEC
デフ ォル ト 値 (EPL、 APL-D): 152.4 MM/SEC

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

表 14 • プ リ ン タパラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 1 および 2 ( ３ / ５  ページ )

パラ メ ータ 説明
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印字幅 印字幅の設定

印字幅は、 ラベルの幅の印字可能領域を決定し ます。

重要 •  幅の指定が狭すぎ る と、 ラベルの一部が用紙に印刷さ
れない場合があ り ます。 幅の設定が広すぎる と、 フ ォーマ ッ
ト ・ メ モ リ を浪費し、 ラベル外のプラ テン ・ ローラー上に印
刷がはみ出る可能性があ り ます。 ^POI ZPL II コマン ド を使
用し て イ メ ージが反転されている場合、 この設定はラベル ・
フ ォーマ ッ ト の縦位置に影響を及ぼす可能性があ り ます。

範囲 :2 ～ 832 (8 ド ッ ト /mm の場合 )、 2 ～ 1248 (12 ド ッ ト /mm の
場合 )
デフ ォル ト 値 : 832 (8 ド ッ ト /mm の場合 )、 1248 (12 ド ッ ト /mm の
場合 )

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

KDU_ ﾓｰﾄﾞ
(EPL モード のみ )

KDU ﾓｰﾄﾞの有効化

S4M プ リ ン タから キーボード ・ デ ィ スプレ イ ・ ユニ ッ ト  (Zebra 
KDU または KDU Plus) を使用でき ます。

選択肢 ： ｵﾝ､ｵﾌ

デ フ ォ ル ト値 : ｵﾌ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ｺﾞｶﾝ _ ﾓｰﾄﾞ
(APL-D モード のみ )

APL-D 互換モード の設定

一部の旧式 DPL プ リ ン タ と の互換を設定し ます。 また、 デフ ォル
ト の Y 印字基点は 1.1 イ ンチから  2.5 イ ンチに変更されます。

選択肢 ： ｵﾝ､ｵﾌ

デフ ォル ト 値 : ｵﾌ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ｺﾝﾄﾛｰﾙ _ ｺｰﾄﾞ
(APL-D モード のみ )

APL-D コ ン ト ロール ・ コード の設定

プ リ ン タに送信される言語コ ン ト ロール ・ コード の設定を選択でき
ます。

選択肢 ： ﾋｮｳｼﾞｭﾝ _ ｺｰﾄﾞ、 ﾒｲﾝ _ ﾌﾚｰﾑ

デ フ ォ ル ト値 : ﾋｮｳｼﾞｭﾝ _ ｺｰﾄﾞ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

表 14 • プ リ ン タパラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 1 および 2 ( ４ / ５  ページ )

パラ メ ータ 説明
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ｶｲｿﾞｳﾄﾞ
(APL-I モード のみ )

APL-I 用の解像度プ リ ン タ設定

一部の旧式 APL-I プ リ ン タプ リ ン タ と の下位互換の ド ッ ト ・ サイ ズ
を設定し ます。

選択肢 ： 5 MIL、 10 MIL、 15 MIL
デフ ォル ト 値 : 5 MIL

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ 大ラベル長の設定

大ラベル長は、 キ ャ リ ブレーシ ョ ン手順で使用されます。 この設
定値は、 用紙に対する キ ャ リ ブレーシ ョ ン ・ プロセス中に使用され
る 大ラベル長です。 用紙センサーの設定が必要と な るのは少数の
ラベルのみです。 この値は、 プ リ ン タで使用する 大ラベルよ り 常
に 25.4 mm (1 イ ンチ ) 以上長 く な る よ う に設定し て く ださい。

選択肢 (ZPL、 EPL、 APL-I): ｼﾞﾄﾞｳ _ ｾﾝﾀｸ <1 イ ンチ to (25.4 mm) ～
< 39  イ ンチ (991 mm) を 1 イ ンチ (25.4 mm) 単位ご と

デフ ォル ト 値 ： 自動 
選択肢 (APL-D):  0000 ～ 9999 （0.1 イ ンチ単位）

デフ ォル ト 値 (APL-D): 1200 

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

表 14 • プ リ ン タパラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 1 および 2 ( ５ / ５  ページ )

パラ メ ータ 説明
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パスワー ド ・ レベル 3 のパラ メ ータ

表 15 は、 レベル 3 パス ワード の入力後、 右方向ボタ ンを押し た と きに表示される順
番にパラ メ ータ を示し ます。 このプロセスでは、 右方向ボタ ンを押すと次のパラ
メ ータに進み、 左方向ボタ ンを押すと前のパラ メ ータに戻って循環し ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( １ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明

ｲﾝｻﾂ 選択し た ラベルの印刷

このパラ メ ータは、 特定タ イプのラベルにプ リ ン タに関する情報を
印刷でき ます。

選択肢 ： 
• ｾｯﾃｲ － プ リ ン タ設定ラベルを印刷し ます。 「設定ラベルの印

刷」 （70 ページ） を参照し て く ださい。

• ﾌｫﾝﾄ (ZPL、 EPL、 APL-D) － プ リ ン タで使用可能なフ ォ ン ト
を一覧表示する ラベルを印刷し ます。 フ ォ ン ト には、 標準のプ
リ ン タ フ ォ ン ト と オプシ ョ ンのフ ォ ン ト が含まれます。 フ ォ ン
ト は RAM、 フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ 、 オプシ ョ ンの メ モ リ ・ カー
ド、 またはフ ォ ン ト ・ カード に保存でき ます。

• ﾌｫｰﾏｯﾄ (ZPL、 EPL、 APL-D) － プ リ ン タの RAM、 フ ラ ッ
シ ュ ・ メ モ リ 、 またはオプシ ョ ンの メ モ リ ・ カード に保存さ
れ、 使用可能なフ ォーマ ッ ト を一覧表示する ラベルを印刷し ま
す。

• ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ (ZPL のみ ) － プ リ ン タで使用可能なバーコード を一
覧表示する ラベル印刷し ます。

• ｽﾍﾞﾃ (ZPL、 EPL) － 使用可能なフ ォ ン ト 、 バーコード、 イ
メ ージ、 フ ォーマ ッ ト 、 および現在のプ リ ン タ と ネ ッ ト ワーク
の設定を一覧表示する ラベルを印刷し ます。

• ｲﾒｰｼﾞ (ZPL、 EPL、 APL-D) － プ リ ン タの RAM、 フ ラ ッ シュ ・
メ モ リ 、 またはオプシ ョ ンの メ モ リ ・ カード に現在保存されて
いる イ メ ージを一覧表示する ラベルを印刷し ます。

• ﾈｯﾄﾜｰｸ － ネ ッ ト ワーク設定ラベルを印刷し ます。 「設定ラベ
ルの印刷」 （70 ページ） を参照し て く ださい。

• IPL_SW ｾｯﾄｱｯﾌﾟ (APL-I のみ )
• IPL_HW ｾｯﾄｱｯﾌﾟ (APL-I のみ )
• IPL ｲﾝｻﾂ _ ﾋﾝｼﾂ (APL-I のみ )
• IPL ﾋﾟｯﾁ (APL-I のみ )

ラベルを印刷するには

1. 上方向ボタ ン または下方向ボタ ンを押し て ラベルの選択肢を表
示し ます。

2. ENTER ( 入力 ) を押し て目的のラベルを印刷し ます。
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ﾓｼﾞｭｰﾙ A
(APL-D モード のみ )

APL-D 用のモジ ュール A ス ト レージ ・ デバイ スの設定

このパラ メ ータ を使用する と実容量 512 KB の メ モ リ ・ デバイ ス を
文字モジ ュールに割 り 当て る こ と ができ ます。

選択肢 ： ﾅｼ、 RAM 1、 RAM 2、 ﾌﾗｯｼｭ _ ﾒﾓﾘ 1、 ﾌﾗｯｼｭ _ ﾒﾓﾘ 2

デ フ ォ ル ト値 : ﾅｼ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾓｼﾞｭｰﾙ B
(APL-D モード のみ )

APL-D 用のモジ ュール B ス ト レージ ・ デバイ スの設定

このパラ メ ータ を使用する と実容量 512 KB の メ モ リ ・ デバイ ス を
文字モジ ュールに割 り 当て る こ と ができ ます。

選択肢 ： ﾅｼ、 RAM 1、 RAM 2、 ﾌﾗｯｼｭ _ ﾒﾓﾘ 1、 ﾌﾗｯｼｭ _ ﾒﾓﾘ 2

デフ ォル ト 値 : ﾅｼ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾊﾟﾗﾚﾙ _COMM パラ レル通信を設定し ます。

ホス ト ・ コ ンピ ュータが使用し ているポー ト に一致する通信ポー ト
を選択し ます。

選択肢 ： ﾀﾝﾎｳｺｳ、 ｿｳﾎｳｺｳ

デ フ ォ ル ト値 : ﾀﾝﾎｳｺｳ

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾍﾟｰｼﾞﾉ _ ｲﾝｻﾂ
(APL-I モード のみ )

保存された APL-I ページの印刷

大 20 ページの保存および印刷が可能です。

選択肢 ： 0 ～ 19
デフ ォル ト 値 : 0

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

ｲﾝｻﾂ _ ﾌｫｰﾏｯﾄ
(APL-I モード のみ )

保存された APL-I フ ォーマ ッ ト の印刷

大 100 フ ォーマ ッ ト の保存および印刷が可能です。

選択肢 ： 0 ～ 99
デフ ォル ト 値 : 0

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ２ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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ﾎﾞｰﾚｰﾄ ボーレー ト の設定

正確な通信を行 う ためには、 プ リ ン タのボーレー ト 設定と ホス ト ・
コ ンピ ュータのボーレー ト 設定が一致する必要があ り ます。 ホス
ト ・ コ ンピ ュータが使用し ているボーレー ト に一致する値を選択し
て く ださい。

選択肢 (ZPL、APL-I、APL-D): 300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 14400, 
19200, 28800, 38400, 57600, 115200
選択肢 (EPL): 1200, 2400, 4800, 9600, 19200, 38400, 57600, 115200
デフ ォル ト 値 : 9600

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾃﾞｰﾀ _ ﾋﾞｯﾄ データ ・ ビ ッ ト の設定

正確な通信を行 う ためには、 プ リ ン タのデータ ・ ビ ッ ト と ホス ト ・
コ ンピ ュータのデータ ・ ビ ッ ト が一致する必要があ り ます。 ホス
ト ・ コ ンピ ュータが使用し ている設定に一致するデータ ・ ビ ッ ト を
選択し て く ださい。

注記 • コー ド ・ ページ 850 ではデータ ・ ビ ッ ト を  8 ビ ッ ト に設
定する必要があ り ます。

選択肢 ： 7 ビ ッ ト 、 8 ビ ッ ト

デフ ォル ト 値 : 8 ビ ッ ト  

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ｽﾃｰﾀｽ _ ｵｳﾄｳ
(APL-I モード のみ )

APL-I ステータ ス応答の送信

問い合わせコマン ド の後に応答送信するかど う かを決定し ます。

選択肢 ： ｵﾝ､ｵﾌ

デ フ ォ ル ト値 : ｵﾝ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾊﾟﾘﾃｨ パ リ テ ィ の設定

正確な通信を行 う ためには、 プ リ ン タのパ リ テ ィ と ホス ト ・ コ ン
ピ ュータのパ リ テ ィ が一致する必要があ り ます。 ホス ト ・ コ ン
ピ ュータが使用し ている設定に一致するパ リ テ ィ を選択し て く ださ
い。

選択肢 ： ﾅｼ、 ｸﾞｳｽｳ、 ｷｽｳ

デ フ ォ ル ト値 : ﾅｼ 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ３ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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ﾌﾛｰ _ ｾｲｷﾞｮ フ ロー制御の設定

適切な通信を行 う ためには、 プ リ ン タのフ ロー制御プロ ト コル と ホ
ス ト ・ コ ンピ ュータのフ ロー制御プロ ト コルが一致する必要があ り
ます。 ホス ト ・ コ ンピ ュータが使用し ている設定に一致する フ ロー
制御プロ ト コルを選択し て く ださい。

選択肢 (ZPL、 APL-D): XON/XOFF、 DTR/DSR、 RTS/CTS
選択肢 (APL-I): XON/XOFF、 DSR/DTR、 RTS/CTS、 APL-I
デフ ォル ト 値 (ZPL、 APL-D、 APL-I): XON/XOFF
選択肢 (EPL): DTR & XON/XOF、 DTR
デフ ォル ト 値 (EPL): DTR & XON/XOF

注記 • XOFF は EPL デ ィ スプレ イで XOF と略記し ます。

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ﾓｼﾞ _ ｺﾝﾄﾛｰﾙ
(ZPL モード のみ )

コ ン ト ロール文字の設定

プ リ ン タでは、 ZPL/ZPL II コ ン ト ロール命令の開始を示す、 2 桁の 
16 進文字が検索されます。

注記 • コ ン ト ロール、 コマン ド、 またはデ リ ミ タ文字に同じ  16 
進の値を使用し ないよ う にし て く だ さい。 プ リ ン タが正し く 機
能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り ます。

範囲 : 00 ～ FF 
デフ ォル ト 値 : 7E ( 矢印と し て表示されるテ ィ ル ド )

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

ｺﾏﾝﾄﾞ _ ﾓｼﾞ
(ZPL モード のみ )

コマン ド文字の設定

コマン ド ・ プレ フ ィ ッ ク ス と は、 ZPL/ZPL II フ ォーマ ッ ト 命令内で
パラ メ ータのプレース ・ マーカーと し て使用される  2 桁の 16 進値
です。 プ リ ン タでは、 ZPL/ZPL II フ ォーマ ッ ト 命令の開始を示す、
2 桁の 16 進文字が検索されます。 詳細については、 『ZPL II プロ グ
ラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

注記 • コ ン ト ロール、 コマン ド、 またはデ リ ミ タ文字に同じ  16 
進の値を使用し ないよ う にし て く だ さい。 プ リ ン タが正し く 機
能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り ます。

範囲 : 00 ～ FF 
デフ ォル ト 値 : 5E ( キ ャ レ ッ ト )

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ４ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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ﾃﾞﾘﾐﾀ _ ﾓｼﾞ
(ZPL モード のみ )

デ リ ミ タ文字を設定し ます。

デ リ ミ タ文字と は、 ZPL/ZPL II フ ォーマ ッ ト 命令内でパラ メ ータの
プレース ・ マーカーと し て使用される  2 桁の 16 進値です。 詳細に
ついては、 『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

注記 • コ ン ト ロール、 コマン ド、 またはデ リ ミ タ文字に同じ  16 
進の値を使用し ないよ う にし て く だ さい。 プ リ ン タが正し く 機
能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り ます。

範囲 : 00 ～ FF
デフ ォル ト 値 : 2C ( カンマ )

このパラ メ ータ を変更するには

• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

HEXDUMP Hex ダンプ

16 進ダンプモード は、 プ リ ン タ と ホス ト ・ コ ンピ ュータの内部接
続を確認するための ト ラブルシ ューテ ィ ング ・ ツールです。 詳細に
ついては、 「通信診断テス ト 」 （128 ページ） を参照し て く ださい。 
選択肢 ： ﾁｭｳｼ、 ｼﾞｯｺｳ

デ フ ォ ル ト値 : ﾁｭｳｼ

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ｻｲﾊｯｺｳ _ ﾓｰﾄﾞ
(ZPL モード のみ )

再発行モード

再発行モード が有効の場合、 ~PR ZPL コマン ド を使用し て 後に
印刷された ラベルを再発行でき ます。 再発行機能が無効な場合、
~PR コマン ド は無視されます。 (^JJ ZPL コマン ド の再発行モード ・
パラ メ ータ と同様です。 )
選択肢 ： ﾕｳｺｳ、 ﾑｺｳ

デ フ ォ ル ト値 : ﾑｺｳ

RTC_ ﾋｽﾞｹ _ ﾍﾝｺｳ RTC ( リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク ) 日付の設定

RTC がイ ン ス ト ールされている場合、 このパラ メ ータ を使用し て 
RTC 日付を設定でき ます。

注記 • こ のプ リ ン タは、 RTC 日付を即座に保存し ます。

このパラ メ ータ を変更するには

1. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに、 現在の RTC 日付が表示されます。

2. 以下のよ う に操作し て変更し ます。

• 次の桁の位置に移動するには、 左方向ボタ ンを押し ます。 
• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

3. ENTER ( 入力 ) を押し て、 表示された値を確定し ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ５ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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RTC_ ｼﾞｶﾝ _ ﾍﾝｺｳ RTC ( リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク ) 時間の設定

RTC がイ ン ス ト ールされている場合、 このパラ メ ータ を使用し て 
RTC 時間を設定でき ます。

注記 • こ のプ リ ン タは、 RTC 時間を即座に保存し ます。

このパラ メ ータ を変更するには

1. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに、 現在の RTC 時間が表示されます。

2. 以下のよ う に操作し て変更し ます。

• 次の桁の位置に移動するには、 左方向ボタ ンを押し ます。 
• 値を増加するには、 上方向ボタ ンを押し ます。

• 値を減少させるには、 下方向ボタ ンを押し ます。

3. ENTER ( 入力 ) を押し て、 表示された値を確定し ます。

ｾｯﾃｲ _ ｼｮｷｶ 工場デフ ォル ト の読み込み

すべてのパラ メ ータ を工場デフ ォル ト に戻し ます。

重要 • このコマン ド の使用には注意し て く ださい。 このコマ
ン ド を実行する と、 すべてのプ リ ン タパラ メ ータが工場デ
フ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。 可能であれば、 デフ ォル ト
の読み込み前に設定ラベルを印刷し、 プ リ ン タ設定の記録と
し て保持し ておいて く ださい。

このパラ メ ータ を選択するには

1. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ﾖﾛｼｲﾃﾞｽｶ ?」 と い う 確認 メ ッ セージが表示され
ます。

2. 工場デフ ォル ト を読み込む場合は、 ENTER ( 入力 ) を押し、
ｼﾞｯｺｳを選択し ます。 キ ャ ンセルする場合は、 任意のキーを押
し ます。

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ _ ﾑｾﾝ LAN ネ ッ ト ワーク ・ リ セ ッ ト ・ パラ メ ータ

ネ ッ ト ワーク ・ パラ メ ータ を工場デフ ォル ト に リ セ ッ ト し ます。

1. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

プ リ ン タに 「ﾖﾛｼｲﾃﾞｽｶ ?」 と い う 確認 メ ッ セージが表示され
ます。

2. ネ ッ ト ワーク ・ パラ メ ータ を工場デフ ォル ト に リ セ ッ ト する場
合は、 ENTER ( 入力 ) を押し、 ｼﾞｯｺｳを選択し ます。 キ ャ ンセル
する場合は、 任意のキーを押し ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ６ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ _ ｼｮｷｶ フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ の初期化

このパラ メ ータ を使用し て、 プ リ ン タのフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ を消去
でき ます。

重要 • このコマン ド を実行する と、 内部のフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ
リ が完全に消去されます。

このパラ メ ータ を選択するには

1. ENTER ( 入力 ) を押し、 ｼﾞｯｺｳを選択し ます。

プ リ ン タに 「ﾖﾛｼｲﾃﾞｽｶ ?」 と い う 確認 メ ッ セージが表示され
ます。

2. フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ を初期化する場合は、ENTER ( 入力 ) を押し
ます。 キ ャ ンセルする場合は、 任意のキーを押し ます。

リ ボン リ ボン使用の設定

注記 • こ のパラ メ ータは、 プ リ ン タに熱転写オプシ ョ ンが装着
されている場合にのみ表示されます。

印刷方式の指定 ： 熱転写モード  ( リ ボンを使用 ) またはダ イ レ ク
ト ・ サーマル ・ モード  ( リ ボン不要 )
選択肢 ： 

• ﾊｲ ( 熱転写モード、 リ ボンを使用 )
• ｲｲｴ ( ダイ レ ク ト ・ サーマル ・ モード、 リ ボン不要 )

デ フ ォ ル ト値 : ｼﾞｯｺｳ

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

ZPL_ ﾑｺｳ
(ZPL モード のみ )

特定 ZPL コマン ド の無効化

以下の ZPL コマン ド は、 ユーザーの ( プ リ ン タ ) 設定を無効化する
こ と ができ ます。

• ^MM ( 用紙ード )
• ^MT ( 用紙タ イプ、 感熱または熱転写 )
• ^MN ( 単票用紙または連続用紙 )

選択肢 ： 
• ﾁｭｳｼ － プ リ ン タは上記の ZPL コマン ド を無視し ます。

• ｼﾞｯｺｳ － プ リ ン タは上記の ZPL コマン ド を受け付けます。

デ フ ォ ル ト値 : ｼﾞｯｺｳ

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ７ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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ｾﾝｻｰ _ ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ センサー ・ プロ フ ィ ールを印刷し ます。

図 19 用紙センサー ・ プロ フ ィ ール () は、 用紙センサーが用紙に事
前印刷されている領域を検出し た場合や、 ウ ェブの位置を判断でき
ない場合に発生する可能性のあ る位置合わせの問題を ト ラブル
シュー ト するために使用されます。 用紙センサーや リ ボンのセン
サーの感度を調整するには、 「用紙センサーおよび リ ボン ・ セン
サーのキ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） の手順を実行し て く ださ
い。

注記 • リ ボンに関する部分は、 熱転写オプシ ョ ンが装着された
プ リ ン タのみラベルに印刷されます。

 図 19 • センサー ・ プロ フ ィ ール

このパラ メ ータ を選択するには

1. ENTER ( 入力 ) を押し て、この標準のキ ャ リ ブレーシ ョ ン手順を
開始し、 用紙センサー ・ プロ フ ィ ールを印刷し ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ８ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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ﾖｳｼ & ﾘﾎﾞﾝ ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ
( 熱転写のみ )
ﾖｳｼ _ ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ
( ダ イ レ ク ト サーマルのみ )

用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレーシ ョ ン

プ リ ン タのセンサーの感度を調整するには、 下記の手順を実行し ま
す。 熱転写オプシ ョ ンが装着されているプ リ ン タでは、 用紙セン
サーと リ ボンセンサーの両方が調整されます。 ダ イ レ ク ト ・ サーマ
ル ・ プ リ ン タ  ( 熱転写オプシ ョ ン未装着 ) の場合、 用紙センサーの
みが調整され、 この手順に示されている リ ボンの表示は LCD に表
示されません。

重要 • この手順は、 必ず説明の とお り に実行し て し て く ださ
い。 1 つのセンサーのみを調整する場合でも、 すべての手順
を実行する必要があ り ます。 この手順の途中で左方向ボタ ン
を押すと、 手順をいつでも キ ャ ンセルでき ます。

このパラ メ ータ を選択するには

1. ENTER ( 入力 ) を押し てキ ャ リ ブレーシ ョ ン手順を開始し ます。 
「ﾀﾞｲｼｦ _ ｾｯﾄｼﾏｽ／ﾘﾎﾞﾝｦ _ ﾊｽﾞｼﾏｽ」のプロ ンプ ト が表示され
ます。

2. 印字ヘッ ド を開き ます。

3. ラベルの約 203 mm (8 イ ンチ ) の長さ分を用紙の台紙から剥が
し、 その用紙をプ リ ン タに戻し て、 台紙のみが用紙センサーの
間に配置される よ う にし ます。

4. リ ボンを取 り 外し ます ( リ ボンを使用し ている場合 )。
5. 印刷ヘッ ド を閉じ ます。

6. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

「キャ リ ブ レー ト 中 お待ち く だ さ い」 と い う メ ッ セージが
表示されます。

プ リ ン タでは、 用紙センサーと リ ボン ・ センサーから受信する
信号のスケール ( ゲイ ン ) が調整されます。 この動作は、 実質的
にはセンサー ・ プロ フ ィ ールにおいてグ ラ フの頂点を上または
下に移動し、 お客様のアプ リ ケーシ ョ ンの読み取 り 値を 適化
する こ と にな り ます。

「ﾓﾄﾆ _ ﾓﾄﾞｼﾃｸﾀﾞｻｲ」 と表示されます。

7. 印字ヘッ ド を開き、 ラベルの位置が用紙センサーの下に く る ま
で用紙を前方向に引っ張 り ます。

8. 用紙と リ ボン ( 使用する場合 ) をセ ッ ト し直し ます。

9. 印刷ヘッ ド を閉じ ます。

10. ENTER ( 入力 ) を押し ます。

「キャ リ ブ レー ト 中 お待ち く だ さ い」 と い う メ ッ セージが
表示されます。

プ リ ン タでキ ャ リ ブレーシ ョ ンが実行されます。 また、 このプ
ロセス中、 プ リ ン タではラベルの長さが判断されます。 新しい
スケールでの読み取 り 値を確認するには、 センサー ・ プロ
フ ィ ールを印刷し て く ださい。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( ９ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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このパラ メ ータ を使用する と、 選択し た言語でコ ン ト ロール ・ パネ
ルを表示する こ と ができ ます。 言語を選択する とすぐに、 すべての
パラ メ ータがその言語で表示されます。 その言語設定を保存する場
合は、 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード を終了する際に変更を保存し ます。

選択肢 ： 
• 英語 (ENGLISH)
• スペイ ン語 (ESPANOL)
• フ ラ ン ス語 (FRANCAIS)
•  ド イ ツ語 (Deutsch)
• イ タ リ ア語 (ITALIANO)
• ノ ルウ ェー語 (NORSK)
• ポル ト ガル語 (PORTUGUES)
• ス ウ ェーデン語 (SVENSKA)
• デンマーク語 (DANSK)
• スペイ ン語 2 (ESPANOL2)
• オラ ンダ語 (NEDERLANDS)
• フ ィ ン ラ ン ド語 (SUOMI)
• 日本語 ( 漢字表記 )
デフ ォル ト 値 : ENGLISH 

このパラ メ ータ を変更するには

• 上方向または下方向ボタ ンを押し て選択肢を ス ク ロールし ます。

表 15 • プ リ ン タ  パラ メ ータ、 パスワー ド ・ レベル 3  ( １ ０ / １ ０  ページ )

パラ メ ータ ： 説明
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定期的な メ ンテナンス
この項では、 定期的な ク リ ーニングおよび メ ンテナン スの手順について説明し ます。
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プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト の交換

印刷ヘッ ドやプラ テン ・ ローラーなど、 一部のプ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト は時間と
と もに消耗し ますが、 簡単に取 り 替え られます。 定期的に ク リ ーニングする こ と で、
このよ う な コ ンポーネン ト の寿命を延ばすこ と ができ ます。 推奨する ク リ ーニング
間隔については、 「ク リ ーニング ・ スケジ ュール と手順」 （93 ページ） を参照し て く
ださい。

交換部品の注文

製品ラ イ ン全体で 適な印刷品質と適切なプ リ ン タ ・ パフ ォーマン ス を得るため、
Zebra では Zebra 純正のサプラ イ品を ト ータル ・ ソ リ ューシ ョ ンの一部と し て使用す
る こ と を強 く お勧めし ます。 

部品の注文情報については、 認定された Zebra 販売代理店にお問合せ く ださい。 連
絡先および電話番号については、 「連絡先」 （11 ページ） を参照し て く ださい。

プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト のリサイ クル

潤滑油

このプ リ ン タには潤滑油は不要です。

こ のプリ ンタ ・ コ ンポーネント は、 ほと んどリ サイ ク ルでき ま す。 プリ ンタ のメ イ
ン・ ロ ジッ ク ・ ボード にはバッ テリ があり 、 適切な方法で処分する 必要があり ま す。

プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト は地方自治体の廃棄物処理に従って処分し て く ださい。 
バッ テ リ は自治体の定める法律に従って処分し、 その他のプ リ ン タ ・ コ ンポーネン
ト は地域の規制に従って処分し て く だ さい。 詳細につき ま し ては、
http://www.zebra.com/environment を参照し て く ださい。

注意 • 市販の潤滑油を このプ リ ン タに使用する と、 塗装や機械部品を損傷する可能性があ
り ます。

http://www.zebra.com/environment
http://www.zebra.com/environment
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ク リーニング ・ スケジュールと手順

個別の ク リ ーニング手順については、 次ページ以降で説明し ます。 表 16 には、 ク
リ ーニングの推奨スケジュールを示し ます。 ク リ ーニングの頻度は、 あ く まで目安
と し て記載し てお り ます。 お客様の用途や用紙のタ イプによ っては、 よ り 頻繁な ク
リ ーニングが必要と なる場合があ り ます。

. 

外装のク リーニング

プ リ ン タの外装表面は、 必要があれば、 糸 く ずのでない布と水で薄めた少量の洗剤
を使用し て ク リ ーニングでき ます。 ざ ら ざ ら し た ものや摩擦性の ク リ ーニング液、
ク リ ーニング溶剤などは使用し ないで く だ さい。

重要 • Zebra では、 ク リ ーニング液の使用によ って このプ リ ン タに生じ た損傷の責任
は負いかねます。

表 16 • ク リーニングの推奨スケジュール

部位 方法 頻度

印字ヘッ ド 溶剤 * ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード ： 
ロール用紙 1 本 ( または折 り 畳み用
紙 500 フ ィ ー ト ) を使用し た後に毎
回。

熱転写モード ： リ ボン 1 ロール、 ま
たはロール用紙 2 ～ 3 本を使用し た
後に毎回。

プラ テン ・ ローラー 溶剤 *

用紙センサー 空気ブロー

リ ボン ・ センサー 空気ブロー

用紙経路 溶剤 *

リ ボン経路 溶剤 *

ピンチ ・ ローラー ( 剥離オプシ ョ ンの一部 ) 溶剤 *

カ ッ ター ・
モジ ュール

連続、 感圧紙をカ ッ ト する場
合

溶剤 * 用紙 1 ロ ールを使用し た後に毎回 ( 用
途およ び用紙のタ イ プによ ってはそ
れよ り 頻繁 )

ラ グス ト ッ ク またはラベル台
紙をカ ッ ト する場合

溶剤 * および
空気ブロー

用紙 2 ロールから  3 ロールを使用し
た後に毎回。

切 り 取 り / 剥離バー 溶剤 * 月 1 回

ラベル剥離センサー 空気ブロー 半年に 1 回
* Zebra では、 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) のご使用をお勧めし ています。 このキ ッ ト の代わ り

に、 イ ソ プロ ピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸し た綿棒を使用する こ と も でき
ます。
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印刷ヘ ッ ド と プ ラ テン ・ ローラーのク リーニング

定期的な予防によ り 、 印刷ヘッ ド の磨耗を 小限に留め印字品質を維持する こ と がで
き ま す。 用紙やリ ボンが印刷ヘッ ド を横切って移動する ため、 長期間の使用によ り 、
セラ ミ ッ ク の保護コ ーティ ングが磨耗し て剥がれ、 終的には印字エレ メ ント  ( ド ッ
ト ) が劣化し ま す。 磨耗を防止する ために、 以下の点を心掛けてく ださ い。

• 印刷ヘッ ド の ク リ ーニングを頻繁に行って く だ さい。 また、 低摩擦性に優れた台
紙と、 滑らかに回転する熱転写 リ ボンを使用し て く ださい。

• 印刷ヘッ ド圧力と加熱温度のバラ ン ス を 適化し て、 これらの設定が も小さ く
な る よ う にし て く ださい。

• 摩擦の大きな ラベル用紙にエレ メ ン ト が触れるのを防止するために、 熱転写 リ ボ
ンはラベル用紙の幅以上のものを必ずご使用 く だ さい。

良の結果を得るには、 リ ボンのロールを交換するたびに印刷ヘッ ド を ク リ ーニン
グ し て く ださい。 バーコードやグ ラ フ ィ ッ ク の中が欠ける など、 印字品質にム ラが
あ る と きは、 印刷ヘッ ド が汚れている可能性があ り ます。

 図 20 • 印刷ヘ ッ ド と プ ラテン ・ ローラーの場所

注意 • 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印刷ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 Zebra で
は、 開いた印刷ヘ ッ ド付近で作業を行う際、 必須ではあ り ませんが安全対策のため、 プ リ
ン タ電源を切る こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設
定はすべて失われるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

-

注記 • 剥離アセンブ リ を持つプ リ ン タでは、 プラ テン ・ ローラーの ク リ ーニング中は剥
離アセンブ リ を閉じ ておき、 切 り 取 り / 剥離バーの変形の危険性を低減し ます。

1 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ

2 プラ テン ・ ローラー

1

2
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印字ヘッ ド と プラ テン・ ローラ ーをク リ ーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。

2. 用紙および リ ボンを取 り 出し ます。

3. 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒を使用し て、 印刷ヘッ ド ・
アセンブ リ 上の茶色い帯を端から端まで拭き取 り ます。 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ
ト の代わ り に、 イ ソ プロ ピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) 
の溶液に浸し た綿棒を使用する こ と もでき ます。 溶剤が蒸発する までお待ち く だ
さい。

4. プラ テン ・ ローラーを手で回し ながら、 綿棒で入念にク リ ーニング し ます。 溶剤
が蒸発する までお待ち く ださい。

注意 • 印刷ヘ ッ ドは高温になるため、 火傷を引き起こす危険があ り ます。 印刷ヘ ッ ドが冷
却するまで時間をおいて く だ さい。

注意 • 印刷ヘ ッ ド ・ アセンブ リ に触れる前に、 プ リ ン タの金属フ レームを触るか静電気除
去リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プ と マ ッ ト を使用するなど し て、 蓄積し た静電気をすべて除去し て く
だ さい。
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5. 用紙と リ ボンを元に戻し、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

注記 • こ の手順を実行し て も印字品質が改善されない場合は、 Save-A-Printhead ク
リ ーニング ・ フ ィ ルムを使用し て印刷ヘッ ド の ク リ ーニングを試みて く だ さい。 この
特殊コーテ ィ ングの施されたフ ィ ルムを使用する と、 印字ヘッ ド を損傷する こ と な
く 、 蓄積された不純物を取 り 除 く こ と ができ ます。 詳細は Zebra の販売会社にお問い
合わせ く だ さい。
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用紙セ ッ ト 部と センサーのク リーニング

用紙セ ッ ト 部と センサーを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. ブラ シまたは掃除機を使用し て、 用紙経路および リ ボン経路に蓄積し た用紙 く ず
や埃を清掃し ます。

2. ブラ シまたは掃除機を使用し て、 センサーの用紙 く ずや埃を清掃し ます ( 図 21 
を参照 )。

 図 21 • センサーのク リーニング

1 ラベル剥離センサー

2 リ ボン ・ センサー

3 透過式センサー 
4 反射式センサー

1

3

4

2
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剥離アセンブ リのク リーニング

剥離アセンブ リ  ( 剥離オプシ ョ ンの一部 ) を構成する ローラーのい く つかは、 適切な
ローラー圧力を確保するためにバネで加圧されています。 粘着物によ って剥離性能
に支障がではじめた場合は、 ピンチ ・ ローラーおよび切 り 取 り / 剥離バーを ク リ ー
ニング し て く ださい。

粘着物によ って剥離性能に支障がある場合には、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド解除ラ ッチを押し て、 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を開き ます。 印刷ヘッ
ド にラ ッチがかかって開 く まで印刷ヘッ ド を持ち上げます。

2. 剥離機構解除レバーを押し下げ、 剥離アセンブ リ を開き ます。

3. すべての台紙を除去し、 ピンチ ・ ローラーを きれいにし ます。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまた
はアセンブ リの上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

注意 • 印刷ヘ ッ ドは高温になるため、 火傷を引き起こす危険があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷
却するまで時間をおいて く だ さい。
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4. ピンチ ・ ローラーを手で回し ながら、 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 
47362) の綿棒で入念に ク リ ーニング し ます。 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト の代わ り
に、 イ ソ プロ ピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸
し た綿棒を使用する こ と もでき ます。 溶剤が蒸発する までお待ち く ださい。

5. 綿棒を使用し て、 切 り 取 り / 剥離バーから余分な粘着剤を除去し ます。 溶剤が蒸
発する までお待ち く ださい。

6. 印刷ヘッ ド ・ アセンブ リ を閉じ ます。

重要 • 切 り 取 り / 剥離バーを ク リ ーニングする際には、 小限の力で実施し て く
ださい。 力を入れすぎ る と、 切 り 取 り / 剥離バーが変形し、 剥離性能が劣化する
おそれがあ り ます。
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7.

8. 用紙ド アを閉じ ます。 
プ リ ン タは動作可能にな り ます。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ るには、 剥離解除レバーを使用し、 右手で操作し て く だ
さい。 閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さい。 剥離ローラーまたはアセンブ リ
の上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

剥離機構解除レバーを使用し て、 剥離アセンブ リ を閉じ ます。
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カ ッ ター ・ モジュールのク リーニング

カ ッ ターによ って ラベルがきれいに切断されないか、 ラベルが詰ま って し ま う 場合
には、 カ ッ ターを ク リ ーニング し ます。

カ ッ ター ・ モジュールを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タの電源をオフ  (O) にし て、 電源からプ リ ン タの電源コード を抜き ます。

2.

カ ッ ター ・ シール ド蝶ネジ と ロ ッ ク ・ ワ ッ シャ (2) を取 り 外し てカ ッ ター ・ シー
ル ド  (1) を取 り 外し ます。

3. V 字形のカ ッ ターの刃を露出させるには、 カ ッ ター ・ モーター蝶ネジ (1) を逆時
計方向に回し て刃を下げます。

注意 • 使用者の安全を確保するため、 この手順を行 う前に、 常に電源を切ってプ リ ン タの
電源コー ド を抜いて く だ さい。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し ないよ う に
注意し て く だ さい。

1 2

1

2009/6/12 S4M ユーザー ・ ガイ ド 13290L-074 改訂 A



定期的な メ ン テナン ス
ク リーニング手順

102
4. 図 22 を参照し て く だ さい。 予防 メ ンテナン ス ・ キ ッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿
棒を使用し て、 切 り 取 り 面の上部 (1) と カ ッ ターの刃 (2) を拭き取 り ます。 予防
メ ンテナン ス ・ キ ッ ト の代わ り に、 イ ソプロ ピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱
イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸し た綿棒を使用する こ と もでき ます。 溶剤が蒸
発する までお待ち く ださい。

 図 22 • カ ッ ター ・ モジュールのク リーニング

5. カ ッ ター ・ シール ド を交換し ます。

6. 電源にプ リ ン タ電源コード を差し込み、 プ リ ン タ をオン (I) にし ます。 
カ ッ ターの刃の下部が適切な動作位置に戻 り ます。

7. カ ッ ターが正常に動作し ない場合は、 資格のあ るサービ ス技師に連絡し て く ださ
い。

1

2
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
この項では、 ト ラブルシューテ ィ ングが必要なエラーについて説明し ます。 各種診
断テス ト も含まれています。
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プ リ ン タにエ ラーが発生し ている場合は、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く だ さい。

LCD にエラー ・ メ ッ セージが表示されていますか ? 「はい」 の場合は、 「LCD エ
ラー ・ メ ッ セージ」 （105 ページ） を参照し て く ださい。

単票ラベルが連続ラベル と し て取 り 扱われますか ? 「はい」 の場合は、 「用紙セン
サーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） を参照し て く
ださい。

リ ボンが正し く セ ッ ト されているのに、 CHECK RIBBON ラ イ ト が点灯し ますか ?
「はい」 の場合は、 「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレーシ ョ
ン」 （88 ページ） を参照し て く ださい。

印字品質に問題があ り ますか ? 「はい」 の場合は、 「印字品質の問題」 （113 ペー
ジ） を参照し て く ださい。

通信に問題があ り ますか ? 「はい」 の場合は、 「通信の問題」 （117 ページ） を参照
し て く ださい。

ラベルが印刷されないか、 正し く 送られない場合には、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て
く だ さい。

正しいラベルのタ イプを使用し ていますか ? ラベルのタ イプを 「用紙のタ イ
プ」 （32 ページ） で確認し て く ださい。

大印字幅よ り も狭いラベルを使用し ていますか ? 「印字幅の設定」 （78 ページ）
を参照し て く ださい。

「用紙経路」 （38 ページ） および 「 リ ボンの装着」 （53 ページ） でラベル と リ ボン
の取 り 付け図を確認し て く ださい。

印字ヘッ ド を調整する必要があ り ますか ? 詳細については、「印刷ヘッ ド圧力の調
整」 （62 ページ） を参照し て く ださい。

センサーをキ ャ リ ブレー ト する必要があ り ますか ? 詳細については、 「用紙セン
サーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） を参照し て く
ださい。

上記の解決策を試し ても問題が解決されない場合には、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て
く だ さい。

「プ リ ン タ診断」 （121 ページ） に説明されている  1 つ以上のセルフテス ト を実行
し ます。 結果を見て問題を把握し て く だ さい。

それでも問題が解決し ない場合は、 「連絡先」 （11 ページ） を参照し てカス タマ ・
サポー ト に連絡し て く ださい。
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LCD エラー ・ メ ッ セージ

エラーが発生する と、 LCD に メ ッ セージが表示されます。 LCD のエラー、 考え られ
る原因、 および奨励される解決策については、 表 17 を参照し て く ださい。
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表 17 • LCD エラー ・ メ ッ セージ

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タの状態

考えられる原因 奨励される解決策

プ リ ン タが停止し、
ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ
が点滅し ている。 

熱転写モード で リ ボンがセ ッ
ト されていないか、 正し く
セ ッ ト されていません。

リ ボンを正し く セ ッ ト し ます。

熱転写モード で リ ボン ・ セン
サーが リ ボンを認識でき ませ
ん。

1. リ ボンを正し く セ ッ ト し ます。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト し ます。
「用紙センサーおよび リ ボン ・ セン
サーのキ ャ リ ブレーシ ョ
ン」 （88 ページ） を参照し て く ださ
い。

熱転写モード で、 用紙が リ ボ
ン ・ センサーをブロ ッ ク し て
います。

1. 用紙を正し く セ ッ ト し ます。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト し ます。
「用紙センサーおよび リ ボン ・ セン
サーのキ ャ リ ブレーシ ョ
ン」 （88 ページ） を参照し て く ださ
い。

熱転写モード で、 リ ボンが正
し く 取 り 付け られているにも
かかわらずプ リ ン タが リ ボン
を認識し ませんでし た。

1. センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷
「センサー ・ プロ フ ィ ールを印刷し
ます。」 （87 ページ） を参照し て く
ださい。 リ ボン切れし きい値 (1) が
高すぎ、 黒い領域 (2) の上部で リ
ボンが検出された こ と を示し てい
ます。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト するか、
プ リ ン タのデフ ォル ト 設定を読み
込みます。 「用紙センサーおよび リ
ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレー
シ ョ ン」 （88 ページ） または 「工場
デフ ォル ト の読み込み」 （85 ペー
ジ） を参照し て く ださい。

感熱用紙を使用し ています
が、 プ リ ン タが誤って熱転写
モード用に設定されているた
め、 リ ボンのセ ッ ト を待って
います。

プ リ ン タ をダ イ レ ク ト ・ サーマル ・
モード に設定し ます。 「 リ ボン使用の
設定」 （86 ページ） を参照し て く ださ
い。

ｱﾗｰﾄ
ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ

1
2
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RIBBON ( リ ボン ) ラ イ ト
が点灯し、 ERROR ( エ
ラー ) ラ イ ト が点滅し てい
る。 ALERT ( ア ラー ト ) ラ
ンプが点滅し ている。 

リ ボンが装着されています
が、 プ リ ン タはダ イ レ ク ト ・
サーマル ・ モード に設定され
ています。

感熱用紙では、 リ ボンは必要あ り ませ
ん。 感熱用紙を使用する場合、 リ ボン
は取 り 外し て く ださい。 このエラー ・
メ ッ セージによ る印刷への影響はあ り
ません。

熱転写用紙に印刷する場合は リ ボンが
必要です。 プ リ ン タ を熱転写モード に
設定し て く ださい。 「 リ ボン使用の設
定」 （86 ページ） を参照し て く ださい。

プ リ ン タが停止し、
ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ
が点滅し ている。 

用紙がセ ッ ト されていない
か、 正し く セ ッ ト されていま
せん。

用紙を正し く セ ッ ト し ます。

用紙センサーの調整不良で
す。

用紙センサーの位置を確認し ます。

プ リ ン タは単票用紙を使用す
る よ う 設定されていますが、
連続用紙がセ ッ ト されていま
す。

適切な用紙タ イプをセ ッ ト するか、 プ
リ ン タ を現在の用紙タ イプに リ セ ッ ト
し、 キ ャ リ ブレー ト を実行し ます。

プ リ ン タが停止し、
ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ
が点滅し ている。

印字ヘッ ド が完全に閉じ てい
ません。

印字ヘッ ド を完全に閉じ ます。

ヘッ ド ・ オープン ・ センサー
が正常に動作し ていません。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださ
い。

ERROR ( エラー ) ラ イ ト が
点滅し ている。

印字ヘッ ド のサー ミ ス タにエ
ラーがあ り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださ
い。

表 17 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タの状態

考えられる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｽ

ｱﾗｰﾄ
ﾖｳｼｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ

ｱﾗｰﾄ
ﾍｯﾄﾞ _ ｵｰﾌﾟﾝ

ｻｰﾐｽﾀ
ｴﾗｰ
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プ リ ン タが停止し、
ERROR ( エラー ) ラ ンプが
点灯し ます。 プ リ ン タに
これらの 3 つの メ ッ セージ
が順に表示されます。

注意 • 印字ヘ ッ ドのデータ ・ ケーブルまたは電源ケーブルが正し く
接続されていないと、 このエラー ・ メ ッ セージが表示される こ と
があ り ます。 印字ヘ ッ ドは高温になっているため、 重度の火傷を

引き起こす危険があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ
さい。

印字ヘッ ド のデータ ・ ケーブ
ルが正し く 接続されていませ
ん。

注意 • この手順を行 う前に、 プ リ ン タの
電源をオフ (O) にし て く だ さい。 電源が
オンのままだ と、 印字ヘ ッ ド を損傷する
おそれがあ り ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印字
ヘッ ド に接続し直し ます。

3. ケーブルのコネ ク タが印字ヘッ ド
のコネ ク タに完全に挿入されてい
る こ と を確認し て く ださい。

4. プ リ ン タ をオン (I) にし ます。

印字ヘッ ド のサー ミ ス タにエ
ラーがあ り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださ
い。

表 17 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タの状態

考えられる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ﾃｲｵﾝ

ｻｰﾐｽﾀ
ｴﾗｰ

ｴﾗｰ_ｼﾞｮｳﾀｲ_ﾍｯﾄﾞ_ｴﾚﾒﾝ
ﾄ _ ﾌﾘｮｳ
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ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ
が点滅し ている状態で、
プ リ ン タは印刷し ます。

注意 • 印字ヘ ッ ドのデータ ・ ケーブルまたは電源ケーブルが正し く
接続されていないと、 このエラー ・ メ ッ セージが表示される こ と
があ り ます。 印字ヘ ッ ドは高温になっているため、 重度の火傷を

引き起こす危険があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ
さい。

印字ヘッ ド の温度が、 動作温
度の下限に近づいています。

印字ヘッ ド が適切な動作温度に達する
まで印刷を続行し ます。 エラーが消え
ない場合には、 動作環境の温度が低す
ぎて適切な印刷ができない場合が考え
られます。 プ リ ン タ を暖かい場所に移
動し て く ださい。

印字ヘッ ド のデータ ・ ケーブ
ルが正し く 接続されていませ
ん。

注意 • この手順を行 う前に、 プ リ ン タの
電源をオフ (O) にし て く だ さい。 電源が
オンのままだ と、 印字ヘ ッ ド を損傷する
おそれがあ り ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印字
ヘッ ド に接続し直し ます。

3. ケーブルのコネ ク タが印字ヘッ ド
のコネ ク タに完全に挿入されてい
る こ と を確認し て く ださい。

4. プ リ ン タ をオン (I) にし ます。

印字ヘッ ド のサー ミ ス タにエ
ラーがあ り ます。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださ
い。

プ リ ン タが停止し、
ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ
が点滅し ている。

注意 • 印字ヘ ッ ドが高温になって、 重度の火傷を引き起こす危険が
あ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ さい。

印字ヘッ ド が高温になってい
ます。

プ リ ン タが冷却する まで時間をおいて
く ださい。 印字ヘッ ド ・ エレ メ ン ト の
温度が許容範囲の動作温度まで低下す
る と、 印刷が自動的に再開されます。

表 17 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タの状態

考えられる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ﾃｲｵﾝ

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ｺｳｵﾝ
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プ リ ン タが停止する。

注意 • 印字ヘ ッ ドが高温になって、 重度の火傷を引き起こす危険が
あ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ さい。

注意 • 印刷ヘ ッ ド ・ アセンブ リ に触れる前に、 プ リ ン タの金属フ
レームを触るか静電気除去リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プおよびマ ッ ト を使
用するなど し て、 蓄積し た静電気をすべて除去し て く だ さい。

印字ヘッ ド が取 り 付け られて
いません。

印字ヘッ ド のデータ ・ ケーブ
ル接続されていません。

印字ヘッ ド が不良です。

注意 • この手順を行 う前に、 プ リ
ン タの電源をオフ  (O) にし て く
だ さい。 電源がオンのままだ と、
印字ヘ ッ ド を損傷するおそれが
あ り ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印字
ヘッ ド に接続し直し ます。

3. ケーブルのコネ ク タが印字ヘッ ド
のコネ ク タに完全に挿入されてい
る こ と を確認し て く ださい。

4. プ リ ン タ をオン (I) にし ます。

5. 問題が解決し ない場合は、 印字
ヘッ ド を交換し ます。

プ リ ン タが停止する。

プ リ ン タで メ モ リ のデフ ラ グ
を実行中です。

注意 • デフ ラグ中は、 プ リ ン タの電源を
オフにし ないで く だ さい。 実行中に電源
を切る と、 プ リ ン タが破損する こ とがあ
り ます。

プ リ ン タがデフ ラ グを終了する まで時
間をおいて く ださい。 このエラー ・
メ ッ セージが頻繁に表示される場合、
ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を確認し て く だ
さい。 メ モ リ の書き込み、 消去を頻繁
に行 う フ ォーマ ッ ト では、 プ リ ン タの
デフ ラ グ頻度が高 く な り ます。 通常、
適切にコード し た ラベル ・ フ ォーマ ッ
ト を使用する と、 デフ ラ グの必要性は

小にな り ます。

このエラー ・ メ ッ セージが消えない場
合は、 技術サポー ト に連絡し て く ださ
い。 プ リ ン タの点検が必要です。

表 17 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タの状態

考えられる原因 奨励される解決策

ﾍｯﾄﾞｴﾚﾒﾝﾄ _ ﾌﾘｮｳ

ﾃﾞﾌﾗｸﾞ _ ﾁｭｳ
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プ リ ン タが停止し、
ALERT ( ア ラー ト ) ラ ンプ
が点滅し ている。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れ
た り し ないよ う に注意し て く だ さい。

カ ッ ターの刃が用紙経路に
入っています。

プ リ ン タの電源をオフにし て、 プ リ ン
タの電源コード を抜き ます。 カ ッ
ター ・ モジ ュールにゴ ミ がないかど う
か点検し、 必要に応じ て 「カ ッ ター ・
モジ ュールの ク リ ーニング」 （101 ペー
ジ） の指示に従って ク リ ーニング し ま
す。

表 17 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD デ ィ スプレ イ
プ リ ン タの状態

考えられる原因 奨励される解決策

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ｶｯﾀｰ ｼﾞｬﾑ
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メ モ リ ・ エ ラー

表 18 の メ モ リ ・ エラーは、 プ リ ン タの メ モ リ が不足し ているため、 LCD の 2 行目に
表示された機能を実行でき ないこ と を示し ています。

表 18 • メ モ リ ・ エラー

問題 /LCD の表示 考えられる原因 奨励される解決策

ビ ッ ト マ ッ プの作成

ビ ッ ト マ ッ プ ・ サイ ズ ( ラ
ベルの長さ / 幅 ) が、 使用
可能な メ モ リ に適し ていま
せん。

以下のいずれかを実行し ます。

• PAUSE ( 一時停止 ) を押し ます。 ~HM 
ZPL コマン ド をプ リ ン タに送信し
て、 空き メ モ リ の容量を表示し ま
す。 次に、 使用可能な メ モ リ に合わ
せてグ ラ フ ィ ッ ク / フ ォーマ ッ ト を
再設計するか、 メ モ リ から ア イ テム
を削除し て容量を増やし ます。

• PAUSE ( 一時停止 ) を押し、 実行中の
フ ォーマ ッ ト 手順を省略し て次の手
順に進みます。 プ リ ン タ を一時停止
にし て、 CANCEL ( キャ ンセル ) を押
し ます。
プ リ ン タは、 現在行っている ラベ
ル ・ フ ォーマ ッ ト を停止し、 次のラ
ベルに進みます。

• プ リ ン タ をオフ  (O) にし てからオン 
(I) にし、 プ リ ン タの メ モ リ を ク リ ア
し ます。

ビ ッ ト マ ッ プの保存

メ モ リ が不足し ているた
め、 作成し たビ ッ ト マ ッ プ
を保存でき ません。

フ ォーマ ッ ト の展開

ラベルが複雑すぎます。

フ ォーマ ッ ト の保存

使用可能な メ モ リ に対し、
フ ォーマ ッ ト が大きすぎま
す。

グ ラ フ ィ ッ ク の保存

使用可能な メ モ リ に対し、
グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージが
大きすぎます。

フ ォ ン ト の保存

メ モ リ が不足し ているた
め、 フ ォ ン ト を保存でき ま
せん。

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ  
BITMAP_ ｻｸｾｲﾁｭｳ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ   
BITMAP_ ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ  
ﾌｫｰﾏｯﾄ _ ﾃﾝｶｲﾁｭｳ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ  
ﾌｫｰﾏｯﾄ _ ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ  
ｸﾞﾗﾌｨｯｸ _ ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ  
ﾌｫﾝﾄ _ ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ
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表 19 は、 印字品質の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決策を示し た もの
です。

表 19 • 印字品質の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

一般的な印字品質の
問題

プ リ ン タが不適切な印字速
度に設定されています。

適な印字品質を得るには、 コ ン ト ロー
ル ・ パネル、 ド ラ イバ、 またはソ フ ト ウ ェ
アを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに設定で
き る 低の印字速度に設定し ます。 「印字速
度の調整」 （77 ページ） を参照し て く ださ
い。 「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス
ト 」 （124 ページ） を実行する こ と をお勧め
し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンに適し て
いないラベル と リ ボンの組
み合わせを使用し ています。

1. 互換性のあ る組み合わせを見出すため、
別のタ イプの用紙または リ ボンに切 り
替えて く ださい。

2. 詳細については、 公認の Zebra 再販業者
または流通業者にお問い合わせ く ださ
い。

プ リ ン タが不適切な濃度レ
ベルに設定されています。

適な印字品質を得るには、 コ ン ト ロー
ル ・ パネル、 ド ラ イバ、 またはソ フ ト ウ ェ
アを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに設定で
き る 低の濃度に設定し ます。 「印字濃度の
調整」 （75 ページ） を参照し て く ださい。
「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス
ト 」 （124 ページ） を実行する と、 適な濃
度設定を確認でき ます。

印字ヘッ ド が汚れています。 印字ヘッ ド を ク リ ーニング し ます。 「印刷
ヘッ ド と プラ テン ・ ローラーの ク リ ーニン
グ」 （94 ページ） を参照し て く ださい。

印字ヘッ ド の圧力またはそ
のバラ ン スが不適切です。

印字ヘッ ド を、 良好な印字品質に必要な
低値に設定し ます。 「印刷ヘッ ド圧力の調
整」 （62 ページ） を参照し て く ださい。

印字ヘッ ド のバラ ン スが不
良です。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。 

複数のラベルに印刷
ヌ ケがあ る。

印刷エレ メ ン ト が損傷し て
います。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

リ ボンにシワがあ り ます。 この表で、 リ ボンにシワがあ る場合の原因
と解決策を参照し て く ださい。
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リ ボンにシワがあ
る。

リ ボンを リ ボン ・ システム
に正し く フ ィ ード し ていな
い。

リ ボンを正し く セ ッ ト し ます。 「 リ ボンの装
着」 （53 ページ） を参照し て く ださい。

焼き付け温度が不適切です。 濃度を、 良好な印字品質を得るために設定
可能な 低値に設定し ます。 「印字濃度の調
整」 （75 ページ） を参照し て く ださい。

印字ヘッ ド の圧力またはそ
のバラ ン スが不適切です。

印字ヘッ ド を、 良好な印字品質に必要な
低値に設定し ます。 「印刷ヘッ ド圧力の調
整」 （62 ページ） を参照し て く ださい。

用紙が正し く フ ィ ード され
ず、 左右に 「ずれて」 いま
す。

用紙ガイ ド を調整し て用紙を正しい位置に
セ ッ ト するか、 サービ ス技師にお問い合わ
せ く ださい。 

印字ヘッ ド のバラ ン スが不
良です。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。 

白紙のラベルに細か
いグレーの線が表示
される。

リ ボンにシワがあ り ます。 この表で、 リ ボンにシワがあ る場合の原因
と解決策を参照し て く ださい。

ラベル全体の印刷が
薄すぎ る、 または濃
すぎ る。

用紙または リ ボンが高速処
理に適し ていません。

高速処理用と し て推奨されているサプラ イ
製品に交換し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンに適し て
いない用紙と リ ボンの組み
合わせを使用し ています。

1. 互換性のあ る組み合わせを見出すため、
別のタ イプの用紙または リ ボンに切 り
替えて く ださい。

2. 詳細については、 公認の Zebra 再販業者
または流通業者にお問い合わせ く ださ
い。

感熱用紙と リ ボンの組み合
わせを使用し ています。

感熱用紙では、 リ ボンは必要あ り ません。
感熱用紙を使用し ているかど う かチェ ッ ク
するには、 「 リ ボンを使用する ケー
ス」 （34 ページ） に記載されている ラベルの
ス ク ラ ッチ ・ テス ト を実行し て く ださい。

印字ヘッ ド の圧力またはそ
のバラ ン スが不適切です。

圧力を、 必要と される 低値に設定し ます。
「印刷ヘッ ド圧力の調整」 （62 ページ） を参
照し て く ださい。

ラベルにしみがつい
ている。

用紙または リ ボンが高速処
理に適し ていません。

高速処理用と し て推奨されているサプラ イ
製品に交換し ます。

ラベルが認識されな
い、 または飛ばされ
る。

プ リ ン タがキ ャ リ ブレー ト
されていません。

プ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト をや り 直し ます。

ラベル ・ フ ォーマ ッ ト が不
適切です。

正しいラベル ・ フ ォーマ ッ ト を使用し ます。

3 つのラベルの う ち 
1 つが認識されない、
または誤印刷され
る。

プラ テン ・ ローラーが汚れ
ています。

「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ローラーのク リ ー
ニング」 （94 ページ） を参照し て く ださい。

用紙が仕様に適合し ていま
せん。

仕様に合った用紙を使用し ます。

表 19 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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フ ォーム上部の位置
が縦方向にずれる。

プ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト
がずれています。

プ リ ン タのキ ャ リ ブレー ト をや り 直し ます。

機械部品と プ リ ン タモード
の標準許容誤差

注記 • +/- 4 ～ 6 ド ッ ト
の行の縦方向のずれ (
約 0.5 mm) は許容範囲
内です。

1. プ リ ン タ をキ ャ リ ブレー ト し ます。 「用
紙センサーおよび リ ボン ・ センサーの
キ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） を参
照し て く ださい。 

2. ラベル上部の位置設定を調整し ます。
「Y 印字基点の調整」 （76 ページ） を参照
し て く ださい。

プラ テン ・ ローラーが汚れ
ています。

プラ テン ・ ローラーを ク リ ーニング し ます。
「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ローラーのク リ ー
ニング」 （94 ページ） を参照し て く ださい。

縦の画像またはラベ
ルがずれる。

プ リ ン タでは単票ラベルが
使用されていますが、 設定
は連続モード になっていま
す。

プ リ ン タ を単票モード に設定し、 必要に応
じ てキ ャ リ ブレー ト を定期的に実行し ます。

用紙センサーが正し く キ ャ
リ ブレー ト されていません。

「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーの
キ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） を参照し
て く ださい。 

プラ テン ・ ローラーが汚れ
ています。

プラ テン ・ ローラーを ク リ ーニング し ます。 
「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ローラーのク リ ー
ニング」 （94 ページ） を参照し て く ださい。

印字ヘッ ド の圧力設定 ( ト
グル ) が不適切です。

印字ヘッ ド の圧力を調整し、 正し く 動作す
る こ と を確認し ます。

リ ボン または用紙が正し く
セ ッ ト されていません。

プ リ ン タが正し く セ ッ ト されている こ と を
確認し ます。

用紙に互換性があ り ません。 ラベル間の切れ目または切れ込みが 2 ～ 4 
mm であ り 、 等間隔であ る こ と を確認し ま
す。 用紙が、 操作モード の 小仕様を下
回ってはいけません。

ラベルに印刷された
バーコード を スキ ャ
ンできない。

印刷が薄すぎ るか濃すぎ る
ため、 バーコード が仕様を
満た し ていません。

「FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス
ト 」 （124 ページ） を実行し ます。 必要に応
じ て印刷濃度または印刷速度を調整し ます。

バーコード の周囲に十分な
空白があ り ません。

ラベル上のバーコード と その他の印刷領域
の間、 およびバーコード と ラベルの端の間
には、 低 3.2 mm (1/8 イ ンチ ) の空白を残
し ておき ます。

表 19 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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キャ リ ブレー ト の問題

表 20 は、 キ ャ リ ブレー ト の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決策を示し
た ものです。

表 20 • キャ リ ブレー ト の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルでの印刷整合
性のロ ス。 フ ォーム
上部の位置が縦方向
にずれる。

プラ テン ・ ローラーが汚れ
ています。

「印刷ヘッ ド と プラ テン ・ ローラーのク リ ー
ニング」 （94 ページ） の手順に従ってプラ テ
ン ・ ローラーを ク リ ーニング し ます。

用紙ガイ ド の位置が正し く
あ り ません。

用紙ガイ ド が正し く セ ッ ト されている こ と
を確認し ます。

用紙タ イプの設定が不適切
です。

正しい用紙のタ イプ ( ギ ャ ッ プ / 切れ込み、
連続またはマーク ) 用にプ リ ン タ を設定し
ます。 「用紙タ イプの設定」 （76 ページ） を
参照し て く ださい。

用紙タ イプで誤ったセン
サーが使用されています。

使用する正しいセンサーを手動で選択し ま
す。 「用紙センサーの選択」 （77 ページ） を
参照し て く ださい。

自動キ ャ リ ブレー ト
に失敗し ま し た。

用紙または リ ボンが正し く
セ ッ ト されていません。 

用紙と リ ボンが正し く セ ッ ト されている こ
と を確認し ます。 

センサーが用紙または リ ボ
ンを検出でき ませんでし た。 

プ リ ン タ を手動でキ ャ リ ブレー ト し ます。
「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーの
キ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） を参照し
て く ださい。

センサーが汚れているか、
用紙が正し く セ ッ ト されて
いないため、 センサーが検
出でき ません。

センサーが ク リ ーニング され、 用紙が正常
にセ ッ ト されている こ と を確認し ます。
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通信の問題

表 21 は、 通信の問題、 考え られる原因、 および奨励される解決策を示し た もので
す。

表 21 • 通信の問題

問題 考え られる原因 奨励される解決策

ラベルのフ ォーマ ッ ト が
プ リ ン タに送信されたが
認識されない。 

通信パラ メ ータが不適切
です。

プ リ ン タの ド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェア
の通信設定を確認し ます ( 必要な場合 )。

シ リ アル通信を使用し ている場合は、 ヌ
ル ・ モデム ・ ケーブルまたはヌル ・ モデ
ム ・ アダプタ を使用し ている こ と を確認
し て く ださい。

ド ラ イバを使用し ている場合は、 ド ラ イ
バの通信設定が接続に適し た ものであ る
かど う かを確認し ます。

ラベルのフ ォーマ ッ ト が
プ リ ン タに送信されま し
た。 ラベルが何枚か印刷
されるが、 その後、 プ リ
ン タでラベル上の画像が
飛ぶか、 誤った位置に配
置されるか、 印刷されな
いか、 ゆがんで印刷され
る。

シ リ アル通信設定が不適
切です。

フ ロー制御設定が一致する こ と を確認し
ます。

通信ケーブルの長さ を確認し ます。 要件
については、 27 ページの表 5 を参照し て
く ださい。

プ リ ン タの ド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェア
の通信設定を確認し ます ( 必要な場合 )。

ラベルのフ ォーマ ッ ト が
プ リ ン タに送信されたが
認識されない。 印刷が行
われない。

プ リ ン タに設定されてい
るプレ フ ィ ッ ク ス文字と
デ リ ミ タ文字がラベル ・
フ ォーマ ッ ト の文字と一
致し ていません。

プレ フ ィ ッ ク ス文字とデ リ ミ タ文字を確
認し ます。 要件については、 「コマン ド文
字の設定」 （83 ページ） および 「デ リ ミ タ
文字を設定し ます。」 （84 ページ） を参照
し て く ださい。

誤ったデータがプ リ ン タ
に送信されています。

コ ンピ ュータの通信設定を確認し ます。
設定がプ リ ン タの設定に一致する こ と を
確認し ます。

プ リ ン タの動作言語が使用し ている ラベ
ル ・ フ ォーマ ッ ト と一致する こ と を確認
し ます。 「プ リ ン タ言語モード」 （22 ペー
ジ） を参照し て く ださい。

それでも問題が解決し ない場合は、 ラベ
ル ・ フ ォーマ ッ ト を確認し ます。
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リボンの問題

表 22 は、 リ ボンに関し て発生する可能性のあ る問題、 考え られる原因、 および奨励
される解決策を示し た ものです。

注記 • こ の項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

表 22 • リボンの問題

問題 考え られる原因 奨励される解決策

リ ボンが損傷または溶解
し ている。

濃度の設定が高すぎます。 1. 濃度の設定を下げて く ださい。 
2. 印字ヘッ ド を完全にク リ ーニング し て

く ださい。

リ ボンがな く なって もプ
リ ン タが検知し ない。

リ ボンをセ ッ ト せずにプ
リ ン タがキ ャ リ ブレー ト
されま し た。 リ ボンは後で
セ ッ ト され、 プ リ ン タの
再キ ャ リ ブレー ト または
プ リ ン タ ・ デフ ォル ト 値
の読み込みが行われてい
ません。

リ ボンをセ ッ ト し た状態でプ リ ン タ を
キ ャ リ ブレー ト するか、 プ リ ン タ ・ デ
フ ォル ト 値を読み込んで く ださい。 「用紙
センサーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ
リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） または 「工
場デフ ォル ト の読み込み」 （85 ページ） を
参照し て く ださい。

「ﾘﾎﾞﾝ」 パラ メ ータ を
「ｼﾞｯｺｳ」 に設定し、 リ
ボンを正し く プ リ ン タに
装着し ているにもかかわ
らず、 プ リ ン タがダ イ レ
ク ト ・ サーマル ・ モード
から切 り 替わら ない ( プ
リ ン タ設定ラベルに表示
される )。

リ ボンが正し く 装着され
ているにもかかわらず、
プ リ ン タが リ ボン切れを
表示する。

プ リ ン タが、 使用し てい
る ラベルおよび リ ボンに
合わせてキ ャ リ ブレー ト
されていません。

 「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサー
のキ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） の
キ ャ リ ブレー ト 手順を実行し て く ださい。
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表 23 は、 プリ ンタに関するそ他の問題、 考えられる原因、 および奨励される解決策
を示したものです。

表 23 • その他のプリンタの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

LCD に判読できな
い言語が表示され
る。

コン ト ロール ・ パネルまた
はファームウェア ・ コマン
ドによって言語パラ メータ
が変更されました。

「表示言語の選択」 （73 ページ） の手順を実
行します。

LCD の文字または
文字の一部が欠けて
いる。

LCD の交換が必要な可能性
があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。

パラ メータの設定変
更が反映されていな
い。

パラ メータの設定が不適切
です。

1. パラ メータを設定し、 永久的に保存し
ます。 

2. プリ ンタの電源をオフ  (O) にしてからオ
ン (I) にします。

コマンドによ り、 パラ メー
タの変更機能がオフになっ
ています。

使用しているプリ ンタ言語の 『プログラ ミ
ング ・ ガイ ド』 を参照するか、 サービス技
師にお問い合わせください。

ファームウェア ・ コマンド
によ り、 パラ メータが以前
の設定に戻されています。

使用しているプリ ンタ言語の 『プログラ ミ
ング ・ ガイ ド』 を参照するか、 サービス技
師にお問い合わせください。

それでも解決しない場合は、
メ イン ・ ロジッ ク ・ ボード
に問題がある可能性があ り
ます。

サービス技師にお問い合わせください。

切り取りモードから
剥離モードに切り替
えてもプ リ ンタが切
り替わらない。

剥離アセンブリ を開けた状
態でプリ ンタの電源をオン
にした場合、 プ リ ンタはラ
ベル剥離センサーを認識し
ません。 このセンサーを認
識しない限り、 プ リ ンタは
剥離モードでは動作しませ
ん。

1. 剥離アセンブリ を閉じます。

2. 切り取り / 剥離バー上にラベルがないこ
とを確認します。

3. コン ト ロール ・ パネルでプリ ンタを剥
離モードに設定し、 変更を保存します。

4. プリ ンタの電源をオフ  (O) にしてからオ
ン (I) にします。
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プ リ ン タのキ ャ リ ブ
レー ト に失敗する
か、 ラベルの Y 印字
基点を検出できな
い。

プ リ ン タが、 使用し ている
ラベルに合わせてキ ャ リ ブ
レー ト されていません。

「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーの
キ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） のキ ャ リ
ブレー ト 手順を実行し て く ださい。

プ リ ン タが連続用紙用に設
定されています。

用紙タ イプを単票用紙に設定し ます。 「用紙
タ イプの設定」 （76 ページ） を参照し て く だ
さい。

ド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェ
アが適切に設定されていま
せん。

ド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェアの設定によ り 、
プ リ ン タの設定を上書きでき る コマン ド が
生成されます。 ド ラ イバまたはソ フ ト ウ ェ
アの用紙に関する設定を確認し ます。

単票ラベルが連ラベ
ル と し て取 り 扱われ
る。

プ リ ン タが、 使用し ている
用紙に合わせてキ ャ リ ブ
レー ト されていません。

「用紙センサーおよび リ ボン ・ センサーの
キ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） のキ ャ リ
ブレー ト 手順を実行し て く ださい。

すべてのラ ンプが点
灯し ているが、 LCD 
に何も表示されず、
プ リ ン タがロ ッ ク さ
れて動かない。

内部の電子的傷害または
フ ァーム ウ ェアの故障です。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

パワーオン ・ セル
フ ・ テス ト の実行
中、 プ リ ン タがロ ッ
ク される。

メ イ ン ・ ロ ジ ッ ク ・ ボード
の故障です。

サービ ス技師にお問い合わせ く ださい。

表 23 • その他のプ リ ン タの問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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セルフ ・ テス ト およびその他の診断テス ト では、 プ リ ン タの状態に関する情報が提
供されます。 これらのセルフ ・ テス ト では、 印刷サンプルが出力され、 プ リ ン タの
動作状態を判断するための特定の情報が提供されます。 も一般的に使用される テ
ス ト は、 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト と  CANCEL セルフ ・ テス ト です。

各セルフ ・ テス ト を実行するには、 プ リ ン タの電源をオン (I) にする と きに特定のコ
ン ト ロール ・ パネル ・ キーまたはキーの組み合わせを押し ます。 キーは 初のイ ン
ジケータ ・ ラ ンプがオフになる まで押し続けます。 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト が
終了する と、 選択し たセルフ ・ テス ト が自動的に開始されます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST) は、 プ リ ン タの電源がオン (l) になるたびに実
行されます。 このテス ト では、 コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプ (LED) のオン / オフ
を切 り 替え、 正し く 動作する こ と を確認し ます。 このセルフ ・ テス ト の終了時には、
電源 LED のみが点灯し ています。 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト が終了する と、 用紙
は正しい位置に送られます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をオン (I) にし ます。

電源 LED が点灯し ます。 それ以外のコ ン ト ロール ・ パネルの LED および LCD 
は、 テス ト の進行状況を監視し、 各テス ト の結果を表示し ます。 POST では、 す
べての メ ッ セージは英語で表示されますが、 テス ト が失敗し た場合はその他の言
語でも順次表示されます。

重要 • セルフ ・ テス ト を実施する場合は、 用紙全幅を使用し ます。 用紙に十分な幅
がない と、 テス ト ・ ラベルがプラ テン ・ ローラーに印刷される場合があ り ます。

注記 • 

• セルフ ・ テス ト を実行する と きは、 ホス ト からプ リ ン タにデータ を送信し ないで
く ださい。

• 使用し ている用紙が印刷する ラベルよ り も短い場合、 テス ト ・ ラベルは次のラベ
ルに続けて印刷されます。

• 完了する前にセルフ ・ テス ト を取 り 消す場合は、 電源をオフ  (O) にし てからオン 
(l) にし、 プ リ ン タ を リ セ ッ ト し て く ださい。
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CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト

CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト では、 設定ラベルが印刷されます ( 図 23 を参
照 )。

CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを押し ながら、 プ リ ン タ をオン (I) にし ます。 フ ロ
ン ト ・ パネルの 初のラ ンプが消え る まで、 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを押し
続けます。

プ リ ン タ設定ラベルが印刷されます ( 図 23 を参照 )。

 図 23 • 設定ラベルのサンプル
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このセルフ ・ テス ト は、 プ リ ン タの機械部品を調整するために必要なテス ト ・ ラベ
ルの印刷や、 印字ヘッ ド ・ エレ メ ン ト が機能し ていないかど う かの判別に使用でき
ます。 図 24 に印刷サンプルを示し ます。

PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト を実行するには、 次の手順を実行し ます。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し ながら、 プ リ ン タの電源をオン (I) にし ます。 フ
ロ ン ト ・ パネルの 初のラ ンプが消え る まで、 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し
続けます。

• 初のセルフテス ト では、 15 のラベルがプ リ ン タの 低速度で印刷され、 そ
の後、 プ リ ン タは自動的に一時停止し ます。 PAUSE ( 一時停止 ) を押すたび
に、 さ らに 15 枚のラベルが印刷されます。 図 24 はラベルのサンプルを示し
ています。

 図 24 • PAUSE ( 一時停止 ) テス ト のラベル

• プ リ ン タが一時停止し ている間に CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを押すと、 セ
ルフ ・ テス ト が変更されます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押すたびに、 15 
枚のラベルが 1 秒あた り  152 mm (6 イ ンチ ) 印刷されます。

• プ リ ン タが一時停止し ている間に CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを再び押す
と、 2 回目のセルフ ・ テス ト の変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ン
を押すたびに、 50 のラベルがプ リ ン タの 低速度で印刷されます。

• プ リ ン タが一時停止し ている間に CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを再び押す
と、 3 回目のセルフ ・ テス ト の変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ン
を押すたびに、 50 枚のラベルが 1 秒あた り  152 mm (6 イ ンチ ) 印刷されま
す。

• プ リ ン タが一時停止し ている間に CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを再び押す
と、 4 回目のセルフ ・ テス ト の変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ン
を押すたびに、 15 のラベルがプ リ ン タの 大速度で印刷されます。

• このセルフ ・ テス ト を途中で終了するには、 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタ ンを
押し続けます。
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FEED ( フ ィ ー ド ) セルフ ・ テス ト

用紙のタ イプが異な る と、 別の濃度設定が必要な場合があ り ます。 この項では、 仕
様の範囲内のバーコード を印刷するための 適な濃度を判断でき る、 簡単で効果的
な方法を説明し ます。

FEED ( フ ィ ード ) セルフ ・ テス ト では、 各ラベルは異なる濃度設定と  2 種類の印字
速度で印刷されます。 各ラベルには、 相対濃度と印刷速度が印刷されます。 これら
のラベルのバーコード については、 ANSI の判定を利用し てその印刷品質を確認でき
ます。

このテス ト では、 1 組のラベルが 2 ips で、 別の 1 組が 6 ips で印刷されます。 濃度値
はプ リ ン タの現在の濃度値 ( 相対濃度 3) よ り 低い 3 種類の設定で開始され、 徐々に
濃度を増し、 後に現在の濃度値 ( 相対濃度 +3) よ り も高い 3 種類の設定で印刷され
ます。 

FEED ( フ ィ ー ド ) セルフ ・ テス ト を実行するには、 次の手順に従います。

1. 設定ラベルを印刷し、 プ リ ン タの現在の設定を確認し ます。

2. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

3. FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ンを押し ながら、 プ リ ン タ をオン (I) にし ます。 コ ン ト
ロール ・ パネルの 初のラ ンプが消え る まで、 FEED ( フ ィ ー ド )  ボタ ンを押し続
けます。

プ リ ン タが、 さ まざまな速度と濃度設定 ( 図 25) で一連のラベルを印刷し ます。
濃度の設定には、 設定ラベルに示されている値よ り も高いもの と低いものが含ま
れます。

 図 25 • FEED ( フ ィ ー ド ) テス ト ・ ラベル
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4. 図 26 および表 24 を参照し て く ださい。 テス ト ・ ラベルを見て、 どのラベルがア
プ リ ケーシ ョ ンに 適な印刷品質であ るかを判断し ます。 バーコード検証器があ
る場合は、 バーコード検証器を使用し てバー / 空白部分を測定し、 印刷のコ ン ト
ラ ス ト を計算し ます。 バーコード検証器がない場合は、 目視およびシステム ・ ス
キ ャナを使用し て、 このセルフ ・ テス ト で印刷される ラベルに基づいて 適の濃
度設定を選択する こ と をお勧めし ます。

 図 26 • バーコー ドの濃度比較
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5. 相対濃度の値と印刷速度は、 適なテス ト ・ ラベルに印刷されます。

6. 相対濃度の値を加え るか差し引いて、 設定ラベルで指定された濃度の値を調整し
ます。 結果の数値 (0 ～ 30) が、 そのラベル と リ ボンの組み合わせおよび印刷速
度に 適な濃度の値と な り ます。

7. 必要に応じ て、 濃度の値を 適テス ト ・ ラベルで確された値に変更し ます。 「印
字濃度の調整」 （75 ページ） を参照し て く ださい。

8. 必要に応じ て、 適なテス ト ・ ラベルの印刷速度と同じ速度にし ます。 「印字速
度の調整」 （77 ページ） を参照し て く ださい。

表 24 • バーコー ドの品質判定

印字品質 説明

濃すぎ る 明らかにラベルが濃すぎます。 判読可能ですが、 「仕様範
囲内」 と は認められません。 
• 標準バーコード のバーのサイ ズが大き く なっています。

• 小さい英数字の文字の開いた部分にイ ン クがたま る場合
があ り ます。 

• 回転バーコード のバーと空白部分が混じ っています。

やや濃い やや濃いラベルは、 一目瞭然には判別でき ません。 
• 標準バーコード は、 「仕様範囲内」 です。 
• 小さい英数字の文字が太 く 、 つぶれている場合も あ り ま

す。 
• 回転バーコード の空白部分が、 「仕様範囲内」 のものに

比べて小さいため、 コード を判読でき ない場合があ り ま
す。

「仕様範囲内」 「仕様範囲内」 のバーコード は検証器でのみ確認可能です
が、 見た目で判断でき る特徴がい く つかあ り ます。

• 標準バーコード のバーは、 完全でむらがな く 、 空白部分
は鮮明ではっ き り と見分け られます。 

• 回転バーコード のバーが完全で色むらがな く 、 空白部分
は鮮明ではっ き り と見分け られます。 やや濃いバーコー
ド よ り 不鮮明な場合も あ り ますが、 このバーコード は
「仕様範囲内」 です。 

• 標準モード と回転モード のいずれにおいて も、 小さい英
数字がはっ き り し ています。

やや薄い 「仕様範囲内」 のバーコード には、 場合によ ってはやや濃
いラベルよ り もやや薄いラベルのほ う が好まれます。 
• 標準バーコードおよび回転バーコード はどち ら も仕様範

囲内ですが、 小さい英数字が不鮮明な場合があ り ます。

薄すぎ る 明らかにラベルが薄すぎます。 
• 標準バーコードおよび回転バーコード のバーと空白部分

が不完全です。 
• 小さい英数字を判読でき ません。
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FEED ( フ ィ ー ド ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト

このセルフ ・ テス ト を実行する と、 プ リ ン タの設定が工場出荷時のデフ ォル ト 値に
一時的に リ セ ッ ト されます。 これらの値は、 メ モ リ に永久に保存し ない限 り 、 電源
がオンになっている間のみア ク テ ィ ブにな り ます。 デフ ォル ト 値が永久に保存され
た場合は、 用紙のキ ャ リ ブレー ト 手順を実行する必要があま り す。

FEED ( フ ィ ー ド ) および PAUSE ( 一時停止 ) のセルフ・テス ト を実行するには、次の
手順に従います。

1. プ リ ン タ をオフ  (O) にし ます。

2. FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ン と  PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し ながら、 プ リ ン タの
電源をオン (I) にし ます。

3. フ ロ ン ト ・ パネルの 初のラ ンプが消え る まで、 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタ ンおよび 
PAUSE ( 一時停止 ) ボタ ンを押し続けます。

プ リ ン タの設定が、 一時的に工場出荷時のデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。 こ
のテス ト の 後にラベルが印刷される こ と はあ り ません。
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通信診断テス ト

通信診断テス ト は、 プ リ ン タ と ホス ト ・ コ ンピ ュータの内部接続を確認するための
ト ラブルシ ューテ ィ ング ・ ツールです。

プ リ ン タが診断 (hex 進ダンプ ) モード中は、 ホス ト ・ コ ンピ ュータから送信された
データがすべて ASCII 文字と し て印刷されます。 ASCII テキス ト の下には、 16 進値
が表示されます。 プ リ ン タは、 CR ( 改行 ) などの制御コード を含め、 受信し たすべ
ての文字を印刷し ます。 図 27 は、 このテス ト によ る一般的なテス ト ・ ラベルを示し
た ものです。

 図 27 • 通信診断テス ト ・ ラベル

通信診断モー ド を終了するには、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷幅を、 テス ト に使用する ラベルの幅以下に設定し ます。 詳細については、
「印字幅の設定」 （78 ページ） を参照し て く ださい。

2. Hex ダンプモード を YES ( 実行 ) に設定し ます。 詳細は、 「Hex ダンプ」 （84 ペー
ジ） を参照し て く ださい。

プ リ ン タは診断モード にな り 、 ホス ト ・ コ ンピータから受信し たすべてのデータ
がテス ト ・ ラベルに印刷されます。

3. テス ト ・ ラベルのエラー ・ コード を確認し ます。 エラーがあ る場合は、 通信パラ
メ ータが正しいこ と を確認し ます。 
テス ト ・ ラベルのエラーは、 以下の とお り です。

• FE はフ レー ミ ング ・ エラーを示し ます。

• OE はオーバーラ ン ・ エラーを示し ます。

• PE はパ リ テ ィ ・ エラーを示し ます。

• NE は ノ イ ズを示し ます。

4. このセルフ ・ テス ト を終了し て通常の操作に戻るには、 プ リ ン タの電源をオ
フ (O) にし てからオン (I) にし ます。

注記 • テス ト ・ ラベルは上下が逆になって印刷されます。
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センサー ・ プロ フ ィ ール

センサー ・ プロ フ ィ ール ・ ラベルを使用し て、 次の種類の問題を ト ラブルシュー
テ ィ ング し ます。

• 用紙センサーでラベル間のギャ ッ プ ( ウ ェブ ) を判定できない

• 用紙センサーが、 ラベルの事前印刷の領域をギャ ッ プ ( ウ ェブ ) と誤って認識す
る

• リ ボン ・ センサーが リ ボンを検出でき ない

センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷手順については、 「センサー ・ プロ フ ィ ールを印刷し
ます。」 （87 ページ） を参照し て く ださい。 センサーの感度を調整するには、 「用紙セ
ンサーおよび リ ボン ・ センサーのキ ャ リ ブレーシ ョ ン」 （88 ページ） を実行し ます。 

リボン ・ センサー ・ プロ フ ィ ール ( 図 28)  センサー・ プロ フィ ールの線 (1) は、 リ ボ
ン・ センサーの読み取り 値を示し ま す。 リ ボン・ センサーのし き い値設定は、「 リ ボ

ン」 (2) と いう 語で示さ れま す。 リ ボンの読み取り 値がし き い値未満の場合、 プリ ンタ
はリ ボンがセッ ト さ れたこ と を認識し ま せん。

 図 28 • センサー ・ プロ フ ィ ール ( リボンのセクシ ョ ン )

用紙センサー ・ プロ フ ィ ール ( 図 29)  用紙センサーの読み取り 値は、 センサー・ プ
ロ フィ ールで棒と 平ら な領域で示さ れま す。 棒 (1) は、 ラ ベル間のギャ ッ プ ( ウ ェ ブ ) 
を示し 、 低いと こ ろ  (2) はラ ベルの場所を示し ま す。 センサー・ プロ フィ ールの印刷
サンプルを用紙の空白の長さ と 比較する と 、 棒は用紙のギャ ッ プと 同じ 長さ になり ま
す。 距離が同じ でないと 、 プリ ンタ でギャ ッ プの位置を判定でき ていま せん。

用紙センサーのし きい値設定は、 用紙し きい値は 「用紙」 (3)、 ウ ェブし きい値は
「ウ ェ ブ」） (4) で示されます。 センサー読み取 り 値の左側の数値を使用し て、 セン
サー設定の数値と比較し ます。

注記 • リ ボンに関する部分は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみラベルに印
刷されます。

1

2
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 図 29 • センサー ・ プロ フ ィ ール ( 用紙のセクシ ョ ン )

21

3 4
13290L-074 改訂 A S4M ユーザー ・ ガイ ド 2009/6/12



7
仕様
この項では、 プ リ ン タの機能および仕様について説明し ます。
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一般的な仕様

一般的な仕様

高さ 11.6 イ ンチ 295 mm

幅 10.7 イ ンチ 272 mm

奥行き 18.8 イ ンチ 477 mm

重量 ( オプシ ョ ンを含まない ) 27.2 lbs. 12.4 kg

電源 90 ～ 264 VAC、 47 ～ 63 Hz、 3 Amps (100 W)

温度 作動時 40° ～ 104°F 5° ～ 40°C

保管時 –40° ～ 140°F –40° ～ 60°C

相対湿度 作動時 20 ～ 85% ( 結露- な き こ と )

保管時 5 ～ 85% ( 結露な き こ と )

通信イ ン ターフ ェ イ ス • RS-232/CCITT V.24 シ リ アル ・ データ ・ イ ン
ターフ ェ イ ス : 300 ～ 115000 ボー、 パ リ テ ィ あ
り 、 ビ ッ ト / 文字、 7 または 8 データ ・ ビ ッ ト 、
XON-XOFF、 RTS/CTS または DTR/DSR ハン ド
シェ イ ク ・ プロ ト コルが必要。 5 V にて 750 mA 
( ピン 1 ~ 9)

• USB 1.1 データ ・ イ ン ターフ ェ イ ス

• 以下のいずれかが必要です

• 8 ビ ッ ト ・ パラ レル ・ データ ・ イ ン ターフ ェ
イ ス : IEEE 1284 双方向パラ レルをサポー ト 、
ニブル ・ モード準拠

• 内蔵の 10/100 イーサネ ッ ト

• 802.11b/g ワ イヤレ ス ・ カード のサポー ト
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機関による認証

機関によ る認証 • IEC60950-1
• EN55022:Class B
• EN55024
• EN61000-3-2、 -3-3

製品表示 • cULus
• CE Marking
• FCC-B
• ICES-003
• VCCI
• C-Tick
• NOM
• CCC
• GOST-R
• S-Mark (Argentina)
• MIC
• BSMI
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印刷仕様

印刷仕様

印刷解像度 8 ド ッ ト /mm 203 ド ッ ト / イ ンチ

12 ド ッ ト /mm 300 ド ッ ト / イ ンチ

ド ッ ト ・ サイ ズ 
( 幅 x 高さ )

8 ド ッ ト /mm 0.125 mm x 0.125 mm 0.0049 イ ンチ x 
0.0049 イ ンチ

12 ド ッ ト /mm 0.084 mm x 0.099 mm 0.0033 イ ンチ x 
0.0039 イ ンチ

大印字幅 8 ド ッ ト /mm 104 mm 1044.09 イ ンチ

12 ド ッ ト /mm 106 mm 4.1 イ ンチ

バー ・ コード ・
モジ ュ ラ ス  （X） 
寸法

8 ド ッ ト /mm 5 mil ～ 50 mil

12 ド ッ ト /mm 3.3 mil ～ 33 mil

プロ グ ラ ム可能
な一定印字速度

203 ド ッ ト / イ ンチ
および 300 ド ッ ト /
イ ンチ

1 秒あた り : 
51 mm
76 mm
102 mm
127 mm
152 mm

1 秒あた り : 
2 イ ンチ
3 イ ンチ
4 イ ンチ
5 イ ンチ
6 イ ンチ



135仕様
用紙仕様

2009/6/12 S4M ユーザー ・ ガイ ド 13290L-074 改訂 A

用紙仕様

用紙仕様

ラベル長 小 ( 切 り 取 り ) 17.8 mm 0.7 イ ンチ

小 ( 剥離 ) 12.7 mm 0.5 イ ンチ

大 991 mm 39 イ ンチ

ラベル幅 小 19 mm 0.75 イ ンチ

大 114 mm 4.5 イ ンチ

厚さ合計 
( ラ イナーを含む場合 )

小 0.076 mm 0.003 イ ンチ

大 0.25 mm 0.010 イ ンチ

大ロール外径 76 mm (3 イ ンチ ) コ ア 203 mm 8 イ ンチ

25 mm (1 イ ンチ ) コ ア 152 mm 6 イ ンチ

ラベル間間隔 小 2 mm 0.079 イ ンチ

推奨値 3 mm 0.118 イ ンチ

大 4 mm 0.157 イ ンチ

チケ ッ ト / タ グ溝サイ ズ ( 幅 x 高さ ) 6 mm x 3 mm 0.25 イ ンチ x 0.12 
イ ンチ

穴直径 3 mm 0.125 イ ンチ

溝または穴位置
( 内側の用紙端から中央に )

小 3.8 mm 0.15 イ ンチ

大 57 mm 2.25 イ ンチ

濃度、 光学濃度計 (ODU) ( 黒マーク ) > 1.0 ODU

大用紙印字濃度 < 0.5 ODU

透過式センサー 固定 内側の端から  11 mm (7/16 in.) の位置



仕様
リボン仕様
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リボン仕様

リ ボンは被覆側が外側になる よ う に巻かれている必要があ り ます。

注記 • こ の項は、 熱転写オプシ ョ ンが装着されたプ リ ン タのみに適用されます。

リ ボン仕様

リ ボン幅

(Zebra は、 印刷ヘッ ド が過剰に摩耗し
ないよ う に、 少な く と も用紙の幅以上
の幅の リ ボンを使用する こ と をお勧め
し ます。）

小 >51 mm* 2 イ ンチ *

大 109 mm 4.3 イ ンチ

標準長 2:1 用紙対 リ ボン比率 300 m 984 フ ィ ー ト

3:1 用紙対 リ ボン比率 450 m  1476 フ ィ ー ト

リ ボン ・ コ アの内側直径 25.4 mm 1 イ ンチ

* 用途によ っては、 リ ボンが使用する用紙よ り も幅が大きい限 り 、 51 mm (2 in.) よ り も狭い リ ボンを使用でき る
場合があ り ます。 狭い リ ボンを使用する際は、 用紙と合わせて リ ボンのパフ ォーマン ス をテス ト し て、 希望の
結果が得られる こ と を確認し て く ださい。



A
ZPL II のコマン ド
この項では、 S4M で追加または変更された ZPL II コマン ド について説明し ます。
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ZPL II のコ マン ド
^KP
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^KP
パスワー ドの定義 

説明   ^KP コマン ド は、 フ ロ ン ト ・ パネルのス イ ッチ と  LCD セ ッ ト ア ッ プ ・ モード
にア ク セスするために入力する必要のあ るパス ワード の定義に使用し ます。 このプ
リ ン タのパス ワード構造の詳細については、 「パラ メ ータのパス ワード保
護」 （68 ページ） を参照し て く だ さい。

フ ォーマ ッ ト    ^KNa,b

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

すべてのパラ メ ータのパスワー ド保護  すべてのパラ メ ータ をパス ワード保護するに
は、 各レベルのパス ワード を指定し て ^KP ZPL II コマン ド を送信し ます。

パスワー ドの無効化  特定レベル と それ以下のレベルに対し てパス ワード保護機能を
無効にするには、 ^KP ZPL II コマン ド を使用し てパス ワード を  0000 に設定し ます。 
パス ワード保護機能を再び有効にするには、 ZPL  II コマン ド を送信し て、 0 以外の
任意の数字をパス ワード に設定し ます。

デフ ォル ト ・ パスワー ドへの復帰  パス ワード を忘れた場合には、 プ リ ン タ  をデ
フ ォル ト の工場出荷時設定に戻すこ と によ り 、 デフ ォル ト のパス ワード に戻すこ と
ができ ます。 ただし、 その他すべての プ リ ン タ ・ パラ メ ータ もデフ ォル ト 値に戻る
ため、 パス ワード をデフ ォル ト 値に戻す場合には注意が必要です。

ZPL を使用し て プ リ ン タ  をデフ ォル ト の工場出荷時設定に戻すには、 次のコマン ド
を送信し ます。

^XA
^JUF
^XZ

・ パラ メ ータ 詳細

a = 4 桁の必須の
パス ワード

どのレベルでも  0000 のパス ワード は、 そのレベルおよびその
レベルよ り 下のすべてのレベルのパス ワード ・ チェ ッ ク を無
効にし ます。 プ リ ン タ  Web ページはレベル 3 パス ワード を想
定し ます。

有効値 : 0000 ～ 9999 の任意の 4 桁の数字

デフ ォル ト 値 : 
• Level 49999
• Level 31234
• Level 20000
• Level 10000

b = パス ワード ・
レベル

有効値 : 1, 2, 3, 4
デフ ォル ト 値 : 3

例 •  次の例は、 レベル 3 の 5678 のパス ワード の設定方法を示し ています。

^XA
^KP5678,3
^XZ



エンド ・ ユーザー使用許諾契約
ご使用になる前に、 本 「エンド ・ ユーザー使用許諾契約」 ( 以下 「本契約」 といいま
す ) の条項をお読みください。 本契約は、 こ こに示される  Zebra コンピュータ ・ ソフ
ト ウェアまたはファーム ・ ウェアあるいはその両方、 およびそれに関連したあらゆ
る媒体、 印刷物、 「オンライン」 文書または電子文書 ( 以下、 これらを総称して 「ソ
フ ト ウェア」 といいます ) に関してお客様 ( 個人または法人のいずれかであるかを問
いません ) と  Zebra Technologies International, LLC ( 以下 「Zebra」 といいます ) の間で
締結する法的な契約です。 本ソフ ト ウェアをインス トールまたは使用するこ とに
よって、 お客様は本契約の条項に拘束されるこ とに同意されたものと します。 本契
約の条項に同意されない場合、 本ソフ ト ウェアのインス トールまたは使用はできま
せん。 

1. ライセンスの許諾。  本ソフ ト ウェアは、 著作権およびその他の知的財産権に関す
る法律および国際条約によって保護されています。 本ソフ ト ウェアは、 本契約の条
項に従ってライセンス許諾されるものであ り、 販売されるものではあ り ません。 
Zebra は、 本契約の条項に従い、 本契約の期間を通して本ソフ ト ウェアを限定的、 個
人的かつ非独占的に使用する権利をお客様に許諾します。 関連した Zebra プリ ンタ
は、 お客様の内部的な使用に限定され、 それ以外の目的に使用するこ とはできませ
ん。 本ソフ ト ウェアの一部または全部がお客様によってインス トールされるこ とを
目的と して提供される場合に限り、 本ソフ ト ウェア 1 部を規定に基づいて 1 台のコ
ンピュータ、 ワークステーシ ョ ン、 端末、 またはその他のデジタル電子機器 ( 以下
「電子機器」 といいます ) の 1 台のハードディ スクまたはその他のス ト レージ装置に
インス トールし、 当該ソフ ト ウェア 1 部のみが動作する場合に限って電子機器にイ
ンス トールされた本ソフ ト ウェアにアクセスして使用するこ とができます。 お客様
が個人ではなく法人の場合、 お客様の事業に付随して本ソフ ト ウェアを使用する担
当者を認定するこ とができますが、 1 台の電子機器に対して一度に認定できる担当
者は 1 名に限られます。 お客様は、 本ソフ ト ウェアを複製またはコピーしないこ とに
同意されたものと します。 例外と して、 バッ クアップを保有する目的でコピーを 1 
部のみ作成するこ とがきます。 本ソフ ト ウェアがインス トールされた電子機器の主
たるユーザーは、 そのユーザー専用の別のポータブルコンピュータに本ソフ ト ウェ
アをインス トールして使用するこ とができます。 ただし、 本ソフ ト ウェアを使用で
きるのは一度に 1 台の電子機器に限られます。
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2. スト レージまたはネッ トワークの使用。  また、 本ソフ ト ウェアは、 内部ネッ ト
ワークを経由してお客様の電子機器上の本ソフ ト ウェアにアクセスして使用する場
合に限り、 ネッ ト ワーク ・ サーバなどのス ト レージ装置にインス トールするこ とが
できます。 ただし、 このよ う なス ト レージ装置から本ソフ ト ウェアにアクセスして
使用する電子装置ごとに使用許諾を取得し、 その装置専用と して使用する必要があ
り ます。 本ソフ ト ウェアの使用許諾は共用できません。 また、 複数の電子装置で同
時に使用するこ とはできません。 

3. 文書。  本ソフ ト ウェアに電子的データでのみ提供される ドキュ メン トが含まれて
いる場合、 お客様はそのよ うな電子文書を 1 部のみ印刷するこ とができます。 ただ
し、 本ソフ ト ウェアに付属する印刷物のコピーを作成するこ とはできません。

4. リバース ・ エンジニアリング、 逆コンパイルおよび逆アセンブリの制限。  お客様
は、 本ソフ ト ウェアのリバース ・ エンジニア リ ング、 逆コンパイル、 または逆アセ
ンブリ を行う こ とはできません。 ただし、 この制限の影響を受けない適用法律に
よって、 そのよ うな行為が許可されている場合に限り例外的に認められます。

5. 移転 / サブライセンス。  お客様は、 本ソフ ト ウェアをいかなる第三者にも移転、
サブライセンス供与、 配給、 賃貸、 リース、 供給、 販売、 または貸与を行う こ とは
できません。 

6. 機密保護。   お客様は、 本ソフ ト ウェアには Zebra やそのサプライヤおよびライセ
ンス許諾者が所有する機密情報が組み込まれているこ とを認識するものと します。 
お客様がそのよ うな情報にアクセスできる範囲において、 お客様は、 そのよ うな情
報を本ソフ ト ウェアの承認された目的にのみ使用するこ とに同意するものと します。 
さ らにお客様は、 そのよ う な機密情報を第三者に開示するこ とな く、 お客様ご自身
の機密情報の機密性を維持する場合と同様の注意を払って、 そのよ うな情報の機密
性を維持するこ とに同意するものと します。

7. 知的財産。  本ソフ ト ウェアに関するすべての所有権および著作権、 ならびにその
他の知的財産権 ( 著作権、 特許、 企業秘密、 商標を含みますが、 これらに限定され
ません ) は Zebra またはそのサプライヤおよびライセンス許諾者が所有します。 お客
様は、 本ソフ ト ウェアのすべての複製物において、 すべての著作権表示を維持する
必要があ り ます。 明示的に供与されていないすべての権利は Zebra が保有します。 お
客様が本ソフ ト ウェア ・ ラ イセンス契約に違反した場合に Zebra が所有するすべて
の権利や救済措置を損な う こ とな く、 Zebra は本ソフ ト ウェアに対してあらゆる変更
や改造を加える権利を保有するものと します。 

8. 解除。  お客様が本契約の条項および条件に従わなかった場合、 Zebra が所有する
その他の権利や救済措置を損な う こ とな く、 Zebra は本契約を解除するこ とができま
す。 Zebra は、 本ソフ ト ウェアの代替契約書あるいは本ソフ ト ウェアの代替物、 変更
バージ ョ ンまたはアップグレード ・ バージ ョ ンをお客様に提供し、 お客様がそのよ
うな代替契約書を承諾された上で、 本ソフ ト ウェアあるいは代替物、 変更バージ ョ
ンまたはアップグレード ・ バージ ョ ンを継続して使用できるよ うにするこ とによ り、
本契約を解除するこ とができます。 また、 いずれの当事者からでも本契約を随時解
除するこ とができます。 前述の記載に従い、 契約の解除は他方の当事者への通知を
もって効力を有するものと します。 いかなる理由においても本契約が終了した場合、
お客様が本ソフ ト ウェアを使用する許諾が終了し、 お客様は本ソフ ト ウェアの使用
をただちに停止して、 本ソフ ト ウェアのすべての複製物とその構成部分のすべてを
破棄し、 要求された場合には、 お客様が前述の記載に準拠しているこ とを証明する
宣誓供述書を提供する必要があ り ます。 第 4、 5、 6、 7、 12、 13、 14、 15、 16、 17、
18、 19、 20 項の規定は、 本契約の解除後も存続します。
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9. 米国政府の制限付き権利。  お客様は、 本ソフ ト ウェアは、 民間機関に対する連邦
調達規則第 12.212 条および連邦防衛調達規則附則第 227.7202 条での意味における商
用コンピュータソフ ト ウェアおよび商用コンピュータソフ ト ウェアマニュアルから
構成されるこ とに同意するものと します。 したがって、 お客様が米国政府の機関、
部署、 職員、 およびその他の団体の場合、 本ソフ ト ウェアの使用、 コピー、 複製、
発行、 変更、 開示、 転送は、 技術的データおよびマニュアルを含め、 これらの 
EULA 契約の条項、 条件、 契約によって制限されます。 1995 年 12 月 1 日よ り以前に
発行された勧誘に従って米国政府に提供されたすべてのソフ ト ウェアは、 FAR、 48 
CFR 52.227-19 (1987 年 6 月 ) または DFAR、 48 CFR 252.227-7013 (1988 年 10 月 ) のど
ちらか適用される方に記載されている制限付き権利を伴って提供されています。 

10. 輸出規制。  お客様は、 本ソフ ト ウェア、 その一部、 あるいは本ソフ ト ウェアの
直接の成果と して得られるプロセスまたはサービス  ( 以下総称して 「制限付きコン
ポーネン ト 」 といいます ) を、 米国の輸出規制の対象である国、 個人、 または法人
に輸出または再輸出しないこ とに同意するものと します。 特に、 以下に対して制限
付きコンポーネン ト を輸出または再輸出しないこ とに同意されたものと します。 (i) 
米国が品目またはサービスを禁止または制限している国で、 現在ではキューバ、 イ
ラン、 イラ ク、 北朝鮮、 スーダン、 およびシ リ アを含むがそれに限定されない国、
または制限付きコンポーネン ト をそのよ う な国に送付または輸送しよ う と している、
あらゆる地域にいるそのよ う な国の国民、 (ii) 核兵器、 化学兵器、 または生物兵器の
設計、 開発、 または製造に制限付きコンポーネン トが利用されるこ とをお客様が認
識しているか、 そのよ う な根拠のある個人または法人、 あるいは (iii) 米国政府の連
邦機関によって、 米国輸出取引が禁止されている個人または法人。 お客様は、 米国
商務省、 米国輸出管理局、 またはその他の米国連邦機関によっても、 お客様の輸出
特権が一時停止、 取り消し、 または拒否されていないこ とを保証し、 表明するもの
と します。 契約者 / 製造業者 ： Zebra Technologies Corporation (333 Corporate Woods 
ParkwayVernon Hills, IL 60061 USA) 

11. 本ソフ トウェアを使用したサービスへのアクセス。  本ソフ ト ウェアを使用してア
クセス可能なサービスの使用は、 本 EULA では拘されず、 別の使用条項、 条件、 ま
たは通知が適用される場合があ り ます。 Zebra およびそのサプライヤと ライセンス許
諾者は、 そのよ うなサービスの使用に対する一切の責任を負いません。

12. セキュリテ ィの責任。  Zebra との本契約の内容によらず、 お客様は、 ネッ ト ワー
ク、 システム、 およびお客様に関連、 所有、 または維持されるデータ  ( 個人情報を
含む ) について、 盗難、 紛失、 誤用、 改変、 廃棄、 または不正アクセスなどからの
保護を含め、 あらゆる面の維持と保護に関する一切の責任を負う ものと します。 
「個人情報」 とは、 個々の顧客から得られた、 または顧客についての、 次のよ うな個
人を特定できる情報を意味します。 (a) 姓名、 またはイニシャル。 (b) 少なく と も番地
や都市名を含む、 自宅またはその他の物理的住所。 (c) 電子メールアドレス。 (d) 電
話番号。 (e) 社会保障番号。 (f) 番号、 有効期限、 セキュ リティ コード、 追跡データを
含む、 クレジッ ト カードまたはデビッ ト カード情報。 (g) 生年月日。 (h) 運転免許証
番号。 (i) 個々の顧客についての、 上記 (a) から  (i) までを組み合わせたその他の情報。
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13. 免責条項。  Zebra は、 本ソフ ト ウェアを現状有姿のまま瑕疵を含んだ状態で提供
しています。 そのため、 明示あるいは黙示を問わず、 一切の保証 ( 本ソフ ト ウェア
または本ソフ ト ウェアによるあらゆる用途や動作、 本ソフ ト ウェアの動作や使用に
よって生成される出力やデータ、 あるいは本ソフ ト ウェアに関して提供されるあら
ゆるサポート ・ サービスに関する保証を含みますが、 これらに限定されません ) を
行いません。 本契約書によ り、 法律で認められる 大範囲において、 Zebra は、 あら
ゆる黙示の保証 ( 法令あるいは法律上または取引の過程または商習慣から生じるあ
らゆる黙示の保証、 商品性または商品と しての品質、 特定の目的に対する適合性、
所有権、 非侵害の保証を含みますが、 これらに限定されません ) を除外されます。 管
轄区域によっては、 黙示の保証の制限または除外を認めていない場合があ り、 上記
の制限または除外はお客様に適用されないこ とがあ り ます。 黙示の保証の除外が一
切認められない場合、 それらの保証期間を 90 日間に限定するこ と と します。 Zebra 
では、 前述の一般性を制限するこ とな く、 本ソフ ト ウェアの動作が中断しないこ と
やエラーがないこ とを保証しません。 本 EULA が適用されるソフ ト ウェアはエ ミ ュ
レーシ ョ ン ・ ラ イブラ リ を含み、 そのよ うなエ ミ ュレーシ ョ ン ・ ラ イブラ リは 100% 
正し く動作するものではなく、 エ ミ ュレート されるプリ ンタ言語の機能に 100% 対
応するものでもないため、 本ソフ ト ウェアはすべての瑕疵を含む現状有姿のままで
提供されており、 本節および本契約に含まれるすべての免責事項および制限は、 そ
のよ うなエ ミ ュレーシ ョ ン ・ ラ イブラ リにも適用されます。 

14. 責任の制限と損害。  Zebra は、 本ソフ ト ウェア特定用途あるいは他のソフ ト ウェ
アや装置との互換性に関して一切の責任を負いません。 法律で認められる 大範囲
内において、 Zebra およびそのライセンス許諾者およびサプライヤは、 あらゆるソフ
ト ウェア製品またはその一部の売買、 インス トール、 メンテナンス、 使用、 パ
フォーマンス、 障害、 中断の結果あるいはこれらに関係して生じたいかなる種類の
障害 ( 直接的損害、 間接的損害、 偶発的損害、 二次的な損害、 特別な損害、 懲戒ま
たは懲罰的な損害含みますが、 これらに限定されません ) または収益または利益の
損失、 業務の損失、 業務上の信用の損傷、 情報またはデータの損失、 その他の機能
的な損失に対し、 それが契約、 不法行為、 過失、 厳格な責任に基づく ものであるか
ど うかにかかわらず、 Zebra またはライセンス許諾者またはサプライヤがそのよ うな
損害の可能性を通告されていた場合でも、 一切の責任を負いません。 法律で認めら
れる 大範囲内において、 損害に対する責任の除外は、 こ こに記載されたあらゆる
救済措置がその本質的な目的を達成できなかった場合でも影響されません。 管轄区
域によっては、 直接的、 偶発的、 付随的またはその他の損害の除外または制限を認
めていない場合があ り、 上記の制限または除外はお客様に適用されないこ とがあ り
ます。 損害の責任の制限または除外が一切認められない場合、 Zebra の責任は修理ま
たは交換の範囲に限定し、 場合によっては Zebra の自由裁量で本ソフ ト ウェア価格
の返金を行います。 本契約の条項によらず、 Zebra はいかなる状況またはいかなる法
的理論または衡平法 ( 契約、 不法行為、 寄付、 または免責を含む ) においても、 お客
様またはいかなる当事者に対して、 盗難、 損失、 誤用、 改変、 または廃棄、 または
ネッ ト ワーク、 システム、 または顧客に関連する、 または顧客が所有または維持す
るデータ  ( 個人情報を含む ) への不正アクセスに関連する損失、 損害 ( 直接的、 間接
的、 特殊、 懲罰的、 偶発的または必然的であるかを問わない )、 コス ト 、 費用、 罰金
または手数料について責任を負わないものと します。 

15. Zebra のサプライヤおよびライセンス許諾者。  本契約に従う  Zebra の責任または
損害賠償の免除、 免責、 または制限のすべては、 Zebra だけでなく、 Zebra のサプラ
イヤ、 ライセンス許諾者、 従業員、 および契約者にも適用されるものと解釈され、
そのよ うなサプライヤ、 ライセンス許諾者、 従業員、 および契約者のその他の防御
が制限されるこ とはあ り ません。 お客様は、 そのよ うな責任または損害賠償の免除、
免責または制限が Zebra に適用される場合と同じ規定の範囲において、 そのよ うな
当事者の責任または損害賠償を免除するこ とに同意するものと します。 
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16. 適用される法律。  法律で認められる 大範囲内において、 法律の条項の矛盾を
考慮するこ とな く、 米国イ リ ノ イ州の法律が、 本契約に適用されます。 お客様は、
本契約または本ソフ ト ウェアに関する訴訟の場合、 排他的な管轄区および裁判地ま
たはイ リ ノ イ州内の連邦裁判所に提出するこ とを無条件に同意するものと します。 
お客様は、 お客様がそのよ うな裁判所の管轄に拘束されないこ と、 裁判地が適切で
ないこ と、 法廷が不便であるこ と、 あるいはその他同様の異議、 請求、 または反論
を主張しないこ とに同意するものと します。 Zebra は、 単独の自由裁量で、 本契約ま
たはその存在、 妥当性、 解除の不履行に関するお客様と  Zebra 間の論争または紛争
を、 期間中または期間後に関わらず、 お客様への通知をもって、 米国仲裁協会 
( 「AAA」 ) 商事仲裁規則に従い拘束力のある調停によって解決するこ とを選択する
こ とがあ り ます ( 本第 15 節で変更または補足 )。 Zebra がそのよ うな通知を提供した
場合、 お客様はそのよ うな論争または紛争に関する訴訟やその他の紛争解決手続き
のあらゆる権利を放棄し、 そのよ う な論争または紛争の唯一かつ排他的な解決手段
と して、 第 15 節に従った仲裁を認識するものと します。 この仲裁手続きは、 イ リ ノ
イ州シカゴで実行され、 言語と して英語が採用されます。 仲裁の審査委員団は、 3 名
の仲裁人で構成され、 これらの各 1 を両当事者から選出し、 も う  1 名の中立的な仲
裁人は、 両当事者が選出した 2 名の仲裁人によって指定されます。 当事者と仲裁人の
間のすべてのやり取りは、 AAA によって管理され、 当該仲介人に伝達されます。 両
当事者は、 いずれかの当事者の要求によ り、 差し止め救済措置を与える権限が仲裁
人に付与されるこ とに明示的に同意するものと します。 仲介判断は、 両当事者に
とって、 仲裁人に提出または申し立てされたすべての主張、 反訴、 論点、 または根
拠に対する排他的な措置となり ます。 仲裁判断に基づく判決は、 管轄権を有するい
ずれかの裁判所に持ち込まれるこ とがあ り ます。 仲裁判断を強制するために生じた
あらゆる追加費用、 手数料、 または経費は、 仲裁判断の施行に抵抗する当事者に課
せられます。 本節には、 Zebra が未払い金額および不渡り金額を徴収するために、 適
格な管轄の裁判所において、 お客様に対する暫定的な差し止め救済措置を要求する
こ とや、 お客様に対して訴訟の申し立てをするこを制限する条項はあ り ません。

17. 差し止め救済措置。  お客様は、 お客様が本契約の条項に違反した場合にも、
Zebra は金銭または損害賠償による十分な救済を得るこ とができないこ とを認識する
ものと します。 このため Zebra は、 適格な管轄の裁判所からそのよ うな不履行に対す
る差し止めを、 保証金を支払う こ とな く、 要求次第、 ただちに入手する権利があ り
ます。 差し止め救済措置に関する  Zebra の権利は、 その他の救済措置を追求する権利
を制限するものはあ り ません。

18. 完全合意条項。  当事者のすべての理解および同意は本契約に含まれており、 本
契約の内容に関する当事者間での、 以前または同時に発生しているあらゆる表明、
理解、 および同意に取って代わるものです。 本契約の一部の条項が無効である と見
なされた場合にも、 本契約の残りの部分は完全な強制力および効力を持ち続けるも
のと します。

19. 譲渡。  お客様は、 本契約またはこ こで記載されているお客様の権利または責務
( 法律の執行によるものであるかないかに関わらず ) を、 Zebra の書面による事前の
同意なしに譲渡するこ とができません。 Zebra は、 お客様の同意を得ずに、 本契約な
らびに Zebra の権利および責務を譲渡するこ とができます。 前述の内容に関し、 本契
約は、 拘束力を持つものであ り、 本契約の当事者および当事者の法的代表者、 後継
者、 および許可を受けている被譲渡人に対して効力があ り ます。

20. 変更。  本契約の変更は、 それが書面によ り記載され、 変更を求めている当事者
の相手から承認されている代表者の署名を得たものでない限り、 拘束力があ り ませ
ん。
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21. 権利放棄。  当事者が、 こ こに記載されている権利を行使できなかった場合、 そ
のよ うな権利またはその他の権利を今後行使するその当事者の権利が放棄されるも
のではあ り ません。

22. 質問。  ご不明な点がある場合、 または何らかの理由で Zebra に連絡するこ とを希
望される場合は、 お客様の国の Zebra の子会社にご連絡いただくか、 以下の住所ま
で書面をお送り ください。

Zebra Technologies International, LLC
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, Illinois 60061

2008 年 3 月改訂  
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用語集
英数字  文字、 数字、 または句読点などの文字を示し ます。

バッ ク フ ィ ー ド   プ リ ン タが用紙と リ ボン ( 使用されている場合 ) をプ リ ン タ後方に
引っ張る こ と。 これによ り 、 印刷する ラベルの先頭が、 印字ヘッ ド の後ろに正し く
配置されます。 バッ ク フ ィ ード は、 プ リ ン タ を切 り 取 り モードおよびアプ リ ケータ ・
モード で稼働し ている と きに行われます。

バーコー ド   太さの異なる線を縞模様状に組み合わせる こ と によ って英数字を表現す
る コード。 統一商品コード  (UPC ： universal product code) またはコード  39 など、 様々
な コード体系があ り ます。

黒マーク   印刷用紙の裏面にあ る登録マーク。 プ リ ン タにラベルの先頭位置を示し ま
す ( 単票用紙を参照し て く ださい )。

キャ リ ブレー ト  ( プ リ ン タ )  プ リ ン タが特定の用紙と リ ボンの組み合わせによ り 正
確に印刷するために必要な基本情報を判別するプロセス。 この情報を判別する ため、
プ リ ン タは、 用紙と リ ボン ( 使用されている場合 ) をプ リ ン タにフ ィ ード し て、 ダ イ
レ ク ト ・ サーマル方式印刷または熱転写方式印刷のいずれを使用するのかを検出し
た り 、 ( 非- 連続用紙の場合は ) 個々のラベルまたはタ グの長さ を検出し ます。

設定  プ リ ン タ設定は、 プ リ ン タ ・ アプ リ ケーシ ョ ン固有の稼働パラ メ ータのグルー
プです。 パラ メ ータには、 ユーザーが選択でき る ものや、 イ ン ス ト ールされている
オプシ ョ ンや稼働モード に依存する ものがあ り ます。 パラ メ ータは、 ス イ ッチ選択
可能、 コ ン ト ロール ・ パネルでのプロ グ ラ ム可能、 または ZPL II コマン ド と し てダ
ウ ン ロード可能です。 現在のプ リ ン タ  パラ メ ータ をすべて示す設定ラベルを、 参照
用に印刷でき ます。

連続用紙  ラベルやタ グを分ける切れ込み、 切れ目、 ウ ェブ ( 用紙ラ イナーのみ ) の
ないラベルまたはタ グス ト ッ ク用紙で、 帯状の長い用紙です。 

コア直径  1 本の用紙または リ ボンの中心にあ る厚紙の芯の内径。

診断  機能し ていないプ リ ン タ機能についての情報。 プ リ ン タの問題の ト ラブル
シ ューテ ィ ングに使用されます。
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ダイ レ ク ト ・ サーマル  印字ヘッ ド が用紙に直接触れる印刷方式。 印字ヘッ ド部が熱
く な る と、 用紙の感熱性コーテ ィ ングが変色し ます。 用紙が通過する と きに印字
ヘッ ド部を選択し て熱する こ と で、 イ メ ージが用紙に印刷されます。 この印刷方式
では、 リ ボンは使用されません。 これは、 熱転写と対称的です。

感熱用紙  イ メ ージ生成時に印字ヘッ ド から直接熱を受ける こ と で反応する物質によ
り コーテ ィ ング されている用紙。

ダイナ ミ ッ ク  RAM  ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を電子的形式で保存する と きに使用され
る メ モ リ ・ デバイ ス。 印刷時に使用されます。 プ リ ン タで使用でき る  DRAM メ モ リ
の容量によ り 、 印刷でき る ラベル ・ フ ォーマ ッ ト の 大サイ ズおよび 大数が決ま
り ます。 これは、 電源を切る と保存されている情報が失われる揮発性 メ モ リ です。 

折り畳み用紙  四角形に折 り 畳まれている用紙。 これは、 ロール用紙と対称的です。

フ ァームウ ェ ア  これは、 プ リ ン タの稼働プロ グ ラ ムを指定する と きに使用される用
語です。 このプロ グ ラ ムは、 ホス ト ・ コ ンピ ュータからプ リ ン タにダウ ン ロード さ
れ、 FLASH メ モ リ に保存されます。 プ リ ン タの電源が入れられるたびに、 この稼働
プロ グ ラ ムが起動し ます。 このプロ グ ラ ムは、 用紙をいつ前後にフ ィ ードするか、
およびド ッ ト をいつラベル ・ ス ト ッ クに印刷するかを制御し ます。

FLASH メ モ リ   FLASH メ モ リ は、 非揮発性で、 電源が切られて も格納されている情
報を保持し ます。 この メ モ リ 領域は、 プ リ ン タの稼働プロ グ ラ ムを保存する ために
使用されます。 また、 この メ モ リ は、 オプシ ョ ンのプ リ ン タのフ ォ ン ト 、 グ ラ
フ ィ ッ ク ・ フ ォーマ ッ ト 、 および完全な ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を保存するためにも
使用でき ます。

フ ォ ン ト   英数字を表示し た り 印刷し た り する際の書体。 た と えば、 CG Timesa、 CG 
Triumvirate Bold Condenseda などがあ り ます。

ips (1 秒あた りのイ ンチ数 )  ラベルやタ グの印刷速度で、 Zebra プ リ ン タでは 1 ～ 
12 ips の範囲で印刷可能です。

ラベル  裏面粘着式の紙やプラ スチ ッ ク などの素材ででき ていて、 情報が印刷されて
いる もの。

ラベル台紙 ( ラ イナー )  製造中にラベルが貼られ、 エン ド ・ ユーザーが破棄または
再利用する物質。

発光ダイオー ド  (LED)  特定のプ リ ン タ  ステータ ス状況を示すイ ンジケータ。 各 LED 
は、 監視し ている機能によ り 、 消滅、 点灯、 点滅し ます。

液晶デ ィ スプレ イ  (LCD)  LCD は、 通常稼働時に稼働状態、 またはプ リ ン タ を特定
のアプ リ ケーシ ョ ンに設定する と きのオプシ ョ ン ・ メ ニューのいずれかをユーザー
に提供するバッ ク ・ ラ イ ト ・ デ ィ スプレ イです。

ロ ッ クア ッ プ  これは通常、 明らかな理由はないが、 プ リ ン タ を停止させる原因と な
る傷害状況を説明する と きに使用される用語です。 THIS COMMAND IS NOT FOUND 
IN ZPL GUIDE. ( このコマン ド は ZPL ガイ ド では見つか り ません。 )
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用紙  プ リ ン タによ ってデータが印刷される材料。 用紙のタ イプには、 タ グ ・ ス ト ッ
ク、 ダ イ カ ッ ト ・ ラベル、 連続ラベル ( 用紙ラ イナーのあ る もの と ないもの )、 単票
用紙、 折 り 畳み用紙、 ロール用紙などがあ り ます。

用紙センサー  このセンサーは、 印字ヘッ ド の後ろにあ り 、 用紙の存在を検出し ま
す。 また、 非連続紙の場合、 各ラベルの開始位置を示すために使用される ウ ェブ、
穴、 または切れ込みの位置を検出し ます。

用紙サプ ラ イ ・ ハンガー  用紙ロールをサポー ト する固定アーム。 

単票用紙  1 つのラベル / 印刷フ ォーマ ッ ト が終了し、 次のものの開始場所を示す指
示が含まれている用紙。 た と えば、 ダ イ カ ッ ト ・ ラベル、 切れ込みタ グス ト ッ ク、
および黒い登録マークの付いたス ト ッ ク などです。

非揮発性メ モ リ   プ リ ン タの電源を切った後でもデータ を保守する電子 メ モ リ 。

切り込み用紙  ラベルの開始位置を示すイ ンジケータ と し てプ リ ン タによ り 検知され
る切 り 込み領域のあ る タ イプのタ グ ・ ス ト ッ ク。 これは、 通常、 次のタ グから切ら
れ、 または破られて離される、 厚紙のよ う な重い材料です ( 単票用紙を参照し て く
ださい )。

剥離  プ リ ン タが印刷された ラベルを台紙から剥がし、 別のラベルの印刷前にユー
ザーが取 り 除 く こ と ができ る よ う にする操作モード。 印刷はラベルが取 り 除かれる
まで一時停止し ます。

印字速度  印刷の速度。 熱転写プ リ ン タの場合、 この速度は、 ips (1 秒あた り のイ ン
チ数 ) で表されます。

印字ヘ ッ ドの磨耗  印字ヘッ ド またはプ リ ン ト 要素、 あ るいはその両方の表面の劣
化。 熱および磨耗によ り 、 印字ヘッ ド は劣化し ます。 し たがって、 印字ヘッ ド の寿命
を 大にするには、 も低い印字濃度設定 ( 焼け温度または熱温度と も呼ばれます ) 
で、 良質の印刷のために必要な 低限の印字ヘッ ド圧力を使用し ます。 熱転写印刷
方式の場合、 用紙と同じ幅、 または用紙よ り 広い幅の リ ボンを使用し て、 荒れた用
紙の表面から印字ヘッ ド を保護し ます。 THIS COMMAND IS NOT FOUND IN ZPL 
GUIDE. ( このコマン ド は ZPL ガイ ド では見つか り ません。 )

整合  ラベルまたはタ グの上部 ( 垂直方向 ) または両端 ( 水平方向 ) に対し て印字を
整列する こ と。

ロール用紙  芯 ( 通常、 厚紙 ) に巻かれて提供される用紙。 折 り 畳み用紙と は対照的
な タ イプの用紙です。

消耗品  用紙および リ ボンに使用する一般的な用語。

シンボル ・ コー ド体系  バーコード を言及する と きに通常使用される用語。

タグ  裏面粘着式ではないが、 タ グを何かに掛ける と きに使用でき る穴や切れ込みが
あ る タ イプの用紙。 タ グは、 通常、 厚紙やその他の耐久性のあ る物質で作られてい
ます。

切り取り   ユーザーが手作業でラベルやタ グ ・ ス ト ッ ク を残 り の用紙から切 り 取る と
きの操作モード。
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熱転写  印字ヘッ ド が、 イ ン ク または樹脂でコーテ ィ ング された リ ボンを用紙に押し
付ける印刷方式。 印字ヘッ ド部に熱を加え る こ と で、 イ ン ク または樹脂が用紙に移
り ます。 用紙および リ ボンが通過する と きに印字ヘッ ド部を選択し て熱する こ と で、
イ メ ージが用紙に印刷されます。 ダ イ レ ク ト ・ サーマル と は対照的な印刷方式です。

隙間  印刷の対象ではあ るが、 リ ボンのシワや故障し たプ リ ン ト 部品などのエラー状
況によ り 印刷されない領域。 隙間があ る と、 印刷バーコード ・ シンボルが正し く 読
み込まれないか、 ま った く 読み込まれません。
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